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競技力向上事業の概要





 

栃木県競技力向上基本計画 推進イメージ 

栃木県競技力向上対策本部の組織図 

年度 Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025)

計画推進

目標

県

教育委員会

スポーツ
推進計画

Ⅰ 競技力の維持・組織運営体制の強化

Ⅱ 次世代アスリートの発掘・育成・強化

Ⅲ 指導者の養成・資質向上

Ⅳ スポーツ医・科学の活用
とちぎ国体

とちぎ大会

開催

【実績】

天皇杯２位

皇后杯２位

とちぎ未来創造プラン（Ｒ３～Ｒ７）

とちぎスポーツ推進プラン（Ｒ３～Ｒ７）

●いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を通じた人づくり

とちぎ教育ビジョン（Ｒ３～Ｒ７）

●いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を契機としたスポーツの推進

●国民体育(スポーツ)大会・全国障害者スポーツ大会や
国際大会等で活躍する選手の育成

○次世代アスリートの発掘・育成・強化
○トップアスリートの強化・確保
○競技力向上のための環境整備
○安全でクリーンでフェアなスポーツの推進

2024パリ

オリンピック

パラリンピック

2026ミラノ冬季

オリンピック

パラリンピック

●国民体育(スポーツ)大会での上位維持

●各種国際大会等への多数の選手輩出

各
種
プ
ラ
ン
・
計
画
等
の
見
直
し
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単位：千円

1 競技力向上対策本部の運営 継続 2,548
１　本部会議の開催
２　強化対策委員会の開催
３　国スポ視察・調査、対策本部の運営等

2 チームとちぎ育成強化事業 継続 108,726

とちぎ国体の成果を一過性のものとせず、持続可能な競技力向上に向けて、競技
団体が実施する強化合宿等に対する助成など
１　傷害保険加入費
２　競技団体に対する助成（41競技団体）

3
有望選手・チーム
強化支援事業

継続 26,840

全国・国際スポーツ大会等で活躍が期待される選手やチームの強化合宿等に対す
る助成
１　選手 　：Ａ指定、Ｂ指定
２　チーム ：Ｓ指定、Ａ指定

4
オリパラアスリート
強化支援事業

継続 16,637
オリンピック・パラリンピック競技大会等の出場を目指す本県ゆかりのアスリー
トに対する強化支援

5
アスリート就職支援
事業

継続 47

成年選手の確保のため、国スポでの活躍が期待されるトップアスリートに対する
県内企業等への就職を支援
１  無料職業紹介事業の実施
２　職業紹介所「とちぎアスリート・キャリアサポートセンター」の運営

6 スポーツ用具整備事業 継続 2,705
ルール改正や技術革新により整備が必要かつ競技の特性により必要な高額なス
ポーツ用具の貸与

7
タレント発掘・育成
事業

継続 12,337

本県を代表するスポーツ選手を育成するため、発掘プログラム及び育成プログラ
ムの実施など
１　タレント発掘・育成事業検討部会の開催
２　発掘プログラム（小学３年生）の実施
　　　ステージ１（書類選考）→　ステージ２（運動能力選考）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　認定式（エクセレントキッズ）
３　育成プログラム（小４～中３年生）の実施
　　　知的能力開発、身体能力開発、競技体験
４　パスウェイプログラムの実施
　　　競技体験、エクセレントジュニア・保護者との三者面談（中学３年生）

8
次世代アスリート
育成強化事業

継続 36,717

未来の競技力向上の中心となる世代の育成・強化のため、競技団体が実施する強
化練習会等に対する助成など
１　｢チームとちぎジュニア選手」認定
　　　競技団体の推薦→認定証授与式
２　競技団体に対する助成
　　　遠征合宿や強化練習会の開催等
３　ジュニアクラブチーム強化指定
４　中体連に対する助成
　　　普及啓発活動や強化練習会等

9
高体連普及強化活動
支援事業

継続 13,573

高体連が実施する各種強化支援活動に対する助成
 　高体連に対する助成
　　　専門部基本普及活動
      関東・全国大会開催特別強化
　　　指導者養成、中・高・大連携事業

10
スポーツ指導員
配置事業

継続 36,198
県内指導者のレベルアップのため、自身が優れた競技実績を持ち成年選手として
活躍できる人材を指導者として受け入れ

11
チームとちぎ
指導者養成事業

継続 9,134

41競技団体・全種別の指導者の資質向上を図るための講習会の開催など
１　講師を招いてスポーツマネジメント等に関する研修を実施
２　指導者のガバナンスやコンプライアンスを強化するための取組
３　トップレベルの指導者を招へいして本県の指導者を育成

12
スポーツ医・科学
サポート事業

継続 22,014

国スポ等においてベストパフォーマンスを発揮するための支援
１　帯同トレーナー（公認アスレティックトレーナー）の派遣
　　（国スポ関東ブロック大会、本大会、冬季大会）
２　トップアスリートサポート（とちぎスポーツ医科学センターの利用）
　　（チームサポート、アスリートサポート、Ｕ18サポート）
　　（ＡＣ及びトレリハ・栄養・心理・医事に関するトータルサポート）

287,476

※　６月に行われる栃木県競技力向上対策本部会議を経て決定。
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令和７
(2025)年度
予算額
（Ａ）

令和６
(2024)年度
予算額
（Ｂ）

比較増減
（Ａ－Ｂ）

備　　　考

287,476 291,191 ▲ 3,715

20 1 19 預金利息

287,496 291,192 ▲ 3,696

令和７
(2025)年度
予算額
（Ａ）

令和６
(2024)年度
予算額
（Ｂ）

比較増減
（Ａ－Ｂ）

備　　　考

284,928 288,919 ▲ 3,991

154,955 158,839 ▲ 3,884

108,726 108,926 ▲ 200

26,840 30,560 ▲ 3,720

16,637 16,970 ▲ 333

47 47 0

2,705 2,336 369

62,627 62,721 ▲ 94

12,337 12,345 ▲ 8

36,717 36,727 ▲ 10

13,573 13,649 ▲ 76

45,332 45,344 ▲ 12

36,198 36,210 ▲ 12

9,134 9,134 0

22,014 22,015 ▲ 1

22,014 22,015 ▲ 1

2,568 2,273 295 預金利息含む

287,496 291,192 ▲ 3,696

※　６月に行われる栃木県競技力向上対策本部会議を経て決定。

栃木県競技力向上対策本部
令和７(2025)年度収支予算書(案)

１１  収収入入 （単位：千円）

科　　目

栃木県負担金

雑収入

合　　計

２２  支支出出 (単位：千円）

科　　目

　１　とちぎ競技力向上事業費

 （１） 競技力の維持・組織運営体制の強化

 ア　チームとちぎ育成強化事業費

 イ　有望選手・チーム強化支援事業費

 ウ　オリパラアスリート強化支援事業費

 エ　アスリート就職支援事業費

 オ　スポーツ用具整備事業費

 （２） 次世代アスリートの発掘・育成・強化

 （４） スポーツ医・科学の活用

 ア　スポーツ医・科学サポート事業費

　２　競技力向上対策本部運営費

合　　計

 ア　タレント発掘・育成事業費

 イ　次世代アスリート育成強化事業費

 ウ　高体連普及強化活動支援事業費

 （３） 指導者の養成・資質向上

 ア　スポーツ指導員配置事業費

 イ　チームとちぎ指導者養成事業費

3



1 火 ススポポーーツツ指指導導員員認認定定式式（（県県庁庁）） 木  日 火 金 月 　 1

2 水 金 月 水 土 関ブロ（水泳(水球)～5日、テニス～３日） 火 2

3 木 土 憲法記念日 火 木 日 　 水 3

4 金 日 みどりの日 水 金 月 木 4

5 土 月 こどもの日 木 土 火 金 5

6 日 火 振替休日 金  日 水 土
第79回国スポ(水泳(アーティスティックス
イミング)、バレーボール(ビーチバレー
ボール)～９日、体操(新体操)～７日)

6

7 月 水 土  月 木 日
チームとちぎジュニア選手認定証授与式
（総合文化センター）

7

8 火 木 日 　 火 金 月 第79回国スポ(水泳(水球)～11日) 8

9 水 金 月 水 土 火 結結団団式式（（総総合合教教育育セセンンタターー））
第79回国スポ(体操(トランポリン))

9

10 木 土 火 木 日 水
第79回国スポ(水泳(オープンウォーター
スイミング))

10

11 金 日 水 金 関ブロ(体操(新体操)～12日) 月 山の日 木
第第１１回回強強化化対対策策委委員員会会
（（県県庁庁））

11

12 土 月 木  土 関ブロ(体操(競技)～13日、(トランポリン)) 火 関ブロ（サッカー【少男】） 金 第79回国スポ(体操(競技)～15日) 12

13 日 火 金 　 日
関ブロ(水泳(アーティスティックスイミン
グ)、カヌー(SP))

水 関ブロ(サッカー【少女】～14日) 土 第79回国スポ(水泳(競泳・飛込)～15日) 13

14 月 水 土 月 木 日 14

15 火

競競技技団団体体代代表表者者会会議議・・第第１１回回チチーー
ムムととちちぎぎ指指導導者者資資質質向向上上研研修修会会
((PPMM：：総総合合教教育育セセンンタターー))

木 日 火 金 月
敬老の日

15

16 水 金 月 　　 水 土

関ブロ（サッカー【成男】～17日、バスケットボール
～17日、卓球～17日、軟式野球～17日、フェンシ
ング～17日、ソフトボール～18日、弓道～17日、ラ
イフル射撃～17日、アーチェリー～17日)

火 16

17 木 土 火  木 日

全全国国中中学学校校体体育育大大会会((～～88//2255::九九
州州ブブロロッックク)) 水 17

18 金 日 水 関ブロ（ゴルフ～19日） 金 関ブロ(ボウリング～20日) 月 木 18

19 土
ととちちぎぎ未未来来アアススリリーートト開開講講式式
（総合教育センター）

月 木 土
関ブロ(バレーボール(ビーチバレーボー
ル)～20日、なぎなた～20日)

火 金 19

20 日 火 金 日 関ブロ(ローイング～21日) 水 土 20

21 月 水  土 関ブロ（馬術～22日） 月
海の日

木
関ブロ(ハンドボール～24日、ラグビー
フットボール～24日)

日 第79回国スポ(自転車(ロード・レース)) 21

22 火 木 日 火 金
関ブロ(ホッケー～25日、ボクシング～24
日、ウエイトリフティング～24日、ソフトテ
ニス～24日、剣道～23日)

月
第79回国スポ(自転車(トラック・レース)～
25日)

22

23 水 金 月 水
全全国国高高等等学学校校総総合合体体育育大大会会（（～～
88//2200：：中中国国ブブロロッックク））

土
関ブロ（バレーボール～24日、バドミント
ン～24日)

火 秋分の日 23

24 木 土 関ブロ(カヌー(SL・WW)～25日) 火 木 日 関ブロ（銃剣道） 水 24

25 金 日 水 金 　 月 木 25

26 土 月 木 第第１１回回本本部部会会議議（（県県庁庁）） 土 火 金 26

27 日 火  金 日 　 水 土 27

28 月 水 土
関ブロ(スポーツクライミング～29日、空
手道～29日)

月 木 日

第第7799回回国国ススポポ総総合合開開会会式式((滋滋賀賀))
第79回国スポ(バレーボール(６人制)～10／1、
セーリング～10／1、卓球～10／2、バドミントン～
10／1、弓道～10／1、ゴルフ～30日、トライアスロ
ン)

28

29 火 昭和の日 木 日 火 金 月

第79回国スポ(テニス～10／2、ボクシング～10／
3、レスリング～10／2、相撲～10／1、馬術～10／
3、フェンシング～10／2、ソフトボール～10／1、剣
道～10／1、なぎなた～10／1、ボウリング～10／
3)

29

30 水 　 金 月 水 土 関ブロ(柔道～31日) 火 30

31 土 木 日 31

令令和和７７((22002255))年年度度競競技技力力向向上上事事業業　　行行事事予予定定表表
第第１１四四半半期期　　（（４４／／１１～～６６／／３３００）） 第第２２四四半半期期　　（（７７／／１１～～９９／／３３００））

４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月

９９月月４４月月 ５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月
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1 水 第79回国スポ(ホッケー～5日) 土 月 木 元日 日 日 1

2 木 日 火 金 月 月 2

3 金

第79回国スポ(陸上～7日、サッカー～7日、バス
ケットボール～7日、ウエイトリフティング～7日)、ハ
ンドボール～7日、ソフトテニス～6日、ラグビーフッ
トボール～7日、スポーツクライミング～5日、カ
ヌー～6日)

月 文化の日 水 土 火 火 3

4 土
第79回国スポ(ローイング～7日、軟式野
球～7日、ライフル射撃～7日、銃剣道～
6日)

火 木 日 水 水 4

5 日
第79回国スポ(柔道～7日、アーチェリー
～7日、空手道～7日)

水 金 関ブロ(アイスホッケー【少年】～7日) 月 木 木 第２回本部会議（県庁） 5

6 月 木 土 火 金  金 6

7 火 金 日  水 土 土 7

8 水 第第7799回回国国ススポポ総総合合閉閉会会式式((滋滋賀賀)) 土
 とちぎ未来アスリートプロジェクトステー
ジ２(日環アリーナ)

月 木 日 日 8

9 木 日 火 金 月 月 9

10 金 月 水 土 火 火 10

11 土 火 木 日 水 建国記念の日 水 11

12 日 水 金 関ブロ(アイスホッケー【成年】～14日) 月 成人の日 木 木 12

13 月 スポーツの日 木 土 火 金 金 13

14 火 金 日 　 水  土
第第8800回回国国ススポポ冬冬季季大大会会((青青森森))
((ススキキーー～～1177日日))

土

  ととちちぎぎ未未来来アアススリリーートト修修了了式式・・認認
定定式式
（（総総合合教教育育セセンンタターー））

14

15 水 土 月 木  日 日 15

16 木 日 火 金 月  月 16

17 金 月 水 土 火 火 17

18 土 火 木 日 水 水 18

19 日 水 金 月 木
第第２２回回強強化化対対策策委委員員会会
（（県県庁庁））

木 19

20 月  木 土 火 金 金 春分の日 20

21 火 金 日 水 土 土 21

22 水 土 月 木 日 日 22

23 木 日 勤労感謝の日 火 金 月 天皇誕生日 月 23

24 金 月 振替休日 水 土 火 火 24

25 土 火 木 日 水 水 25

26 日 水 金 月 木 木  26

27 月 木 土 火 金 金 27

28 火 金 日 水 土 土  28

29 水 土 月 木  日 29

30 木  日  火 金 月 30

31 金 水 土
第第8800回回国国ススポポ冬冬季季大大会会((青青森森))
((ススケケーートト・・アアイイススホホッッケケーー～～２２／／８８))

火 31

１１月月 ２２月月 ３３月月

３３月月

１１２２月月

１１００月月 １１１１月月 １１２２月月 １１月月 ２２月月

１１００月月 １１１１月月

令令和和７７((22002255))年年度度競競技技力力向向上上事事業業　　行行事事予予定定表表
第第３３四四半半期期　　（（１１００／／１１～～１１２２／／３３１１）） 第第４４四四半半期期　　（（１１／／１１～～３３／／３３１１））
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令和７(2025)年度
競技力向上事業実施要項

７…………………………１ チームとちぎ育成強化事業

８…………………………２ 有望選手・チーム強化支援事業

13…………………………３ オリパラアスリート強化支援事業

15…………………………４ アスリート就職支援事業

18…………………………５ スポーツ用具整備事業

20…………………………６ タレント発掘・育成事業

21…………………………７ 次世代アスリート育成強化事業

24…………………………８ 高体連普及強化活動支援事業

25…………………………９ スポーツ指導員配置事業

27…………………………10 チームとちぎ指導者資質向上事業

28…………………………11 トップレベルコーチ招へい事業

31…………………………12 スポーツ医・科学サポート事業
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１ チームとちぎ育成強化事業 実施要項 

 

１ 目 的 

とちぎ国体の成果を一過性のものとせず、持続可能な競技力の向上を図るために、国民

スポーツ大会や各種大会等での活躍に向けて、競技団体の年間を通じた強化・普及活動を

支援することにより、全ての競技・種別の競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

国民スポーツ大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

３ 事業内容 

【補助事業】 

（１）競技団体が行う国民スポーツ大会や各種大会等の活躍を目的に行う強化・普及活

動の経費の一部の支援。各競技団体が計画した事業計画に応じて強化費を配分す

る。 

（２）補助対象は、競技団体が実施する以下の事業とする。 

① 国民スポーツ大会や各種大会等での活躍を目的とした県内外の強化練習会や強化

合宿等 

② とちぎスポーツ医科学センターの利用料 

③ 競技力向上の一環となる大会の参加及び、競技力向上等を目的とした大会の開催 

④ 県外強豪チームを本県に招へいして行う強化試合や合同練習会等 

⑤ 発掘イベント及び普及啓発活動（スポーツ教室・体験教室）の開催等 

⑥ 中央競技団体が主催する各種研修会への参加 

⑦ 各種大会等の視察及び戦力分析・データ収集等 

⑧ 国民スポーツ大会や各種大会等へのコーチ・ドクター・トレーナー等の派遣 

⑨ 国民スポーツ大会や各種大会等エントリー選手のスポーツ安全保険への加入 

⑩ その他本部長が認める事業 

 

４ 補助対象経費 

対象団体が実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、宿

泊費、県外チーム旅費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、ス

ポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるもの。 

 

５ スケジュール 

 通年  競技団体の事業計画に応じた強化活動支援 
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２ 有望選手・チーム強化支援事業 実施要項 

 

≪選手指定≫ 

１ 目 的 

国民スポーツ大会にて本県選手として特に活躍が見込まれ、かつ全国・国際スポーツ大

会等で活躍することが期待できるトップアスリートを指定し、合宿や強化練習会等の支援

を行うことで、本県への帰属意識を高めるとともに、国民スポーツ大会での天皇杯・皇后

杯上位入賞に向けた選手の計画的な競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

国民スポーツ大会正式競技に取り組んでいる高校生・大学生及び社会人で、国民スポー

ツ大会等で主力選手として見込まれ、特に活躍が期待できる選手。 

 

３ 事業内容 

【補助事業】 

（１）指定期間 

指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

（２）指定方法 

各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査し選手を指定する。推薦される選

手は、指定日を基準に過去２年間に、以下の実績を持つ選手とする。原則として、個人競

技から指定する。 

 

【Ａ強化指定】（成年種別） 

・国内最高峰の大会で上位入賞の実績があり、国民スポーツ大会、日本選手権等での

入賞が期待できる選手。 

・対策本部長が別に認める選手。 

【Ｂ強化指定】（少年種別） 

・各種全国大会で上位入賞の実績があり、国民スポーツ大会、インターハイ等での入

賞が期待できる選手。 

・対策本部長が別に認める選手。 

 

４ 補助対象経費 

指定された選手には、国民スポーツ大会等での活躍を目的とした強化活動のうち、報償

費（コーチ料）、旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本

費、保険料、スポーツ用具費、大会参加料、県内に居住するための家賃・寮費、その他本部

長が認めるものを対象とする。 

 

５ スケジュール 

４月    有望選手の指定 

通年    強化活動支援  
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≪チーム指定≫ 

１ 目 的 

国民スポーツ大会において天皇杯・皇后杯の上位入賞を目指し、各競技の強化の中心と

なり活躍が期待できるチーム、かつトップカテゴリーで活躍できるチームを指定し、重点

的に成年選手の競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

国民スポーツ大会正式競技で、国民スポーツ大会等において当該チームやそのチームに

所属する選手の活躍により、入賞が期待できる競技に属する大学・企業・クラブチーム。 

 

３ 事業内容 

【補助事業】 

（１）指定期間 

指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

（２）指定方法 

各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査しチームを指定する。 

 

【Ｓ強化指定】原則、次のいずれかに該当するチーム。 

・国内最高峰の大会において入賞の実績があり、国民スポーツ大会等において入賞が

期待できるチーム。 

・国内トップレベルの競技力を有する中心選手が複数名所属し、国民スポーツ大会等

において上位入賞が期待できるチーム。 

【Ａ強化指定】 

・各種全国大会（全日本（大学を含む）選手権大会等）において入賞実績があり、国

民スポーツ大会等において活躍が期待できるチーム。 

 

４ 補助対象経費 

指定されたチームは、国民スポーツ大会等での活躍を目的とした強化活動のうち、報償

費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬

費、印刷製本費、保険料、スポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるものを対

象とする。 

 

５ スケジュール 

４月   有望チームの指定 

通年   強化活動支援 
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№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

1 ス ケ ー ト 小 川 拓 朗 成男 （公財）栃木県スポーツ協会

2 ス ケ ー ト 上 鹿 渡 双 葉 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

3 ス キ ー 大 西 美 琴 成女 慶応義塾大学

4 ス キ ー 横 尾 彩 乃 成女 日本大学

5 ス キ ー 深 澤 ひ な た 成女 早稲田大学

6 陸 上 競 技 金 井 晃 希 成男 順天堂大学

7 陸 上 競 技 ※ 若 菜 敬 成男 早稲田大学

8 陸 上 競 技 山 田 未 唯 成女 名城大学

9 陸 上 競 技 竹 内 萌 成女 株式会社カンセキ

10 陸 上 競 技 石 見 だ い や 成男 順天堂大学

11 陸 上 競 技 ※ 谷 飛 香 里 成女 日本体育大学

12 テ ニ ス 今 西 美 晴 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

13 テ ニ ス 森 崎 可 南 子 成女 橋本ホールデイング

14 ロ ー イ ン グ ※※ 飯 塚 百 合 子 成女 立教大学

15 ロ ー イ ン グ 高 瀬 綾 乃 成女 法政大学

16 ロ ー イ ン グ 岡 部 華 林 成女 明治大学

17 ボ ク シ ン グ シ ル バ イ エ シ ュ ア 成男 法政大学

18 ボ ク シ ン グ 平 塚 駿 之 介 成男 一般社団法人 ASKA

19 ボ ク シ ン グ 鈴 木 美 結 成女 自衛隊体育学校

20 体 操 山 田 大 翔 成男 （公財）栃木県スポーツ協会

21 体 操 岡 部 蓮 成男 仙台大学

22 体 操 片 山 空 秋 成男 鹿屋体育大学

23 レ ス リ ン グ 矢 部 和 希 成男 （公財）栃木県スポーツ協会

24 レ ス リ ン グ 福 島 煌 天 成男 国士舘大学

25 レ ス リ ン グ 植 木 優 斗 成男 東洋大学

26 レ ス リ ン グ 中 原 陸 成男 自衛隊

27 レ ス リ ン グ 本 橋 知 大 成男 拓殖大学

28 レ ス リ ン グ 長 谷 川 虎 次 郎 成男 育英大学

29 レ ス リ ン グ 新 井 一 花 成女 育英大学

30 レ ス リ ン グ 与 那 城 一 輝 成男 山梨学院大学

31 レ ス リ ン グ 加 藤 佑 規 成男 明治大学

32 レ ス リ ン グ 杉 本 壮 汰 成男 九州共立大学

33 セ ー リ ン グ 井 上 隆 成男 栃木県セーリング連盟

34 セ ー リ ン グ 小 嶺 恵 美 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

35 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 山 根 大 地 成男 自衛隊体育学校

36 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 小 堀 美 穂 成女 宇都宮市役所

37 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 塚 田 直 人 成男 日本大学

38 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 大 塚 優 子 成女 自衛隊体育学校

39 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 山 根 緑 成女 一般社団法人 ASKA

40 自 転 車 町 田 颯 成男 日本大学

41 自 転 車 新 沼 杏 菜 成女 順天堂大学

42 馬 術 広 田 龍 馬 成男 那須トレーニングファーム

43 馬 術 増 山 誠 倫 成男 小山乗馬クラブ

44 馬 術 広 田 大 和 成男 那須トレーニングファーム

45 馬 術 広 田 思 乃 成女 那須トレーニングファーム

46 馬 術 増 山 久 佳 成女 小山乗馬クラブ

47 馬 術 飯 田 さ や 成女 壬生乗馬クラブ

48 フ ェ ン シ ン グ 京 極 光 志 成男 特別支援学校宇都宮青葉高等学園（教）

49 フ ェ ン シ ン グ 大 西 愛 成女 日本体育大学

50 フ ェ ン シ ン グ 國 谷 優 奈 成女 明治大学

51 柔 道 伊 藤 海 央 音 成男 北関東綜合警備保障（株）

52 柔 道 石 塚 早 稀 成女 北関東綜合警備保障（株）

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望選手

Ａ指定
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№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

1 ス ケ ー ト 小 川 拓 朗 成男 （公財）栃木県スポーツ協会

2 ス ケ ー ト 上 鹿 渡 双 葉 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

3 ス キ ー 大 西 美 琴 成女 慶応義塾大学

4 ス キ ー 横 尾 彩 乃 成女 日本大学

5 ス キ ー 深 澤 ひ な た 成女 早稲田大学

6 陸 上 競 技 金 井 晃 希 成男 順天堂大学

7 陸 上 競 技 ※ 若 菜 敬 成男 早稲田大学

8 陸 上 競 技 山 田 未 唯 成女 名城大学

9 陸 上 競 技 竹 内 萌 成女 株式会社カンセキ

10 陸 上 競 技 石 見 だ い や 成男 順天堂大学

11 陸 上 競 技 ※ 谷 飛 香 里 成女 日本体育大学

12 テ ニ ス 今 西 美 晴 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

13 テ ニ ス 森 崎 可 南 子 成女 橋本ホールデイング

14 ロ ー イ ン グ ※※ 飯 塚 百 合 子 成女 立教大学

15 ロ ー イ ン グ 高 瀬 綾 乃 成女 法政大学

16 ロ ー イ ン グ 岡 部 華 林 成女 明治大学

17 ボ ク シ ン グ シ ル バ イ エ シ ュ ア 成男 法政大学

18 ボ ク シ ン グ 平 塚 駿 之 介 成男 一般社団法人 ASKA

19 ボ ク シ ン グ 鈴 木 美 結 成女 自衛隊体育学校

20 体 操 山 田 大 翔 成男 （公財）栃木県スポーツ協会

21 体 操 岡 部 蓮 成男 仙台大学

22 体 操 片 山 空 秋 成男 鹿屋体育大学

23 レ ス リ ン グ 矢 部 和 希 成男 （公財）栃木県スポーツ協会

24 レ ス リ ン グ 福 島 煌 天 成男 国士舘大学

25 レ ス リ ン グ 植 木 優 斗 成男 東洋大学

26 レ ス リ ン グ 中 原 陸 成男 自衛隊

27 レ ス リ ン グ 本 橋 知 大 成男 拓殖大学

28 レ ス リ ン グ 長 谷 川 虎 次 郎 成男 育英大学

29 レ ス リ ン グ 新 井 一 花 成女 育英大学

30 レ ス リ ン グ 与 那 城 一 輝 成男 山梨学院大学

31 レ ス リ ン グ 加 藤 佑 規 成男 明治大学

32 レ ス リ ン グ 杉 本 壮 汰 成男 九州共立大学

33 セ ー リ ン グ 井 上 隆 成男 栃木県セーリング連盟

34 セ ー リ ン グ 小 嶺 恵 美 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

35 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 山 根 大 地 成男 自衛隊体育学校

36 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 小 堀 美 穂 成女 宇都宮市役所

37 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 塚 田 直 人 成男 日本大学

38 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 大 塚 優 子 成女 自衛隊体育学校

39 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 山 根 緑 成女 一般社団法人 ASKA

40 自 転 車 町 田 颯 成男 日本大学

41 自 転 車 新 沼 杏 菜 成女 順天堂大学

42 馬 術 広 田 龍 馬 成男 那須トレーニングファーム

43 馬 術 増 山 誠 倫 成男 小山乗馬クラブ

44 馬 術 広 田 大 和 成男 那須トレーニングファーム

45 馬 術 広 田 思 乃 成女 那須トレーニングファーム

46 馬 術 増 山 久 佳 成女 小山乗馬クラブ

47 馬 術 飯 田 さ や 成女 壬生乗馬クラブ

48 フ ェ ン シ ン グ 京 極 光 志 成男 特別支援学校宇都宮青葉高等学園（教）

49 フ ェ ン シ ン グ 大 西 愛 成女 日本体育大学

50 フ ェ ン シ ン グ 國 谷 優 奈 成女 明治大学

51 柔 道 伊 藤 海 央 音 成男 北関東綜合警備保障（株）

52 柔 道 石 塚 早 稀 成女 北関東綜合警備保障（株）

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望選手

Ａ指定

№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望選手

53 柔 道 大 谷 麻 稀 成女 北関東綜合警備保障（株）

54 柔 道 酒 井 結 海 成女 仙台大学

55 柔 道 齋 五 澤 凌 生 成男 東海大学

56 柔 道 柴 田 陽 成男 東海大学

57 柔 道 中 田 涼 太 成男 東海大学

58 バ ド ミ ン ト ン 寺 田 真 也 成男 鹿沼商工高等学校（教）

59 バ ド ミ ン ト ン 櫻 井 煌 介 成男 法政大学

60 バ ド ミ ン ト ン 遠 藤 美 羽 成女 ヨネックス

61 バ ド ミ ン ト ン 須 崎 沙 織 成女 筑波大学

62 弓 道 熊 倉 貫 太 成男 (有)熊倉工業

63 弓 道 五 十 嵐 翔 成男 栃木県弓道連盟

64 弓 道 柴 田 誠 一 成男 多田プレス工業（株）

65 弓 道 和 田 直 之 成男 トーセロスリッター（株）

66 弓 道 赤 嶺 直 之 成男 眞瀬会計事務所

67 ラ イ フ ル 射 撃 小 林 郁 弥 成男 スポーツ健康医療専門学校

68 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 川 又 玲 瑛 成男 TEAM B-PUMP

69 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 関 口 準 太 成男 日本大学

70 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 齋 藤 正 樹 成男 日本体育大学

71 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 葛 生 真 白 成女 白鷗大学

72 カ ヌ ー 富 沢 く る み 成女 （公財）栃木県スポーツ協会

73 ク レ ー 射 撃 折 原 研 二 成男 栃木県クレー射撃協会

74 ク レ ー 射 撃 石 原 奈 央 子 成女 栃木県クレー射撃協会

75 な ぎ な た 疋 田 か ん な 成女 國學院大學栃木高等学校（教）

76 な ぎ な た 佐 藤 亜 季 成女 社会福祉法人パステル

77 ゴ ル フ 齊 藤 愛 桜 成女 フリー

78 ス ケ ー ト 上 林 舞 子 少女 宇都宮女子高校

79 ス キ ー 大 貫 詩 旺 少女 足利大学附属高等学校

80 陸 上 競 技 石 原 南 菜 少女 白鷗大学足利高等学校

81 陸 上 競 技 江 田 朋 未 少女 白鷗大学足利高等学校

82 ホ ッ ケ ー 齋 藤 洸 輔 少男 今市高等学校

83 ホ ッ ケ ー 石 原 樹 里 少女 今市高等学校

84 ホ ッ ケ ー 鷲 頭 凜 少女 今市高等学校

85 ホ ッ ケ ー 秋 場 優 南 少女 今市高等学校

86 ホ ッ ケ ー 加 藤 妃 莉 少女 今市高等学校

87 ホ ッ ケ ー 福 田 未 夢 少女 今市高等学校

88 ボ ク シ ン グ 小 林 栄 絢 少男 白鷗大学足利高等学校

89 ボ ク シ ン グ 大 里 拳 輝 少男 白鷗大学足利高等学校

90 ボ ク シ ン グ 髙 𣘺𣘺 侃 太 郎 少男 白鷗大学足利高等学校

91 ボ ク シ ン グ 本 島 羚 葵 少男 白鷗大学足利高等学校

92 体 操 谷 田 智 治 少男 作新学院高等学校

93 レ ス リ ン グ 阿 部 天 臥 少男 足利大学附属高等学校

94 レ ス リ ン グ 内 海 楽 少男 足利大学附属高等学校

95 レ ス リ ン グ 山 﨑 錬 真 少男 足利大学附属高等学校

96 レ ス リ ン グ 土 肥 利 羽 少男 足利大学附属高等学校

97 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 桑 原 楓 馬 少男 小山北桜高等学校

98 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 桃 木 麻 嘉 少男 小山南高等学校

99 ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 上 條 徳 睦 少男 小山高等学校

100 自 転 車 海 老 原 陵 大 少男 作新学院高等学校

101 自 転 車 山 田 歩 舞 少男 作新学院高等学校

102 ソ フ ト テ ニ ス 螺 良 寧 々 少女 白鷗大学足利高等学校

103 柔 道 嶋 田 怜 乃 愛 少女 足利短期大学附属高等学校

104 柔 道 磯 木 望 心 少女 足利短期大学附属高等学校

Ａ指定

Ｂ指定
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№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望選手

105 柔 道 池 内 雷 基 少男 白鷗大学足利高等学校

106 柔 道 鉄 炮 塚 晋 佑 少男 國學院大學栃木高等学校

107 柔 道 鈴 木 月 渚 少女 足利短期大学附属高等学校

108 弓 道 阿 久 津 裕 斗 少男 作新学院高等学校

109 弓 道 大 竹 涼 太 朗 少男 作新学院高等学校

110 弓 道 川 上 聖 斗 少男 作新学院高等学校

111 弓 道 岡 田 凌 明 少男 作新学院高等学校

112 剣 道 大 河 原 靖 太 少男 佐野日本大学高等学校

113 剣 道 大 山 和 寿 少男 佐野日本大学高等学校

114 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 寺 川 陽 少男 さくら清修高等学校

115 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 加 藤 頼 斗 少男 宇都宮北高等学校

116 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 戸 田 稜 大 少男 宇都宮北高等学校

117 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 船 木 陽 少男 矢板東高等学校

118 カ ヌ ー 後 藤 紗 世 少女 黒磯高等学校

119 ゴ ル フ 髙 木 暢 仁 少男 佐野日本大学高等学校

120 ゴ ル フ 佐 藤 ミ ラ ー 少男 佐野日本大学高等学校

№ 指定 競技名 チーム名 種別 監督名

1 ホ ッ ケ ー LIEBE 栃木 成 男 福 田 敏 昭

2 ホ ッ ケ ー ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝOrangeUnited 成 女 佐 藤 智 恵

3 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 白鷗大学女子バスケットボール部 成 女 佐 藤 智 信

4 ソ フ ト ボ ー ル Honda 成 男 浦 本 大 嗣

5 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 白鷗大学男子バスケットボール部 成 男 網 野 友 雄

6 ソ フ ト ボ ー ル Honda Reverta 成 女 岡 野 武 志

7 サ ッ カ ー ヴェルフェ矢板 成 男 上 沢 拓 也

8 サ ッ カ ー 作新学院大学サッカー部 成 男 横 浜 誠

9 ソ フ ト テ ニ ス Lit. 成 男 ･ 女 福 田 栄 太 郎

10 柔 道 北関東綜合警備保障（株） 成 男 ･ 女 森 雄 二

11 剣 道 栃木県警察チーム 成 男 髙 濵 一 夫

12 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 白鷗大学ラグビーフットボール部 成 男 鴫 原 信 之

13 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 宇都宮ヴォルツ 成 男 鈴 木 文 善

【 Ｓ指定：４チーム、Ａ指定：２チーム、指定：７チーム】

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望チーム

Ｓ指定

Ａ指定

指定

【 Ａ指定 成男：42、成女：35 】 【 Ｂ指定 少男：29、少女：14 】
【 ※印の選手はタレント発掘・育成事業（とちぎ未来アスリートプロジェクト）の修了生 】

Ｂ指定
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№ 指定 競技名 選手名 種別 所属

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望選手

105 柔 道 池 内 雷 基 少男 白鷗大学足利高等学校

106 柔 道 鉄 炮 塚 晋 佑 少男 國學院大學栃木高等学校

107 柔 道 鈴 木 月 渚 少女 足利短期大学附属高等学校

108 弓 道 阿 久 津 裕 斗 少男 作新学院高等学校

109 弓 道 大 竹 涼 太 朗 少男 作新学院高等学校

110 弓 道 川 上 聖 斗 少男 作新学院高等学校

111 弓 道 岡 田 凌 明 少男 作新学院高等学校

112 剣 道 大 河 原 靖 太 少男 佐野日本大学高等学校

113 剣 道 大 山 和 寿 少男 佐野日本大学高等学校

114 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 寺 川 陽 少男 さくら清修高等学校

115 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 加 藤 頼 斗 少男 宇都宮北高等学校

116 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 戸 田 稜 大 少男 宇都宮北高等学校

117 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 船 木 陽 少男 矢板東高等学校

118 カ ヌ ー 後 藤 紗 世 少女 黒磯高等学校

119 ゴ ル フ 髙 木 暢 仁 少男 佐野日本大学高等学校

120 ゴ ル フ 佐 藤 ミ ラ ー 少男 佐野日本大学高等学校

№ 指定 競技名 チーム名 種別 監督名

1 ホ ッ ケ ー LIEBE 栃木 成 男 福 田 敏 昭

2 ホ ッ ケ ー ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝOrangeUnited 成 女 佐 藤 智 恵

3 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 白鷗大学女子バスケットボール部 成 女 佐 藤 智 信

4 ソ フ ト ボ ー ル Honda 成 男 浦 本 大 嗣

5 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 白鷗大学男子バスケットボール部 成 男 網 野 友 雄

6 ソ フ ト ボ ー ル Honda Reverta 成 女 岡 野 武 志

7 サ ッ カ ー ヴェルフェ矢板 成 男 上 沢 拓 也

8 サ ッ カ ー 作新学院大学サッカー部 成 男 横 浜 誠

9 ソ フ ト テ ニ ス Lit. 成 男 ･ 女 福 田 栄 太 郎

10 柔 道 北関東綜合警備保障（株） 成 男 ･ 女 森 雄 二

11 剣 道 栃木県警察チーム 成 男 髙 濵 一 夫

12 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 白鷗大学ラグビーフットボール部 成 男 鴫 原 信 之

13 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 宇都宮ヴォルツ 成 男 鈴 木 文 善

【 Ｓ指定：４チーム、Ａ指定：２チーム、指定：７チーム】

令和７(2025)年度有望選手・チーム強化支援事業　有望チーム

Ｓ指定

Ａ指定

指定

【 Ａ指定 成男：42、成女：35 】 【 Ｂ指定 少男：29、少女：14 】
【 ※印の選手はタレント発掘・育成事業（とちぎ未来アスリートプロジェクト）の修了生 】

Ｂ指定

３ オリパラアスリート強化支援事業 実施要項 

 

１ 目 的 

日本代表・代表候補等に選出されるような本県トップアスリートを指定し、強化活動等

を支援することで、オリンピック、パラリンピック、世界選手権等への出場を目標とし、

さらにはメダル獲得を期待する。また、本県スポーツ振興の先導役として、国民スポーツ

大会における天皇杯・皇后杯の上位入賞に貢献し、本県の恒久的なスポーツ振興を目指す。 

 

２ 対 象 

  次に掲げる条件のいずれかを満たす者とする。 

①日本スポーツ協会加盟競技に取り組んでおり、日本代表に選出されオリンピック、世界

選手権等での活躍を期待される選手。 

②日本パラリンピック委員会加盟競技に取り組んでおり、日本代表に選出されパラリンピ

ック、世界選手権等での活躍を期待される選手。 

 

３ 事業内容 

【補助事業】 

（１）指定期間 

指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

（２）指定方法 

各競技団体または県障害者スポーツ協会等の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査し

選手を指定する。推薦される選手は、栃木県出身、在住、在籍等本県にゆかりのある選手

で、本県のスポーツ振興への取組に意欲的な選手であり、以下の基準を満たす選手とする。 

 

・近年の国際大会に出場・日本代表選出の実績があり、今後も選出が見込まれ活躍が期 

待される選手。 

・日本選手権や国民スポーツ(体育)大会等での入賞実績を有し、日本代表・代表候補と 

して選出が期待される選手。 

・対策本部長が別に認める選手。 

 

４ 補助対象経費 

指定された選手には、日本代表選考大会等に向けた強化活動のうち、報償費（コーチ料）、

旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、ス

ポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるものを対象とする。 

 

５ スケジュール 

４月    選手の指定 

通年    強化活動支援  
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№ 競技名 種目、階級等 選手名 所属

1 陸 上 競 技 400m,4×400mリレー 佐 藤 風 雅 ミズノ（株）

2 陸 上 競 技 やり投 小 椋 健 司 （株）エイジェック

3 水 泳 飛込 榎 本 遼 香 栃木トヨタ自動車（株）

4 水 泳 飛込 須 山 晴 貴 (株)日本水泳振興会宇都宮事業所

5 水 泳 200m,400m個人メドレー 松 下 知 之 東洋大学

6 ホ ッ ケ ー - 永 吉 拳 LIEBE栃木

7 ホ ッ ケ ー - 川 村 裕 亮 LIEBE栃木

8 ホ ッ ケ ー - 大 岡 凌 磨 LIEBE栃木

9 ホ ッ ケ ー - 千 葉 友 貴 LIEBE栃木

10 ホ ッ ケ ー - 工 藤 優 グラクソ・スミスクラインOrange United

11 ホ ッ ケ ー - 田 中 彩 樹 グラクソ・スミスクラインOrange United

12 ボ ク シ ン グ 57kg級 吉 澤 颯 希 自衛隊体育学校

13 体 操 - 谷 田 雅 治 順天堂大学

14 柔 道 100kg超級 太 田 彪 雅 旭化成株式会社

15 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 複合 楢 﨑 智 亜 無所属

16 ト ラ イ ア ス ロ ン - ニ ナ ー 賢 治 NTT東日本NTT西日本

17 デ フ バ ド ミ ン ト ン - 藤 本 智 仁 宇都宮市役所

18 知 的 障 が い 者 サ ッ カ ー - 大 久 保 史 弥 宇都宮青葉高等学園

19 ろ う 者 サ ッ カ ー - 増 田 香 音 正田フーズ株式会社

20 脳性まひ者７人制サッカー - 久 保 善 暉 東日本旅客鉄道株式会社

21 パ ラ ア ー チ ェ リ ー - 大 塚 忠 胤 日本アムウェイ合同会社

22 知 的 障 害 者 サ ッ カ ー - 髙 木 翔 （株）栗橋工業

令和７(2025)年度オリパラアスリート強化支援事業　指定選手
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№ 競技名 種目、階級等 選手名 所属

1 陸 上 競 技 400m,4×400mリレー 佐 藤 風 雅 ミズノ（株）

2 陸 上 競 技 やり投 小 椋 健 司 （株）エイジェック

3 水 泳 飛込 榎 本 遼 香 栃木トヨタ自動車（株）

4 水 泳 飛込 須 山 晴 貴 (株)日本水泳振興会宇都宮事業所

5 水 泳 200m,400m個人メドレー 松 下 知 之 東洋大学

6 ホ ッ ケ ー - 永 吉 拳 LIEBE栃木

7 ホ ッ ケ ー - 川 村 裕 亮 LIEBE栃木

8 ホ ッ ケ ー - 大 岡 凌 磨 LIEBE栃木

9 ホ ッ ケ ー - 千 葉 友 貴 LIEBE栃木

10 ホ ッ ケ ー - 工 藤 優 グラクソ・スミスクラインOrange United

11 ホ ッ ケ ー - 田 中 彩 樹 グラクソ・スミスクラインOrange United

12 ボ ク シ ン グ 57kg級 吉 澤 颯 希 自衛隊体育学校

13 体 操 - 谷 田 雅 治 順天堂大学

14 柔 道 100kg超級 太 田 彪 雅 旭化成株式会社

15 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 複合 楢 﨑 智 亜 無所属

16 ト ラ イ ア ス ロ ン - ニ ナ ー 賢 治 NTT東日本NTT西日本

17 デ フ バ ド ミ ン ト ン - 藤 本 智 仁 宇都宮市役所

18 知 的 障 が い 者 サ ッ カ ー - 大 久 保 史 弥 宇都宮青葉高等学園

19 ろ う 者 サ ッ カ ー - 増 田 香 音 正田フーズ株式会社

20 脳性まひ者７人制サッカー - 久 保 善 暉 東日本旅客鉄道株式会社

21 パ ラ ア ー チ ェ リ ー - 大 塚 忠 胤 日本アムウェイ合同会社

22 知 的 障 害 者 サ ッ カ ー - 髙 木 翔 （株）栗橋工業

令和７(2025)年度オリパラアスリート強化支援事業　指定選手
４ アスリート就職支援事業 実施要項 

 

 

１ 目 的 

全国・国際スポーツ大会等で活躍するトップアスリートや指導者（以下「選手等」とい

う）に対し、県内企業等（以下「企業」という）への就職支援を行うことにより、本県の

競技者及び指導者を確保し、安定した競技力を維持することを目的とする。 

 

２ 対 象 

（１）選手等 

国民スポーツ大会の正式競技に取り組んでいる選手等で、次に掲げる条件のいずれか

を満たす者とする。 

① 国民スポーツ(体育)大会や全日本選手権大会若しくはこれに準ずる大会に出場し

たことがある者（団体競技は主力選手として試合に出場していた者）。 

② 本県の成年種別の競技力向上に必要な存在であり、栃木県競技力向上対策本部が特

別に認めた者。 

（２）企業 

県内に本社又は事業所を有し、全国・国際スポーツ大会で活躍する選手等を採用する

意志があり、競技活動への理解と協力ができる企業とする。 

 

３ 事業内容 

 【本部事業】 

職業紹介所「とちぎアスリート・キャリアサポートセンター」において、求人及び求職

の申込みを受け、企業と選手等との間における雇用関係の成立をあっせんする。 

（１）企業への選手等の採用依頼、競技団体による選手等の発掘・勧誘。 

（２）企業に対して求人票、選手等には求職票を競技団体の推薦を得て提出するよう依頼。 

（３）求人・求職に係る情報の公開・管理。 

（４）企業及び選手等にとって有益なマッチングの実施並びに事前面談の日程等を調整。 

（５）採用後、企業及び選手等に対して定期的なアフターフォローの実施。 

 

４ スケジュール 

（１）新卒者 

前年度１月～ エントリー受付、事前面談の日程調整 

前年度３月～ 企業と選手等の事前面談（※広報活動解禁） 

当年度６月～ 採用選考（※選考活動解禁） 

次年度４月～ 採用 

（２）既卒者 

上記スケジュールに関わらず随時エントリー受付、事前面談や採用選考等を実施 
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令和７(2025)年３月31日現在

※50音順

No. 企業名 業種 求人職種

1 （株）足利銀行 金融業 総合職

2 （一社）ASKA 保育・教育の職業 教育職（児童支援員）

3 （株）アール・ティー・シー 電子機器製造業 営業職・総合職

4 （株）アルファ・クリエイト 物流サービス業 総合職

5 医療法人社団一心会 福祉業（老人介護） 介護職

6 （株)エイジェック 人材総合プロデュース業 総合職

7 （株）エコアール 卸売業（自動車部品） 営業職、技術職

8 エステート住宅産業（株） 建設業、不動産業 総合職

9 ABCロジテム（株） 運輸倉庫業 一般事務・固定ルートドライバー

10 （株）大岩建設 建設業 総合職

11 （株）オータニ 販売職、事務職 販売職、事務職

12 環境整備（株） ビルメンテナンス業 総合職

13 関綜エンジニアリング（株） 設備工事業 総合職

14 株式会社カンセキ サービス業 総合職

15 北関東綜合警備保障（株） 警備業 警備職、事務職、技術職

16 グランディハウス（株） 不動産業 総合職、事務職

17 （株）クロサキ 卸売業（理美容器材） 営業職

18 （社福）晃丘会 福祉業（老人介護等） 介護職、事務職

19 （社福）光誠会 福祉業（老人介護） 介護職

20 株式会社神戸製鋼所　真岡製造所 製造業、発電業 技術職

21 （株）古口工業 輸送用機械器具製造業 営業職、技術職

22 （有）佐野機工 製造業 営業事務、営業、技術職

23 （株）サンスポーツ 小売業（スポーツ用品） 営業職

24 ＪＡ共済連栃木 共済事業 事務職

25 （社福）真心会 福祉業（老人介護） 介護職

26 （社福）正恵会 福祉業（老人介護） 介護職

27 大協建設（株） 建設業 総合職

28 （有）滝口スポーツ 小売業（スポーツ用品） 営業職

29 （株）デル・コラソン フィットネスクラブ 総合職

30 東武建設（株） 総合建設業 事務職・営業職・技術職

31 （株）栃木銀行 金融業 事務職・営業職

32 栃木トヨタ自動車（株） 小売業（自動車） 総合職

33 トチギマーケット（株） 小売業 総合職

34 トヨタカローラ栃木（株） 小売業（自動車） 総合職、事務職

35 （株）南大門ホールディングス サービス業（スパ事業ほか） 総合職

36 （株）男体自動車 自動車販売修理業 営業職

37 （株）日本栄養給食協会 サービス業 総合職

38 （株）野澤實業 建設業・飲食業・介護業 総合職

39 社会医療法人博愛会菅間記念病院 病院 事務職・看護補助

40 初谷建設（株） 建設業 総合職

41 藤井産業（株） 卸売業（電設資材等） 営業職、業務職

42 プルデンシャル生命保険（株） 保険業 営業職

43 （株）フレンド 福祉業（老人介護） 介護職

44 ヘンリーシャインジャパンイースト株式会社 卸売業（歯科用医療機材） 営業職

45 ホテルジャパン日光 宿泊業 サービス職

46 三井マネジメント（株） 住宅環境改善事業 営業職・技術職

47 （株）Reve's サービス業 営業職

    とちぎアスリート・キャリアサポートセンター登録求人企業一覧
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５ スポーツ用具整備事業 実施要項 

 

１ 目 的 

  選手育成強化や競技普及などの競技力向上を図るため、必要と認められるスポーツ用具

を整備し、競技団体に貸与する。 

 

２ 対 象 

  国民スポーツ大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

３ 事業内容 

 【本部事業】 

  競技力向上に資するもので、かつ次に掲げる用件のうち、いずれかに合致する用具を対

象団体に貸与する。 

（１）高額等の理由により、競技団体で整備することが困難なもの 

（２）用具が整備されておらず、新たに整備する必要があるもの 

（３）既に整備されている用具があるが、競技規則変更等による規格外、整備数不足及び 

老朽化等により改めて整備する必要があるもの 

（４）競技人口が少なく、競技の普及促進のため整備する必要があるもの 

（５）その他、競技力向上の推進のために必要と認められるもの 

 

 ※次に掲げる用件のうちいずれかに合致するものは、整備対象外とする。 

 （１）税込み単価 100,000 円未満のもの 

 （２）個人に帰属する性格のもの 

 

４ スケジュール 

   事業の流れは別表のとおりとする。 
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別表 

 

年度 県競技力向上対策本部 競技団体

ススポポーーツツ用用具具整整備備事事業業のの流流れれ

前年度

当年度

※次年度

次年度整備希望用具調査

次年度整備希望用具調査

次年度整備用具の審議・決定

照照会会

回回答答

整備用具の内定
通通知知

「整備要望申請書（様式第1号）」
提提出出

整備用具の決定
通通知知

整備用具の発注・購入・納品
納納品品日日時時連連絡絡

「借受申請書（様式第2号）」

「借受申請に係る管理計画書

（様式第2号別紙）」

「納品報告書（別紙1）」

提提出出

「貸付承認書（様式第3号）」
送送付付

整備用具の貸与
貸貸付付

「借受書（様式第4号）」
提提出出

整備用具の適正使用及び管理

借受用具を亡失又はき損した場合

「事故報告書（様式第5号）」

報報告告

整備用具の貸付継続希望調査

※継続して借受を希望する場合

「借受申請書（様式第2号）」

「借受申請に係る管理計画書

（様式第2号別紙）」

「現況報告書（別紙2）」

「貸付承認書（様式第3号）」

整備用具の貸与

「借受書（様式第4号）」

整備用具の適正使用及び管理

借受用具を亡失又はき損した場合

「事故報告書（様式第5号）」

照照会会

提提出出

送送付付

貸貸付付

提提出出

報報告告
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６ タレント発掘・育成事業（とちぎ未来アスリートプロジェクト）実施要項 

 
１ 目 的 

本県の小学生の中から優れた才能を持つ児童を発掘し、各種プログラムの実践による身

体能力や知的能力の育成及びその適性を生かせるスポーツとの出会いを通して、将来は

国民スポーツ大会や国際大会で活躍する選手を輩出することを目指す。 
 

２ 事業内容  

 【本部事業】 

（１）発掘プログラム：運動能力の高い児童を見つけるプログラム 

対象：本県の小学生 

 

（２）育成プログラム：発掘した児童・生徒の能力を開発し育成するプログラム 

対象：令和６(2024)年度までに認定したエクセレントキッズ・ジュニア 

①競技体験：発掘した児童・生徒の適性のある競技を見出すプログラム 

②知的能力開発：発掘した児童・生徒の知的能力を育成するプログラム 

③身体能力開発：発掘した児童・生徒の身体能力を育成するプログラム 

④その他本部長が認めるもの 

 

３ スケジュール 

（１）発掘プログラム 

   ○ステージ１（応募者全員が対象、下記の方法で募集） 

７～９月    新体力テストの結果等を基に募集 

    10 月     結果を本人に通知 

 

   ○ステージ２（ステージ１通過者が対象） 

    11 月８日(土)   運動能力測定：日環アリーナ栃木 

    12 月上旬   結果を本人に通知 

 

   ○認定式（ステージ２通過者が対象） 

    ３月 14 日(土)  認定式：栃木県総合教育センター 

 

（２）育成プログラム 

４月 19 日(土)  開講式：栃木県総合教育センター 

    ６月～     各種プログラム実施 

３月 14 日(土)  第７回修了式：栃木県総合教育センター 
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７ 次世代アスリート育成強化事業 実施要項 

 

１ 目 的 

 今後の国民スポーツ大会及び各種全国大会等において、活躍が期待されるジュニア選手

を対象に強化を図る。また、今後の本県の競技力を担うジュニア選手を対象に普及、育成

を図る。 

 

２ 対 象 

  ・国民スポーツ大会における正式競技県内 40 競技団体 

  ・中学校体育連盟に加入している競技専門部等 

   

３ 事業内容 

 【本部事業】                   

  「チームとちぎジュニア選手」認定証授与式 

    期日：令和７(2025)年９月７日(日) 

    会場：栃木県総合文化センター メインホール 

  

【補助事業】 

  （１）競技団体が実施する以下の事業に対する補助 

    ①ジュニア層を対象にした練習会・合宿等 

    ②ジュニア層を対象にした強化練習会等において講師・専門家の招へい 

    ③ジュニア層の競技人口拡大のための普及イベント等の開催 

    ④その他本部長が認める事業 

（２）中学校体育連盟が実施する以下の事業に対する補助 

①中学生選手の底辺拡大や普及育成を図るための普及啓発活動や強化練習会等 

②中学生の競技力向上に資する指導者の資質向上を図るための指導者派遣 

 

４ 補助対象経費 

  対象団体が実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、

宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、スポーツ用具費、

大会参加料、その他本部長が認めるもの。 

 

５ スケジュール 

 通年  競技団体の事業計画に応じた育成強化活動支援 
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《ジュニアクラブチーム強化指定》 

１ 目 的 

今後の国民スポーツ大会等において、活躍が期待される中学生選手を育成しているジュ

ニアクラブを指定し、その強化活動を支援することで競技力向上を図る。 

 
２ 対 象 

国民スポーツ大会の正式競技のうち、令和７年度の全国大会等において上位入賞するな

どの活躍が期待できるとともに、（１）、（２）のいずれかの条件を満たす県内のジュニアク

ラブとする。 

（１）中体連に専門部のない競技のクラブ。 

（例：フェンシング、レスリング、ボウリングなど） 

（２）中体連に専門部がある競技でも、中体連に所属しない選手のみで構成されるクラ

ブ。 

（例：サッカー、バスケットボールなど） 

 

３ 事業内容 

【補助事業】 

 （１）指定期間 

  指定日から当該年度末まで（単年度指定） 

 

 （２）指定方法 

各競技団体の推薦を受け、競技力向上対策本部が審査しチームを指定する（※指定のみ

のチームもあり）。 

 

４ 補助対象経費（※指定のみのチームを除く） 

強化指定ジュニアクラブが実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、

旅費（交通費、宿泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、

スポーツ用具費、大会参加料、その他本部長が認めるもの。 
 
５ スケジュール 

４月     強化指定クラブの指定 

通年   強化活動支援 
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競技名 性別

1 男子

2 女子

3 男子

4 男子

5 男女

6 女子

7 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 男子

8 レ ス リ ン グ 男女

9 ハ ン ド ボ ー ル 男女

10 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル 男子

11 ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ 男女

12 男女

13 男子

令令和和７７((22002255))年年度度次次世世代代アアススリリーートト育育成成強強化化事事業業　　ジジュュニニアア強強化化指指定定チチーームム

チーム名 監督名

サ ッ カ ー

栃木サッカークラブ U-15 花 輪 浩 之

栃木サッカークラブレディース U-15 久 保 田 圭 一

※　TOCHIGI CITY FC U-15 松 田 正 俊

バ レ ー ボ ー ル

清原GP 手 塚 千 貴

　とちぎビーチバレークラブ 外 松 広 美

Maharoバレーボールクラブ 伊 藤 由 紀 子

宇都宮ブレックスU15 本 谷 篤 司

※　下野サンダーキッズレスリング 藤 田 歩

ＨＣ栃木 田 保 橋 光 樹

　【　指定チーム：８競技13チーム　】　※は指定証のみのチーム

※　栃木県ジュニアラグビーフットボールクラブ 福 田 亮

※ 栃木県スポーツクライミング協会（TSCA） 家 泉 知 幸

空 手 道

※　清原空手道スポーツクラブ 秋 澤 靖 幸

正友会 高 橋 一 正
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８ 高体連普及強化活動支援事業 実施要項 

 

１ 目 的 

  高体連の各競技専門部が実施する普及強化活動を支援することで、競技人口の拡大を図

る。また、中学、高校、大学等が連携して強化活動を実施することで競技力の向上を図る。 

 

２ 対 象 

  高等学校体育連盟に加盟している競技専門部   

 

３ 事業内容 

【補助事業】 

（１）専門部基本普及活動費 

各競技専門部が実施する高等学校運動部活動の底辺拡大や普及育成を図るための活

動を支援する。 

（２）関東・全国大会開催特別強化費 

本県開催で迎える上位大会を契機に、競技専門部が更なる強化を図るための活動を

支援する。 

（３）指導者育成費 

高校生の競技力向上に資する指導者の資質向上を図るため、本県指導者を上位大会

や先進校へ派遣することを支援する。 

（４）中・高・大連携事業費 

競技人口拡大や競技力の更なる向上を図るため、中高連携活動、高大連携活動を実

施することを支援する。 

 

４ 補助対象経費 

対象団体が実施する上記の事業に係る報償費（講師謝金、指導手当）、旅費（交通費、宿

泊費）、使用料賃借料、消耗品費、通信運搬費、印刷製本費、保険料、スポーツ用具費、大

会参加料、その他本部長が認めるもの。 
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９９  ススポポーーツツ指指導導員員配配置置事事業業  実実施施要要項項  

 

１１  目目  的的  

とちぎ国体後の競技力の維持を目指し、優れた競技技術・経験を有するとともに、本県

選手への指導が可能である者を「スポーツ指導員」として雇用する。 

 

２２  事事業業内内容容  

【【補補助助事事業業】】  

（１）対象者 

国民スポーツ大会の正式競技に取り組んでいる選手で、次に掲げる条件のいずれか

を満たし、国民スポーツ大会や各種大会において上位入賞が期待できる者とする。 

①採用予定日を基準とする過去３年間に、国際競技大会に日本代表選手やコーチとし

て選ばれた者。 

②採用予定日を基準とする過去３年間に、国民スポーツ(体育)大会や全日本選手権大

会若しくはこれに準ずる大会で、個人又は団体で優勝若しくはそれに準ずる成績を

収めた選手やコーチ。なお、高校生までの大会成績は、上記の成績に含めないもの

とする。 

③本県選手に対して、今まで培ってきた経験を還元することができる者（団体競技は 

主力選手として出場していた者）。 

 （２）雇用者 

公益財団法人栃木県スポーツ協会 

（３）業務内容 

    本県競技力向上を図るための業務 

①競技団体の強化練習会等での本県選手への指導・助言 

②重点的に強化を進めている学校やクラブチーム等での指導・助言 

③選手としての競技力向上 

（４）雇用期間 

    令和７(2025)年４月１日から令和８(2026)年３月 31 日までの１年間 

（５）勤務時間 

週 29 時間以内（原則として週５日） 

（６）報酬 

月額 25 万円（年間 300 万円） 

（７）社会保険、災害補償 

健康保険、厚生年金保険、雇用保険へ加入。労働者災害保険法の定めるところ。 

（８）休 暇 

年次有給休暇：10 日（※更新する者は労働基準法第 39 条の定めるところによる） 
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№ 氏名 競技 種別 出身地

1 小川
おがわ

　拓朗
たくろう

スケート(ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ) 成男 北海道

2 上鹿渡
か み か ど

　双葉
ふ た ば

スケート(ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ) 成女 北海道

3 今西
いまにし

　美晴
み は る

テニス 成女 京都府

4 森崎
もりさき

　可南子
か な こ

テニス 成女 茨城県

5 山田
や ま だ

　大翔
ひ ろ と

体操(トランポリン) 男子 埼玉県

6 矢部
や べ

　和希
か ず き

 レスリング(ｸﾞﾚｺﾛｰﾏﾝ) 成男 神奈川県

7 小嶺
こ み ね

　恵美
め ぐ み

 セーリング（ウィンドサーフィン） 成女 千葉県

8 富沢
とみさわ

　くるみ カヌー(ｽﾗﾛｰﾑ) 成女 北海道

令令和和７７((22002255))年年度度ススポポーーツツ指指導導員員認認定定者者
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10 チームとちぎ指導者養成事業 実施要項 

 

《チームとちぎ指導者資質向上事業》 

１ 目 的 

県内の競技団体における中核的指導者を対象とし、最新の指導技術等を学ぶための各種

研修会や競技の垣根を超えた交流の場を設けることで、県内指導者のスキルアップを図り

指導体制の充実に努める。また、各競技団体の推薦を受けた指導者を、チームとちぎ強化

指定コーチに指定することにより強化指導体制の推進を図る。 

 

２ 対 象 

  国民スポーツ大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

３ 事業内容 

【本部事業】 

（１）チームとちぎ指導者資質向上研修会の開催 

   ①第１回チームとちぎ指導者資質向上研修会 

期 日：令和７(2025)年４月 15 日(火) ※競技団体代表者会議後に実施   

会 場：栃木県総合教育センター 大講義室 

対象者：競技団体における国スポの監督・コーチ等 

   ②第２回チームとちぎ指導者資質向上研修会 未定 

③第３回チームとちぎ指導者資質向上研修会 未定 

 

（２）チームとちぎ強化指定コーチの指定 

スケジュール 

４月 各競技団体は対策本部に強化指定コーチを推薦 

６月 対策本部において強化指定コーチを承認、内定 

強化指定コーチ指定 
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11 トップレベルコーチ招へい事業 実施要項 

 

１ 目 的 

本県各競技団体の指導者を対象に、国内トップレベルの実績と指導力を持つ指導者や、ス

ポーツに関する専門家等を本県に招へいし、最先端の指導を受けることで、本県指導者の指

導力向上を図り、競技力の維持・向上を図る。 

 

２ 対 象 

  国民スポーツ大会における正式競技県内 41 競技団体 

 

３ 事業内容 

【本部事業】 

（１）各競技団体が行う以下の講習会等に講師を派遣する。指定は単年度、各競技団体、６

回(人)以内とし、講師謝金は１回 50,000 円とする。 

なお、複数の種目がある競技においては、９回(人)以内とする。 

（例）・選手の資質向上を図る指導法 

コーチング、技術・戦略、メンタル、フィジカル等 

・医科学的分野の活用に関すること 

      ICT 活用（動作分析等）、メンタル、栄養（食事）等 

 

 （複数の種目がある競技 例） 

      ・スケート：スピードスケート・フィギュアスケート・ショートトラック 

水  泳：競泳・飛込水球・アーティスティックスイミング・オープンウォータースイミング   

  体  操：体操競技・トランポリン・新体操           等 

 ・各種目の上限回数は６回とする。 

  (例) スピードスケート４回、フィギュアスケート３回、ショートトラック２回は可 

     スピードスケート７回、フィギュアスケート１回、ショートトラック１回は不可 

 

（２）講師の選定 

講師は、各競技団体の推薦を受け、対策本部において審査し決定する。 

 

（３）スポーツ傷害保険への加入 

指定された講師の傷害等への補償のため、スポーツ安全保険に加入する。 

 

（４）講師謝金 

    事業実施後報告書を対策本部へ提出。対策本部が審査、指定の口座へ振込 

（謝金及び保険料以外の経費については対象外）。 

 

４ スケジュール 

    ４月    講師決定、委嘱 

    通年    事業実施 

28



時 期

　

・調査の回答（講師の推薦） ・講師依頼の内諾

○講師選考

○対象競技団体へ講師決定通知 ・講師決定正式依頼

・計画書（様式１）の作成依頼 　 ＜事業計画の立案＞

・計画書（様式１）の作成

・会場確保と対象者計画 ・事業計画の提示

○年間計画の把握 ①①計計画画書書((様様式式１１))提提出出

○講師委嘱状の送付

・講師調書等提出依頼

○スポーツ安全保険加入手続き

＜事業実施日程の連絡＞

・参加者等へ通知（指導者・選手）

・事業決定

○事業の事前把握 ②②連連絡絡票票((様様式式２２))作作成成・・提提出出

○事業の実施確認 ③③実実施施報報告告書書((様様式式３３))作作成成・・提提出出

＜招へい状況確認＞

・調査票を作成して提出

※実施時期は目安になります。 ・未提出の実施報告書があれば提出

○「支払調書」の送付

○経費の支出について

講師謝金・保険料 →→
旅費等その他費用 →→

令令和和７７((22002255))年年度度チチーームムととちちぎぎ指指導導者者養養成成事事業業
「「トトッッププレレベベルルココーーチチ招招へへいい事事業業」」　　事事務務手手続続フフロローー

令和７(2025)年
1月～2月

○次年度講師推薦調査

令和７(2025)年
3月

競技力向上事業費補助金又は競技団体負担等により支出

競技力向上対策本部より支出

備　考

報報告告書書
確確認認後後

令和７(2025)年
10月～12月

対策本部

指指導導、、講講習習会会等等事事業業運運営営
※記録写真の撮影

事業実施当日

事事業業実実施施のの
22週週間間後後ままでで

※※実実施施報報告告書書提提出出がが提提出出さされれなないいとと
　　講講師師謝謝金金がが振振込込ででききまませせんん。。
※※事事業業実実施施後後、、速速ややかかなな報報告告書書作作成成
　　・・提提出出をを心心ががけけててくくだだささいい。。

令和７(2025)年
4月

講 師競 技 団 体

講
師
推
薦
か
ら
委
嘱

事
業
実
施
か
ら
謝
金
振
込

そ
の
他

・実施日程・内容の最終調整

※２回目以降の事業は、１事業ごとに
　②連絡票提出、③実施報告書提出を
　繰り返す。

※随時、競技団体担
当者と連絡調整

・講師調書及び
　口座振替依頼書
　の提出

・事業の説明
・招へい講師への打診

・事業概要の把握

・講師への依頼、事業計画の調整

○「事業状況調査」の実施

令和８(2026)年
1月 令和７(2025)年1月～12月までの

支払に係る支払調書を送付。

④④「「講講師師謝謝金金」」のの振振込込

事事業業実実施施のの
11週週間間前前ままでで

※急遽、事業が決まっ
た場合でも、実施前日
までに連絡票の提出を
お願いします。

・講師依頼の受諾

提提出出期期限限：：令令和和７７((22002255))年年４４月月1188日日（（金金））

※※必必ずず記記録録写写真真（（11日日ににつつきき２２枚枚以以上上））
　　をを貼貼付付すするるこことと。。
記記録録写写真真はは①①事事業業参参加加者者全全員員がが写写っってていいるるもものの②②講講
師師がが指指導導ししてていいるるととこころろががわわかかりり、、且且つつ講講師師のの顔顔がが
確確認認ででききるるももののををごご準準備備くくだだささいい。。
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№ 競技名 氏名 所属 指導内容

1 陸 上 競 技 與 名 本 稔 東海大学 専門知識・技術指導

2 テ ニ ス 宮 地 一 道 MIYACHI-TENNIS.COM 専門知識・技術指導

3 ボ ク シ ン グ 村 橋 薫 自衛隊 技術指導・戦術指導

4 バ レ ー ボ ー ル 三 枝 大 地 吉本・オガール地方創生アカデミー 専門知識・技術指導

5 バ レ ー ボ ー ル 日 笠 智 之 足立区立渕江中学校 専門知識・技術指導

6 バ レ ー ボ ー ル 石 島 雄 介 フリーランス 専門知識・技術指導

7 バ レ ー ボ ー ル 村 上 め ぐ み 株式会社立飛ホールディングス 専門知識・技術指導

8 体 操 小 畑 秀 之 国士舘大学 専門知識・技術指導

9 体 操 堺 亮 介 株式会社バンダイナムコアミューズメント 専門知識・技術指導

10 レ ス リ ン グ 前 田 翔 吾 東洋大学 技術指導・戦術指導

11 セ ー リ ン グ 萩 原 正 大 日本スポーツ振興センター 専門知識・技術指導

12 セ ー リ ン グ 坂 口 英 章 日本経済大学 コーチング・技術戦略指導

13 セ ー リ ン グ 榮 樂 洋 光 国立大学法人鹿屋体育大学 コーチング・技術戦略指導

14 ウエイトリフティング 野 澤 雄 一 平成国際大学 専門知識・技術指導

15 ウエイトリフティング 鈴 木 宗 徹 福島県立福島明成高等学校 専門知識・技術指導

16 ソ フ ト テ ニ ス 柴 田 章 平 ヨネックス(株)ヨネックスジャパン 専門知識・技術指導

17 ソ フ ト テ ニ ス 大 槻 三 喜 ダンロップ・ソフトテニス部 専門知識・技術指導

18 相 撲 奥 谷 英 宗 愛知県立一宮特別支援学校 専門知識・技術指導

19 相 撲 松 園 大 成 長崎県立長崎鶴洋高等学校 専門知識・技術指導

20 相 撲 花 田 秀 虎 コロラド州立大学 専門知識・技術指導

21 馬 術 佃 日 出 彦 乗馬クラブリバーサイドステーブル浜北 技術指導・戦術指導

22 馬 術 岡 田 一 将 乗馬クラブＲＯＳＳ　ＨＯＦ メンタル・技術全般

23 フ ェ ン シ ン グ 伊 勢 幹 彦 山形県フェンシング協会 専門知識・技術指導

24 柔 道 熊 代 佑 輔 国際武道大学 技術指導・戦術指導

25 柔 道 朝 飛 大 朝飛道場 技術指導・戦術指導

26 バ ド ミ ン ト ン 神 谷 ジ ャ ー ミ ン レゾナック 技術指導・戦術指導

27 ラ イ フ ル 射 撃 小 山 将 太 郎 東京都ライフル射撃協会 専門知識・技術指導

28 剣 道 香 田 郡 秀 全日本剣道連盟 技術指導・戦術指導

29 剣 道 神 﨑 浩 大阪体育大学 技術指導・戦術指導

30 スポーツクライミング 伊 東 秀 和 伊東秀和クライミングスクール 専門知識・技術指導

31 ア ー チ ェ リ ー 尹 惠 善 クラウンアーチェリー 専門知識・技術指導

32 空 手 道 渡 辺 大 輔 日本松涛連盟 技術指導・戦術指導

33 銃 剣 道 小 川 功 千葉県銃剣道連盟 技術指導・戦術指導

34 な ぎ な た 吉 井 美 惠 子 東京都なぎなた連盟 技術指導・戦術指導

35 ボ ウ リ ン グ 山 谷 新 也 足利スターレーン(プロボウラー) 技術指導・戦術指導・分析法

36 ボ ウ リ ン グ 詫 摩 浩 一 日本スポーツコーチング協会
スポーツコーチング
（コミュニケーション）

37 ボ ウ リ ン グ 下 地 賀 寿 守 株式会社エナジックボウル 技術指導・戦術指導・分析法

38 ゴ ル フ 加 茂 靖 倫 （公社）日本プロゴルフ協会 技術指導・戦術指導

39 ゴ ル フ 横 山 健 士 VIP　GOLF PLAZA 技術指導・戦術指導

40 ゴ ル フ 大 野 良 徳 大野ジュニアゴルフアカデミー 技術指導・戦術指導

41 ゴ ル フ 大 木 美 幸 （一社）日本女子プロゴルフ協会 技術指導・戦術指導

令和７(2025)年度トップレベルコーチ招へい事業　講師

30



№ 競技名 氏名 所属 指導内容

1 陸 上 競 技 與 名 本 稔 東海大学 専門知識・技術指導

2 テ ニ ス 宮 地 一 道 MIYACHI-TENNIS.COM 専門知識・技術指導

3 ボ ク シ ン グ 村 橋 薫 自衛隊 技術指導・戦術指導

4 バ レ ー ボ ー ル 三 枝 大 地 吉本・オガール地方創生アカデミー 専門知識・技術指導

5 バ レ ー ボ ー ル 日 笠 智 之 足立区立渕江中学校 専門知識・技術指導

6 バ レ ー ボ ー ル 石 島 雄 介 フリーランス 専門知識・技術指導

7 バ レ ー ボ ー ル 村 上 め ぐ み 株式会社立飛ホールディングス 専門知識・技術指導

8 体 操 小 畑 秀 之 国士舘大学 専門知識・技術指導

9 体 操 堺 亮 介 株式会社バンダイナムコアミューズメント 専門知識・技術指導

10 レ ス リ ン グ 前 田 翔 吾 東洋大学 技術指導・戦術指導

11 セ ー リ ン グ 萩 原 正 大 日本スポーツ振興センター 専門知識・技術指導

12 セ ー リ ン グ 坂 口 英 章 日本経済大学 コーチング・技術戦略指導

13 セ ー リ ン グ 榮 樂 洋 光 国立大学法人鹿屋体育大学 コーチング・技術戦略指導

14 ウエイトリフティング 野 澤 雄 一 平成国際大学 専門知識・技術指導

15 ウエイトリフティング 鈴 木 宗 徹 福島県立福島明成高等学校 専門知識・技術指導

16 ソ フ ト テ ニ ス 柴 田 章 平 ヨネックス(株)ヨネックスジャパン 専門知識・技術指導

17 ソ フ ト テ ニ ス 大 槻 三 喜 ダンロップ・ソフトテニス部 専門知識・技術指導

18 相 撲 奥 谷 英 宗 愛知県立一宮特別支援学校 専門知識・技術指導

19 相 撲 松 園 大 成 長崎県立長崎鶴洋高等学校 専門知識・技術指導

20 相 撲 花 田 秀 虎 コロラド州立大学 専門知識・技術指導

21 馬 術 佃 日 出 彦 乗馬クラブリバーサイドステーブル浜北 技術指導・戦術指導

22 馬 術 岡 田 一 将 乗馬クラブＲＯＳＳ　ＨＯＦ メンタル・技術全般

23 フ ェ ン シ ン グ 伊 勢 幹 彦 山形県フェンシング協会 専門知識・技術指導

24 柔 道 熊 代 佑 輔 国際武道大学 技術指導・戦術指導

25 柔 道 朝 飛 大 朝飛道場 技術指導・戦術指導

26 バ ド ミ ン ト ン 神 谷 ジ ャ ー ミ ン レゾナック 技術指導・戦術指導

27 ラ イ フ ル 射 撃 小 山 将 太 郎 東京都ライフル射撃協会 専門知識・技術指導

28 剣 道 香 田 郡 秀 全日本剣道連盟 技術指導・戦術指導

29 剣 道 神 﨑 浩 大阪体育大学 技術指導・戦術指導

30 スポーツクライミング 伊 東 秀 和 伊東秀和クライミングスクール 専門知識・技術指導

31 ア ー チ ェ リ ー 尹 惠 善 クラウンアーチェリー 専門知識・技術指導

32 空 手 道 渡 辺 大 輔 日本松涛連盟 技術指導・戦術指導

33 銃 剣 道 小 川 功 千葉県銃剣道連盟 技術指導・戦術指導

34 な ぎ な た 吉 井 美 惠 子 東京都なぎなた連盟 技術指導・戦術指導

35 ボ ウ リ ン グ 山 谷 新 也 足利スターレーン(プロボウラー) 技術指導・戦術指導・分析法

36 ボ ウ リ ン グ 詫 摩 浩 一 日本スポーツコーチング協会
スポーツコーチング
（コミュニケーション）

37 ボ ウ リ ン グ 下 地 賀 寿 守 株式会社エナジックボウル 技術指導・戦術指導・分析法

38 ゴ ル フ 加 茂 靖 倫 （公社）日本プロゴルフ協会 技術指導・戦術指導

39 ゴ ル フ 横 山 健 士 VIP　GOLF PLAZA 技術指導・戦術指導

40 ゴ ル フ 大 野 良 徳 大野ジュニアゴルフアカデミー 技術指導・戦術指導

41 ゴ ル フ 大 木 美 幸 （一社）日本女子プロゴルフ協会 技術指導・戦術指導

令和７(2025)年度トップレベルコーチ招へい事業　講師 12 スポーツ医・科学サポート事業 実施要項 

 

１ 目 的 

  本県のトップチームやトップアスリート、Ｕ18 選手がオリンピック・パラリンピックや、

世界大会、国民スポーツ大会、全国大会等で活躍できるよう、帯同トレーナーの派遣やと

ちぎスポーツ医科学センター(以下、ＴＩＳという) の利用を支援し、スポーツ医・科学を

活用した競技力向上を図る。 

 

２ 対 象 

  国民スポーツ大会における正式競技県内 41 競技団体等 

 

３ 事業内容 

 【委託事業】 

(１)チーム帯同トレーナー派遣事業 

競技力向上事業や大会等にトレーナー等を派遣することで、選手に対する医・科学面か

らのコンディショニングサポートの充実を図る。 

① チーム帯同トレーナー派遣 

② トレーナー資質向上研修会の開催 

 

(２)トップアスリートサポート事業 

本県のトップチーム、トップアスリート及びＵ18 選手に対し、オリンピック・パラリン

ピック競技大会や世界大会、全国大会等で活躍できるよう、ＴＩＳの各種サポートの利用

を支援する。 

① チームサポート：対象は国スポや全国大会等において活躍が期待できるチーム 

② アスリートサポート：対象はオリンピック・パラリンピック競技大会や世界大会、全

国大会等において活躍が期待できる選手 

③ Ｕ18 サポート：対象は国スポや全国大会等において活躍が期待できるＵ18 チーム・

選手（高等学校運動部活動拠点校を含む） 

 

４ スケジュール 

 ４月 支援競技団体決定 

随時 事業実施 

３月 実績報告 
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028-645-2080 

TIS では、競技に必要な各体力要素を測定し、数値化しま

す。数値化することで自分の現状の体力を把握することが

でき、トレーニング効果の確認や今後のトレーニングで強

化していくポイントを見つけることができます。 

自分の体力の現状を把握したい！という方は、基本測定

がおすすめです。ぜひ、お気軽にお申し込みください。 

〜〜アアススリリーートトチチェェッックク〜〜  

〜〜トトレレーーニニンンググ・・リリハハビビリリテテーーシショョンン指指導導〜〜  

栄養指導 

〜〜そそのの他他ササポポーートト〜〜  

TIS ホームページ TIS Instagram TIS YouTube お 問 い 合 わ せ 先 

アスリートチェックで明らかとなった課題に対して、個々人

に適したトレーニング・リハビリテーション指導を実施して

いきます。 

自身の体力レベルや競技種目特性を考慮した上でそれ

ぞれの目的に応じたトレーニング指導を行います。 

チームでのお申し込みも大歓迎です。ただし、アスリート

チェックを受けた方のみお申し込み可能です。 

心理指導 医事相談 パフォーマンス分析 

【【  ととちちぎぎススポポーーツツ医医科科学学セセンンタターー  】】  



ⅡⅡ

競技力向上事業の事務手続き



○○栃栃木木県県競競技技力力向向上上事事業業費費補補助助金金一一覧覧

○○フフロローーチチャャーートト

前年度10月頃 ○提出書類の確認 ○次年度補助金の計画書及び予算書(案)の作成・提出

※次年度予算要求に反映 （強化指定選手・チーム人を除く）

【提出書類】

　計画書(別記様式第２)､予算書(別記様式第３)､予算内訳書

※本大会に向けた強化事業や次回国スポに向けた年間計画の作成

前年度12月～１月中

競技団体ヒアリング

○次年度補助金の計画書及び予算書の再作成・提出

※内示額と一致するよう前回提出時からの追加・修正

内示後～４月中旬 ○提出書類の確認、審査 ①交付申請

【提出書類】

　申請書(別記様式第１)､計画書(別記様式第２)､

　予算書(別記様式第３)､予算内訳書(データ)､選手強化計画

４月中～下旬 ○交付決定 ○請求書の提出

（申請書提出後） 【提出書類】

　第１四半期請求書(別記様式第７)

４月下旬～５月上旬

（請求書提出後）

○内示 ②変更交付申請

【提出書類】

　請求書(別記様式第７)

○変更交付決定 ○請求書の提出

【提出書類】

　請求書(別記様式第７)

○補助金支払

○執行見込額調整票の回答

※10月末時点の執行済額と年度末までの執行計画を確認して作成

12月～１月中 ※12月末時点の執行済額と年度末までの執行計画を確認して回答

競技団体ヒアリング ※事業実績報告に向け、会計書類等の整理(随時)

事業終了後30日以内 ○提出書類の確認､実績報告書の検査 ○事業実績報告の提出

～次年度４月10〆切 【提出書類】

　報告書添書(別記様式第４)､実績報告書(別記様式第５)､

　収支決算書(別記様式第６)､決算内訳書(データ)、

　選手強化成果票､記録写真､関係書類及び領収書(写)

次年度４月中旬～５月上旬

（実績報告書提出後）

令和７(2025)年度栃木県競技力向上事業費補助金事務手続き

対策本部が指定する
選手・チーム

競技団体強化費

強化指定
選手・チーム

 ○有望選手・チーム強化支援事業
 ○オリパラアスリート強化支援事業(選手)
 ○次世代アスリート育成強化事業

 ○チームとちぎ育成強化事業
　・競技団体強化支援費
 ○次世代アスリート育成強化事業

競技団体

競技団体

支払方法

概算払

概算払

区分 事　業 交付先 再交付先

※必要に応じて

○補助金の額の確定

○執行状況の確認

○執行見込額調査11月上旬

競技団体時期 栃木県競技力向上対策本部

○第１四半期補助金支払

前年度３月頃 ○内示

○次年度補助金の計画及び予算書(案)の確認 ※次年度の強化計画のポイントや予算配分への要望等

※同様の手続き(第2四半期:7月､第3四半期:10月､第4四半期:1月)
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栃木県競技力向上対策本部補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 栃木県競技力向上対策本部長（以下「本部長」という。）は、国民体育（スポー

ツ）大会等（以下「国体等」という。）に向けた本県の競技力向上を図るため、競技団体

等が行う選手及び指導者の育成・強化に要する経費に対し、この要綱に定めるところに

より、予算の範囲内で補助金を交付する。 

 

（交付の対象） 

第２条 この補助金は、競技団体、学校等において、国体等に向けた選手及び指導者の育

成・強化のために実施する事業を交付の対象とする。 

２ 補助金の名称、目的、交付の対象である事務又は事業の内容、その交付額及び交付の

相手方は別に定める。 

 

（交付の申請） 

第３条 補助金の交付の申請をしようとする者は、補助金交付申請書（様式第１号）に次

に掲げる書類を添えて、別に定める期日までに本部長に提出しなければならない。 

(1) 事業計画書 

(2) 収支予算書 

(3) その他本部長が必要と認める書類 

 

（補助金の対象期間） 

第４条 補助金の対象期間は、交付決定のあった日から翌年３月31日までとする。 

 

（交付の決定） 

第５条 本部長は、補助金の交付の申請があったときは、当該申請に係る書類の審査及び

必要に応じて行う現地調査等により、当該申請に係る補助金を交付すべきものと認めた

ときは、速やかに補助金の交付の決定をするものとする。 

２ 本部長は、第１項の場合において、適正な交付を行うため必要があるときは、補助金

の交付の申請に係る事項につき修正を加えて補助金の交付の決定をすることがある。 

３ 本部長は、補助金の交付の決定をしたときは、速やかにその決定の内容及びこれに条

件を附した場合にはその条件を補助金の交付の申請をした者に通知するものとする。 

 

（交付の条件） 

第６条 本部長は、補助金の交付の決定をする場合において、予算で定める補助金の交付

の目的を達成するために必要があるときは、次に掲げる事項につき条件を附するものと

する。 

(1) 補助事業に要する経費の配分の変更又は補助事業の内容の変更（第８条で定める軽
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微な変更を除く。）をする場合においては、本部長の承認を受けること。 

(2) 補助事業を中止し、又は廃止する場合においては、本部長の承認を受けること。 

(3) 補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は当該事業の遂行が困難となった場合

においては、速やかに本部長に報告し、その指示を受けること。 

(4) 補助事業の完了により当該事業者に相当の収益が生ずると認められる場合において

は、当該補助金の交付の目的に反しない場合に限り、その交付した補助金の全部又は

一部に相当する金額を本部長に納付すること。 

２ 本部長は、前項に定めるもののほか、補助金の交付の目的を達成するため必要な条件

を附することがある。 

 

（申請の取下げ） 

第７条 補助金の交付の申請をした者は、第５条第３項による通知を受領した場合におい

て、当該通知に係る補助金の交付の決定の内容又はこれに附された条件に不服があると

きは、当該受領の日から10日を経過する日までに申請の取り下げをすることができる。た

だし、本部長が特に必要と認める場合は、この期間を短縮し、又は延長することがある。 

２ 前項の規定による申請の取り下げがあつたときは、当該申請に係る補助金の交付の決

定は、なかったものとみなす。 

 

（軽微な変更） 

第８条 第６条第２項第１号における軽微な変更とは、次に掲げる変更以外の変更とする。 

(1) 事業種目を変更し、又は廃止すること。 

(2) 事業主体を変更すること。 

(3) 総事業費の20パーセント以上の変更をすること。 

 

（変更の承認） 

第９条 第６条第２項第１号の規定に基づく補助事業の内容の変更について承認を受けよ

うとする場合には、変更承認申請書（様式第２号）に変更の内容及び理由を記載して本部

長に提出しなければならない。 

 

（決定の取消し） 

第10条 本部長は、補助事業者が補助金の他の用途への使用をし、その他補助事業に関し、

補助金の交付の決定の内容又はこれに附した条件その他法令等又はこれに基づく本部長

の処分に違反したときは、補助金の交付の決定の全部又は一部を取り消すことがある。 

２ 本部長は、補助金の交付の決定をした場合において、その後の事情の変更により特別の

必要が生じたときは、補助金の交付の決定の全部若しくは一部を取り消し、又はその決定

の内容若しくはこれに附した条件を変更することがある。ただし、補助事業のうちですで

に経過した期間に係る部分については、この限りでない。 

３ 第２項の規定により補助金の交付の決定を取り消すことができる場合は、次の各号に

該当する場合とする。 
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(1) 天災地変その他補助金の交付の決定後生じた事情の変更により、補助事業の全部若

しくは一部を継続する必要がなくなった場合 

 (2) 前号に規定する場合のほか、補助事業を遂行することができない場合（補助事業者の

責に帰すべき事由による場合を除く。） 

 

（補助事業の遂行） 

第11条 補助事業者は、法令等の定め並びに補助金の交付の決定の内容及びこれに附した

条件その他法令等に基づく本部長の処分に従い、善良な管理者の注意をもって補助事業

を行わなければならず、いやしくも補助金の他の用途への使用をしてはならない。 

２ 補助事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後においても善

良な管理者の注意を持って管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならな

い。 

 

（状況報告） 

第12条 補助事業者は、補助事業の遂行の状況に関し、別に通知する書類をもって、本部長

に報告しなければならない。 

 

（実績報告） 

第 13 条 補助事業者は、補助事業が完了したときは、事業の完了した日から起算して30日

以内又は４月10日のいずれか早い日までに、補助事業実績報告書（様式第３号）に次に掲

げる書類を添えて、本部長に報告しなければならない。 

(1) 実績報告書 

(2) 収支決算書 

(3) その他本部長が必要と認める書類 

 

（検査） 

第 14 条 本部長は、前条の規定により補助事業の完了の届出があったときは、補助事業者

に対し、本部長の命じた職員（以下「検査員」という。）をして、当該補助事業に係る書

類、帳簿その他必要な物件の検査を行わせることがある。 

２ 本部長は、補助金に係る予算の執行の適正を期するため必要があると認めたときは、い

つでも検査員をして補助事業者に対し、当該事業に係る帳簿、書類その他の物件の検査を

行わせることがある。 

 

（補助金の額の確定） 

第 15 条 本部長は、第 13 条の規定による実績報告書の提出を受けた場合は、前条の規定

により行う検査により、その報告に係る補助事業の成果が補助金の交付の決定の内容及

びこれに付した条件に適合するものであるかどうかを調査し、適合すると認めたときは、

交付すべき補助金の額を確定し、当該補助事業者に通知する。 
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（交付の請求） 

第 16 条 補助事業者は、補助金の交付を受けようとするときは、補助金交付請求書（様式

第４号）に次に掲げる書類を添えて、本部長に提出しなければならない。 

(1) 交付決定通知書の写 

(2) その他本部長が必要と認める書類 

２ 本部長は、特に必要があると認めるときは、補助金を概算払により交付することができ

る。 

 

（補助金の返還） 

第 17 条 本部長は、補助金の交付の決定を取り消した場合において、補助事業の当該取消

しに係る部分に関し、すでに補助金が交付されているときは、期限を定めて、その返還を

命ずるものとする。 

 

（帳簿の備付等） 

第 18 条 補助事業者は、補助事業に係る収入及び支出を証らかにした帳簿を備え、かつ、

当該収入及び支出についての証拠書類を整理し、これらの書類を事業の完了の日の属する

年度の終了後５年間保管しておかなければならない。 

 

（財産処分の制限） 

第 19 条 補助事業者等は、補助事業等により取得し、又は効用の増加した財産を本部長の

承認を受けないで、補助金等の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け又

は担保に供してはならない。 

 

（その他） 

第 20 条 この要綱に定めるもののほか、補助金に関し必要な事項は、本部長が別に定める

ものとする。 

 

附 則 

この要綱は、平成 28 年４月１日から適用する 

   附 則 

 この要綱は、平成 29 年４月１日から適用する 

   附 則 

 この要綱は、令和３年４月１日から適用する 

   附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から適用する 
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栃木県競技力向上事業費補助金交付要領 

 

  （趣  旨）                                                                            

第１条  栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）の交付する栃木県競技力向上事

業費補助金（以下「補助金」という。）の交付については、栃木県競技力向上対策本部補助金交

付要綱（以下「要綱」という。）に規定するもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

  （補助対象）                                                                       

第２条  要綱第２条の規定による補助金の名称、目的、交付の対象である事務又は事業の内容、対

象経費及び交付の相手方は別表に定めるもののほか本部長が必要と認めるものとし、予算の範囲

内で交付する。 

 

（交付の申請）                                                                         

第３条  補助金の交付を受けようとする者が、要綱第３条の規定により提出する書類は、次の表に

定めるところによる。 

提 出 す べ き 

申 請 書 の 名 称 
様  式 

部

数 
申 請 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

栃木県競技力向上事業

費補助金交付申請書 
別記様式第１ １ 

１ 事業計画書 

２ 収支予算書 

別記様式第２ 

別記様式第３ 

１ 

１ 

本部長が別に定

める日 

 

（変更の承認又は追加交付申請）         

第４条 要綱第６条第１号に基づく本部長の承認を受けようとする場合には、変更承認申請書（別

記様式第８）に変更の内容及び理由を記載した書類を添付して１部を本部長に提出しなければな

らない。 

２ この補助金の交付決定後の事業の変更により申請の内容を変更して追加交付申請を行う場合に

は、変更承認申請書に変更内容及び理由を記載した書類を添付して、１部を交付申請の手続きに

従い本部長に提出しなければならない。 

 

（実績報告）                                                                           

第５条  要綱第 13 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。                     

提 出 す べ き 

報 告 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

報 告 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

栃木県競技力向上事業

費補助金実績報告書 
別記様式第４ １ 

１ 実績報告書 

２ 収支決算書 

別記様式第５ 

別記様式第６ 

１ 

１ 

事業完了後の30

日以内または４

月10日のいずれ

か早い日 

  

 （補助金等の請求）  

第６条  要綱第 16 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。  
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提 出 す べ き 

請 求 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

請 求 書 に 添 付 

すべき書類の名称 

部

数 

提出期限 

栃木県競技力向上事業費

補助金交付請求書 
別記様式第７ １ 交付決定通知書の写 １ 

交付を受けようとする日

の10日前 

 

      附  則 

  この要領は、平成２７年度分の補助金から適用する。  

附  則  

  この要領は、平成２８年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、平成２９年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、令和２年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、令和３年度分の補助金から適用する。 

附 則 

この要領は、令和５年度分の補助金から適用する。 

 

【別表】 

補 助 金 の 名 称 交 付 の 目 的 
交付の対象である事務又は事業

の 内 容 及 び 対 象 経 費 
交 付 の 相 手 方 

チームとちぎ 

育成強化事業 

本県選手の国体等に

おける、優勝数・入

賞数の増加 

県内競技団体が行う強化練習会

及び強化合宿等に要する報償費、

旅費及び使用賃借料等の経費 

国体正式競技である県

内 41 競技団体 

有望選手・チーム 

強化支援事業 

国体等での活躍が期

待される選手及びチ

ームの競技力向上 

対策本部が指定した選手又はチ

ームが行う強化練習会や強化合

宿等に要する報償費、旅費及び使

用賃借料等の経費 

対策本部が指定した県

内競技団体 

オリパラアスリート 

強化支援事業 

オリンピック・パラ

リンピック等での活

躍が期待される選手

の競技力向上 

対策本部が指定した選手が行う

強化練習や強化合宿等に要する

報償費、旅費及び使用賃借料等の

経費 

対策本部が指定した県

内競技団体 

次世代アスリート 

育成強化事業 

本県ジュニア選手に

対する競技の普及及

び育成強化 

県内競技団体がジュニア選手を

対象に行う、普及・育成強化を図

るためのイベント及び強化練習

会等に要する報償費、旅費及び使

用賃借料等の経費 

国体正式競技である県

内 40 競技団体 

スポーツ指導員 

配置事業 

本県スポーツ指導員

の雇用 

スポーツ指導員の給料・社会保険

料等、臨時補助員の賃金等の経費 

(公財)栃木県スポーツ

協会 
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強 化 指 定

選 手

強 化 指 定

チ ー ム

1
報
償
費

指
導
手
当
：
2
,
5
0
0
円
/
日
、
講
師
謝
金
「
別
表
１
」

○
○

●
○

会
議
手
当

交
通
費
：
実
費
（
注
意
事
項
①
）

○
○

○
○

燃
料
代
（
自
家
用
車
）
、
タ
ク
シ
ー
代

宿
泊
費
：
1
1
,
8
0
0
円
/
食
事
代
込
（
注
意
事
項
②
）

○
○

○
○

3
使
用
賃
借
料

実
費
（
注
意
事
項
③
）

○
○

○
○

4
消
耗
品
費

交
付
額
の
原
則
1
0
%
程
度
（
注
意
事
項
④
）

○
○

○
○

単
価
１
０
万
円
以
上
、
備
品

5
通
信
運
搬
費

実
費

○
○

○
○

6
印
刷
製
本
費

実
費

○
○

○
○

7
保
険
料

実
費

○
○

○
○

8
ス
ポ
ー
ツ
用
具
費

各
事
業
の
原
則
2
0
%
程
度
（
注
意
事
項
⑤
）

○
○

●
○

個
人
的
用
具
（
ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
パ
イ
ク
等
）
、
備
品

9
大
会
参
加
料

実
費

○
○

○
○

県
内
競
技
団
体
主
催
大
会
参
加
料

1
0

そ
の
他
経
費

本
部
長
が
認
め
る
も
の
（
注
意
事
項
⑥
、
⑦
）

○
○

●
○

資
格
取
得
等
受
講
料

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ●

ス
ポ
ー
ツ
用
具
費
は

、
個

人
的

用
具

で
あ

っ
て

も
補

助
対
象
と
す
る
（
限
度
額
は
定
め
な
い
）
。
心
体
の
ケ
ア
に
か
か
る
コ
ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

費
用

に
つ

い
て

も
そ

の
他

経
費

と
し

て
補

助
対

象
と

す
る

。

№
補
助
対
象
外
経
費

次 世 代

ア ス リ ー ト

チ ー ム と ち ぎ

有
望
・
オ
リ
パ
ラ
(
選
手
)

・
次
世
代
(
チ
ー
ム
)

補
助
対
象
限
度
額

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
対

策
用

品
と

し
て

消
毒
液
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
非
接
触
型
体
温
計
等
に
つ
い
て
も
消
耗
品

費
と

し
て

補
助

対
象

と
す

る
。

そ
の
他
、
支
出
に
関

し
て

不
明

な
点

は
、

事
前

に
栃

木
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部
事
務
局
に
相
談
す
る
こ
と
。

手
数
料
（
振
込
手
数

料
等

）
、

委
託

料
、

修
繕

費
（

ス
ポ
ー
ツ
用
具
）
等
及
び
、
招
へ
い
講
師
の
食
事
代
（
1
食
1
,
0
0
0
円
上
限

）
は

そ
の

他
経

費
と

し
て

補
助

対
象

と
す

る
。

学
校
内
な
ど
の
宿
泊

施
設

使
用

に
つ

い
て

は
、

１
人

2
,
5
0
0
円
/
泊
を
補
助
対
象
と
す
る
。

と
ち
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学

セ
ン

タ
ー

の
利

用
料

金
、

借
上
げ
バ
ス
や
レ
ン
タ
カ
ー
の
使
用
料
及
び
駐
車
場
代
は
使
用
賃
借
料
と
し

て
補

助
対

象
と

す
る

。

栄
養
補
助
食
品
（
サ

プ
リ

メ
ン

ト
・

プ
ロ

テ
イ

ン
等

）
、
練
習
会
や
合
宿
、
会
議
等
で
必
要
な
飲
料
及
び
ア
イ
シ
ン
グ
や
熱
中
症

対
策

等
で

必
要

な
氷

は
消

耗
品

費
と

し
て

補
助

対
象

と
す

る
。

ス
ポ
ー
ツ
用
具
費
と

は
、

競
技

用
具

の
中

で
も

消
耗

品
に
類
す
る
も
の
を
指
す
（
例
：
ボ
ー
ル
、
シ
ャ
ト
ル
等
）
。
概
ね
１
年
以

内
に

そ
の

性
質

・
形

状
が

失
わ

れ
る

も
の

が
該

当
。

強
化
指
定
選
手
に
対

す
る

報
償

費
は

、
個

人
的

に
契

約
す
る
コ
ー
チ
や
ト
レ
ー
ナ
ー
等
へ
の
謝
金
を
補
助
対
象
と
す
る
。

令令
和和

７７
((
22
00
22
55
))
年年

度度
栃栃

木木
県県

競競
技技

力力
向向

上上
事事

業業
費費

補補
助助

金金
　　

対対
象象

経経
費費

等等
一一

覧覧

自
家
用
車
利
用
の
場

合
は

、
２

１
円

/
ｋ

ｍ
と

し
出

発
地
（
自
宅
・
勤
務
地
）
か
ら
会
場
地
の
往
復
距
離
と
す
る
（
往
復
の
ｋ

ｍ
未

満
は

切
り

捨
て

）
。

な
お

、
同

乗
者

へ
の

旅
費

は
補

助
対

象
外

と
す

る
。

※
有
料
・
高
速
道
路

を
利

用
し

た
場

合
は

、
領

収
証

の
コ
ピ
ー
又
は
E
T
C
利
用
明
細
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
ま
た
、
航
空
、
水

上
交

通
機

関
を

利
用

の
場

合
も

領
収

証
の

コ
ピ

ー
を

提
出

す
る

こ
と

。

※
電
車
運
賃
に
つ
い

て
は

、
片

道
5
0
k
m
以

上
は

急
行

、
1
0
0
k
m
以
上
は
特
急
ま
た
は
新
幹
線
料
金
を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
が

で
き

る
（

県
の

旅
費

規
定

に
準

ず
る

）
。

旅
費

2

【
注
意
事
項
】
　
※※

原原
則則

、、
必必

ずず
領領

収収
証証

をを
提提

出出
すす

るる
ここ

とと
。。

補
助
対
象
経
費
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¥50,000 ¥30,000 ¥10,000

県外 ○

県内 ○

県外 ○

県内 ○

日本代表監督・コーチ 県外 ○

中央競技団体強化委員　等 県内 ○

地方競技団体強化委員

実業団チーム監督・管理栄養士

メンタルトレーナー　等 県内 ○

オリンピック入賞 県外 ○

世界選手権入賞　等 県内 ○

オリンピック代表 県外 ○

世界選手権代表　等 県内 ○

※１

※２

令令和和７７((22002255))年年度度栃栃木木県県競競技技力力向向上上事事業業費費補補助助金金　　講講師師謝謝金金区区分分

補助対象限度額

大学関係者 大学教授・准教授・講師　等

○県外

謝金対象区分

指
導
者

専門指導者

　栃木県競技力向上事業費補助金の講師謝金単価は、一人の講師に１日（４時間～６時間）
の指導を依頼した場合の基準とし、半日（２時間～３時間）の場合は半額とする。なお、講
師謝金単価以上を支払う場合は、競技団体が超過分を負担すること。

・各競技団体は謝金支払時に源泉徴収の手続きを行う。また、講師に確定申告を行うよう伝える。

・講師謝金に関して不明な点は、事前に栃木県競技力向上対策本部事務局に相談する。

ドクター スポーツドクター　等

有
識
者

　県外・県内の区分は、居住地または所属チーム・登録競技団体等の所在地による。

と
ち
ぎ
競
技
力
向
上
事
業
費
　
※
１
・
２

・原則として、事業を実施する競技団体登録者を除くこととする。

選
手

著名な指導者

著名な選手

トップレベル選手

別表１
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中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金交付要領 

 

  （趣  旨）                                                                            

第１条  栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）の交付する中学校・高等学校運

動部活動支援事業補助金の交付については、栃木県競技力向上対策本部補助金交付要綱（以下「要

綱」という。）に規定するもののほか、この要領の定めるところによる。 

  （交付の目的等）                                                                       

第２条  中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金の名称、目的、交付の対象である事務又は事

業の内容、その交付額及び交付の相手方は、次の表のとおりとし、予算の範囲内で交付する。 

補 助 金 の 名 称 
補 助 金 等 の 

交 付 の 目 的 

交 付 の 対 象 で あ る 

事 務 又 は 事 業 の 内 容 
交 付 額 交付の相手方 

中学校スポーツ

活動普及奨励事

業補助金 

県内中学生の競技

力向上 

県内中学生の競技力向上

並びに競技人口拡大を図

るための強化練習や合宿、

遠征等 

予算の範囲

内で本部長

が定める額  

栃木県中学校

体育連盟 

高体連普及強化活

動支援事業補助

金 

県内高校生の競技

力向上 

県内高校生の競技力向上

並びに競技人口拡大を図

るための強化練習や合宿、

遠征等 

予算の範囲

内で本部長

が定める額 

栃木県高等学

校体育連盟 

 

  （交付の申請）                                                                         

第３条  中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金の交付を受けようとする者が、要綱第３条の

規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。 

提 出 す べ き 

申 請 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

申 請 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

中学校スポーツ活動

普及奨励事業補助金

交付申請書 

別記様式第１ １ 
１ 事業計画書 

２ 収支予算書 

別記様式第２ 

別記様式第３ 

１ 

１ 

本部長が別に定

める日 

高体連普及強化活動

支援事業補助金交付

申請書 

別記様式第１ １ 
１ 事業計画書 

２ 収支予算書 

別記様式第２ 

別記様式第３ 

１ 

１ 

本部長が別に定

める日 

  （交付の条件）                                                                          

第４条  要綱第６条の規定による条件は、次に掲げるとおりとする。                                 

  （１） 中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金の交付対象である事業（以下「補助金事業」

という。）の内容の変更（第５条の軽微な変更を除く。）をする場合においては、本部長の

承認を受けること。      

 （２） 補助金事業を中止し、又は廃止する場合においては、本部長の承認を受けること。        

  （３） 補助金事業が予定の期間内に完了しない場合又は当該事業の遂行が困難となった場合に

おいては、速やかに本部長に報告し、その指示を受けなければならない。 

 （４） 補助金事業により取得し、または効用の増加した財産については、本部長の承認を受け

ないでこの補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、

又は廃棄してはならない。 
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 （５） 本部長の承認を受けて財産を処分することにより収入があった場合には、その収入の全

部または一部を対策本部に納付させることがある。 

 （６） 補助金事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後においても

善良な管理者の注意を持って管理するとともに、その効率的な運営を図らなければならな

い。 

 （７） 中学校・高等学校運動部活動支援事業補助金と補助金事業に係る証拠書類等の管理につ

いては、補助金事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出につ

いて証拠書類を整理し、かつ、当該帳簿及び証拠書類を補助金事業完了の日（補助金事業の

中止又は本部長の承認を受けた場合には、その承認を受けた日）の属する年度の終了後５年

間保管しなければならない。 

  （軽微な変更）                                                             

第５条  第４条第１号における軽微な変更とは、次に掲げる変更以外の変更とする。  

  （１） 事業種目を変更し、又は廃止すること。                        

  （２） 事業主体を変更すること。                          

  （３） 総事業費の 20％以上の変更をすること。         

  （変更の承認）         

第６条  第４条１号の規定に基づく本部長の承認を受けようとする場合には、変更承認申請書（別

記様式第８）に変更の内容及び理由を記載した書類を添付して１部を本部長に提出しなければな

らない。 

  （実績報告）                                                                           

第７条  要綱第 13 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。                     

提 出 す べ き 

報 告 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

報 告 書 に 添 付 

すべき書類の名称 
様  式 

部

数 

提 出 期 限 

中学校スポーツ活動

普及奨励事業補助金

実績報告書 

別記様式第４ １ 
１ 実績報告書 

２ 収支決算書 

別記様式第５ 

別記様式第６ 

１ 

１ 

事業完了後の30

日以内又は４月

10日のいずれか

早い日 

高体連普及強化活動

支援事業補助金実績

報告書 

別記様式第４ １ 
１ 実績報告書 

２ 収支決算書 

別記様式第５ 

別記様式第６ 

１ 

１ 

事業完了後の30

日以内又は４月

10日のいずれか

早い日 

  （補助金等の請求）                                                                       

第８条  要綱第 16 条の規定により提出する書類は、次の表に定めるところによる。                     

提 出 す べ き 

請 求 書 の 名 称 
様  式 

部

数 

請 求 書 に 添 付 

す べ き 書 類 の 名 称 

部

数 

提出期限 

中学校スポーツ活動普及

奨励事業補助金交付請求

書 

別記様式第７ １ 交付決定通知書の写 １ 
交付を受けようとする日

の10日前 
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高体連普及強化活動支援

事業補助金交付請求書 
別記様式第７ １ 交付決定通知書の写 １ 

交付を受けようとする日

の10日前 

 

      附  則 

  この要領は、平成 28 年度分の中学校拠点校支援事業補助金から適用する。  

 この要領は、平成 28 年度分の高等学校拠点校支援事業補助金から適用する。 

附  則 

  この要領は、平成 29 年４月１日から適用する。 

附  則 

  この要領は、令和２年４月１日から適用する。 

附  則 

  この要領は、令和３年４月１日から適用する。 

附  則 

  この要領は、令和５年４月１日から適用する。  
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スポーツ用具整備事業実施要領 

  

（趣旨） 

第１条 この要領は、栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）が国民体育（ス

ポーツ）大会に向けて競技力向上を推進するために実施するスポーツ用具整備事業の実施に

関し必要な事項を定めるものとする。  

 

（整備対象競技） 

第２条 本事業によりスポーツ用具（以下「用具」という。）を整備する競技は、国民体育（ス

ポーツ）大会における正式競技とする。 

 

（整備対象用具） 

第３条 本事業により整備する用具は、競技力向上に資するもので、かつ次に掲げる要件のう

ちいずれかに合致すると対策本部が認めるものとする。ただし、税込単価100,000円未満の

もの、競技会の運営上必要なもの及び個人に帰属する性格のものは対象外とする。 

（１）高額等の理由により、競技団体で整備することが困難なもの 

（２）用具が整備されておらず、新たに整備する必要があるもの 

（３）既に整備されている用具があるが、競技規則変更等による規格外、整備数不足及び老朽

化等の理由により、改めて整備する必要があるもの 

（４）競技人口が少なく、競技の普及促進のため整備する必要があるもの 

（５）その他、競技力向上の推進のために必要と認められるもの 

 

（整備方法） 

第４条 用具整備を希望する競技団体は、別に定める期日までに整備要望申請書（別記様式第

１号）を対策本部長に提出する。 

２ 対策本部長は、前項の申請書を受理したときは、内容を審査し、適当と認めた用具を整備

する。 

３ 対策本部長が整備した用具については、競技団体からの申請に基づき無償で貸付けること

とする。 

４ 税込単価100,000円未満のもの及び特に対策本部長が必要と認める用具については、競技

団体その他団体へ無償で譲渡することができる。 

５ 整備年度の次年度より３年間の貸与を継続した上で、対策本部長が認めた用具については、

無償で競技団体その他団体へ譲渡することができる。 

 

（貸付の申請） 

第５条 前条第３項の規定による貸付を受けようとする競技団体は、借受申請書（別記様式第

２号）を対策本部長に提出しなければならない。 

 

（貸付の承認） 

第６条 対策本部長は、前条の申請書を受理したときは、内容を審査し、承認したときは貸付
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承認書（別記様式第３号）により、承認しないときはその旨を記載した通知書により申請者

に通知するものとする。 

 

（借受書） 

第７条 前２条の規定により用具を借受ける競技団体（以下「借受人」という。）は、借受書

（別記様式第４号）を対策本部長に提出しなければならない。 

 

（事故報告書） 

第８条 借受人が、借受用具を亡失又はき損した場合は、事故報告書（別記様式第５号）によ

り対策本部長に報告し、その指示に従わなければならない。この場合において、その原因が

天災火災又は盗難に係るものであるときは、亡失又はき損の事実を証する関係官公署の発行

する証明書を当該様式に添付すること。 

２ 対策本部長は前項の報告を受けた場合において亡失又はき損が借受人の責に帰すべき理

由によるものであると認めたときは、これを補てんさせ、若しくは修理させ、又はその損害

を弁償させるものとする。 

 

（貸付期間） 

第９条 用具の貸付期間は、特に必要と認められる場合を除き、貸与日から翌年３月31日まで

とする。ただし、１年を超えない期間において延長することができる。 

 

（貸付条件） 

第10条 用具の貸付けにあたり、次の各号に掲げる条件を付す。 

（１）貸付用具の引渡し、維持、修繕及び返納に要する費用は、借受人が負担するものとする。 

（２）貸付用具は、善良な管理者の注意をもって管理し、その効率的使用に努めること。 

（３）貸付用具は、転貸しないこと。 

（４）貸付用具は、貸付の目的以外の目的のために使用しないこと。 

（５）貸付用具についての使用場所が指定されたときは、指定場所以外の場所では使用しない

こと。 

（６）貸付用具は、借受人が貸付条件に違反したときは、対策本部長の指示に従い、すみやか

に返納すること。 

（７）貸付用具は、貸付期間満了の日までに指定された場所に返納すること。 

（８）貸付用具について、対策本部長が随時に実地に調査し、若しくは所要の報告を求め、又

は当該用具の維持、管理及び返納に関して必要な指示をしたときは、これに従うこと。 

２ 対策本部長は、前項各号に掲げる条件のほか、必要と認める条件を付することがある。 

 

（譲渡の申請） 

第11条 前条の条件に該当し譲渡を受けようとする競技団体は、譲渡申請書（別記様式第６号）

及び誓約書を対策本部長に提出しなければならない。 
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（譲渡の承認） 

第12条 対策本部長は、前条の申請書を受理したときは、内容を審査し、承認したときは譲渡

承認書（別記様式第７号）により、承認しないときはその旨を記載した通知書により申請者

に通知するものとする。 

 

（受領書） 

第13条 前２条の規定により用具の譲渡を受ける競技団体は、受領書（別記様式第８号）を対

策本部長に提出しなければならない。 

 

（譲渡条件） 

第14条 用具の譲渡にあたり、次の各号に掲げる条件を付す。 

（１）譲渡される用具は、管理責任者の責任の下、適切に使用すること。 

（２）譲渡される用具の所在は、管理責任者が責任をもって把握すること。 

（３）譲渡される用具の処分は、譲渡を受けた団体が適切に処分すること。 

（４）譲渡を受けた団体は、管理状況を把握し、事故等が生じた場合は責任を持って対応する

こと。 

２ 対策本部長は、前項各号に掲げる条件のほか、必要と認める条件を付することがある。 

 

 

附 則 

この要領は、平成27年４月１日から適用する。 

 附 則 

この要領は、平成31年４月１日から適用する。 

附 則 

この要領は、令和５年４月１日から適用する。 
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栃木県競技力向上対策本部後援名義等の使用承認に関する事務取扱要領 
 

（趣旨） 

第１条 この要領は、栃木県競技力向上対策本部事業に係る競技団体（以下「主催者」という。）

が主催する行事に対する栃木県競技力向上対策本部の後援、共催等の名義（以下「後援名義等」

という。）の使用の承認に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（後援名義等の区分） 

第２条 栃木県競技力向上対策本部の後援名義等の使用の承認に当たっては、次の各号に掲げる場

合に応じ、当該各号に定める名義によるものとする。 

（１）行事の趣旨に賛同し、その開催を支援する場合 「後援」 

（２）行事の企画又は運営に参加し、当該主催者と共同して責任の一部を分担する場合 「共催」 

２ 前項の規定にかかわらず、特に主催者の要望がある場合等、前項各号に定める名義により難い

場合は、協賛等当該行事に応じた名義によることができる。 

 

（承認の基準） 

第３条 後援名義等の使用承認に係る行事が次に掲げる基準を満たしていると認められるときは、

当該行事の後援名義等の使用を承認することができる。 

（１）当該行事の目的、規模、対象者等を総合的に判断して栃木県の競技力向上に寄与すると認め

られるものであること。 

（２）当該行事が公序良俗に反しないもの、その他社会的な非難を受けるおそれのないものである

こと。 

（３）当該行事が宗教的又は政治的色彩を有しないものであること。 

（４）当該行事が私的な利益を目的とするものでないこと。 

（５）主催者の存在が明確であり、行事遂行能力が十分であると認められるものであること。 

（６）行事開催の場所が公衆衛生、災害防止等について十分な設備及び措置の講じられているもの

であること。 

（７）当該行事の登壇者、発言者等が２人以上いる場合は、その性別に偏りがないよう努められて

いるものであること。 

 

（申請の手続き等） 

第４条 栃木県競技力向上対策本部に対する後援名義等の使用承認の申請は、後援名義等使用承認

申請書（別記様式第1号）によるものとする。 

２ 前項の申請書を受理した本部長は、当該行事に係る後援名義等の使用の承認の可否について審

査し、その結果を遅滞なく申請者に通知するものとする。 

３ 前項の通知は、別記様式第２号又は、別記様式第３号によるものとし、必要に応じ所要の補正

を加えるものとする。ただし、これにより難い場合は、この限りではない。 
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（承認の条件） 

第５条 後援名義等の使用を承認する場合は、次の条件を付するものとする。 

（１）承認期間は、承認した日から当該行事終了の日までとし、６ヶ月を限度とすること。ただし、

引き続き申請のある場合又は行事の性格上やむを得ない場合は、この限りではない。 

（２）承認後において行事計画に変更があった場合は、直ちに届けさせること。 

（３）必要があると認めるときは、主催者に対し、実施報告書（別記様式第４号）の提出を求める

こと。 

（４）その他必要と認められる事項 

 

附 則 

この要領は、令和６(2024)年４月１日から実施する。 
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別記様式第１号（第４条関係） 
 
 
 

後援（共催）名義使用承認申請書  
 

年  月  日  
栃木県競技力向上対策本部  

本部長  様  
 
 

申請者 住所（法人にあっては主たる事務所  
の所在地）  

                   氏名（法人にあたっては法人名及び  
代表者の氏名）       

 
 
 
下記の行事について、後援（共催）名義の使用を承認くださるよう申請します。  
 
 

記  

 

 

１ 行事名  

 

２ 行事の主催者（共催を含む。）後援者等  

 

３ 行事の趣旨  

 

４ 実施時期  

 

５ 実施場所  

 

６ 参加対象者  

 

７ その他参考事項（資料添付）  
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別記様式第４号（第５条関係） 
 
 
 

後援（共催）行事実施報告書  
 

年  月  日  
栃木県競技力向上対策本部  

本部長 様  
 

申請者 住所（法人にあっては主たる事務所  
の所在地）  

                   氏名（法人にあたっては法人名及び  
代表者の氏名）       

 
 
 
  年 月 日付け後援（共催）名義の使用の承認のあった下記の行事について、

次のとおり終了したので報告します。  
 
 

記  
 
 
１ 行  事  名  

 

２ 実施時期  

 

３ 実施場所  

 

４ 実施結果の概要（資料添付）  
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ⅢⅢ

国民スポーツ大会関係





11

22 本本県県選選手手団団のの関関東東ブブロロッックク大大会会通通過過数数及及びび国国体体入入賞賞数数のの推推移移（（競競技技数数及及びび種種別別数数））

33

44

栃栃木木 山山梨梨 茨茨城城 群群馬馬 千千葉葉 神神奈奈川川 埼埼玉玉 東東京京

34 31 56 36 74 54 73 86

令和５(2023)年
（特別鹿児島国体／埼玉）

468 50 29 51 40 60 77 72 89

令和４(2022)年
（第77回栃木国体／東京）

465
本大会
開催県 35 65 42 88 64 82 89

令和３(2021)年
（第76回三重国体／栃木）

434
（ﾎｯｹｰ､ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ､卓球､軟式野球､ﾗｸﾞ
ﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙは未開催のため除く）

49 33 39 37 73 64 70 69

令和２(2020)年
（第75回鹿児島国体／神奈川）

新型コロナウイルスの
影響により大会延期 - - - - - - - -

令和元(2019)年
（第74回茨城国体／千葉）

448 53 42
本大会
開催県 38 75 65 78 97

３競技６種別 24競技85種別

第第7788回回国国民民ススポポーーツツ大大会会関関東東ブブロロッックク大大会会  本本県県選選手手団団成成績績概概況況

令和５(2023)年
（特別鹿児島国体／埼玉）

16位 19競技33種別

通通過過概概況況

開開催催年年度度・・大大会会 天天皇皇杯杯順順位位
関関ブブロロ通通過過数数

（（ｱｱｲｲｽｽﾎﾎｯｯｹｹｰー除除くく））

国国体体入入賞賞数数（（８８位位以以内内））

冬冬季季大大会会

令和６(2024)年
（第78回佐賀国スポ／山梨）

15位
（冬季大会終了時点）

16競技28種別 ３競技4種別 ―

本本大大会会

　今年から国民スポーツ大会と名称が改められ、10月に佐賀県で開催される国民スポーツ大会への出場権をかけたブ
ロック大会が山梨県で開催され、冬季１競技（アイスホッケー競技）を除く30競技124種別が実施された。

　本県選手団で関東ブロックを突破し、本大会への出場権を獲得することができたのは、16競技(19競技種目)28種別で
あった。昨年開催された特別国民体育大会（鹿児島国体）において天皇杯順位８位までに４都県がひしめく強豪揃いの
関東ブロックであるが、ホッケー競技で4種別中３種別で１位を獲得し、本大会への出場権を獲得。また、３名のラグ
ビー日本代表を擁する女子ラグビーも１位でブロックを突破するなどの活躍が見られた。
　さらに、弓道競技、バスケットボール競技、ライフル射撃競技、スポーツクライミング競技がブロックを１位で通過
したほか、スポーツ指導員として活躍しているトランポリン競技の山田大翔（やまだ ひろと）選手が１位、同じくカ
ヌー競技の富沢くるみ選手も３位でブロックを突破するなど、スポーツ指導員の活躍も目立った。
　佐賀国スポでは、本県選手たちの積み上げてきた努力が存分に発揮され、上位に食い込むことを期待したい。

　　新新型型ココロロナナウウイイルルススのの
　　影影響響にによよりり中中止止

18競技32種別
 (一部未開催）

１競技３種別
（スキー未開催）

　　新新型型ココロロナナウウイイルルススのの
　　影影響響にによよりり中中止止

13競技28種別

令和元(2019)年
（第74回茨城国体／千葉）

18位 22競技33種別 ２競技３種別 15競技32種別

令和２(2020)年
（第75回鹿児島国体／神奈川）

　　新新型型ココロロナナウウイイルルススのの
　　影影響響にによよりり中中止止

　　新新型型ココロロナナウウイイルルススのの
　　影影響響にによよりり中中止止

16競技（19競技種目）
28種別

・ホッケー（成年男子①、成年女子①、少年女子①）
・体操競技（少年男子②）
・トランポリン（男子①）
・バスケットボール（成年女子①）
・卓球（少年女子②）
・ソフトボール（成年男子②）
・弓道（少年男子①）
・ライフル（成年男子FR3P、FR60PR①）
・ラグビーフットボール（女子①）
・スポーツクライミング（成年男子①）

関関東東ブブロロッックク代代表表枠枠獲獲得得数数

開開催催年年度度・・大大会会 代代表表枠枠数数

開開催催年年・・大大会会 通通過過競競技技数数 ２２位位以以内内通通過過種種目目

令和６(2024)年
（第78回佐賀国スポ／山梨）

令和６(2024)年
（第78回佐賀国スポ／山梨） 444

令和４(2022)年
（第77回栃木国体／東京）

２位 スストトレレーートト通通過過

本本県県選選手手団団のの関関東東ブブロロッックク大大会会通通過過状状況況

平成30(2018)年
（第73回福井国体／茨城）

28位 20競技33種別 １競技１種別

３競技８種別 31競技81種別

３競技４種別
　　新新型型ココロロナナウウイイルルススのの
　　影影響響にによよりり中中止止

令和３(2021)年
（第76回三重国体／栃木）
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栃栃木木
（（1166位位））

山山梨梨
（（3344位位））

茨茨城城
（（2222位位））

群群馬馬
（（2266位位））

千千葉葉
（（88位位））

神神奈奈川川
（（66位位））

埼埼玉玉
（（55位位））

東東京京
（（11位位））

少年男子 2 5位 7位 7位 2位 3位 3位 5位 1位

女子 2 － 5位 － 5位 1位 1位 3位 3位

少年女子 4 － － 4位 － 5位 3位 2位 1位

成年女子 2 5位 3位 5位 3位 1位 5位 1位 5位

少年男子 4 5位 1位 5位 1位 5位 5位 1位 1位

少年女子 3 7位 5位 3位 7位 1位 5位 1位 4位

3 成年男子 6 6位 8位 5位 1位 1位 7位 3位 3位

3 － 5位 6位 3位 － 4位 1位 2位

3 6位 － 5位 2位 － 4位 1位 3位

3 4位 － － 5位 6位 3位 2位 1位

2 － 4位 5位 2位 － 6位 3位 1位

2 3位 － 5位 － 2位 4位 － 1位

2 － 4位 － 6位 5位 3位 2位 1位

3 － 6位 － 4位 2位 5位 1位 3位

3 － 1位 6位 2位 5位 3位 4位 －

3 6位 4位 － 2位 － 5位 3位 1位

2 6位 3位 － 4位 － 5位 1位 2位

4 6位 2位 － － 4位 3位 1位 5位

成年男子 1 1位 2位 5位 5位 3位 5位 3位 5位

成年女子 1 1位 2位 5位 5位 5位 3位 3位 5位

少年男子 1 2位 1位 5位 5位 3位 5位 5位 3位

少年女子 1 1位 2位 3位 5位 5位 － 3位 5位

成年男子 ６人制 1 5位 5位 3位 5位 2位 3位 1位 5位

成年女子 ６人制 1 5位 1位 3位 2位 5位 5位 5位 3位

少年男子 ６人制 4 3位 5位 5位 5位 1位 3位 5位 1位

少年女子 ６人制 4 5位 5位 3位 5位 1位 3位 5位 1位

少年男子 ビーチバレー 4 5位 7位 1位 5位 7位 3位 1位 3位

少年女子 ビーチバレー 4 3位 7位 3位 7位 5位 1位 5位 1位

成年男子 競技 1 6位 8位 3位 7位 2位 4位 1位 5位

成年女子 競技 1 7位 4位 8位 5位 1位 6位 3位 2位

少年男子 競技 4 2位 8位 5位 7位 1位 6位 3位 4位

少年女子 競技 4 6位 8位 7位 4位 1位 2位 3位 5位

少年男子 1 － 5位 － － 3位 1位 2位 4位

少年女子 3 － 6位 7位 5位 1位 4位 3位 2位

男子 トランポリン 1 1位 6位 2位 5位 7位 4位 棄権 3位

女子 トランポリン 1 6位 － 棄権 2位 4位 5位 3位 1位

成年男子 3 4位 5位 3位 5位 2位 1位 5位 5位

成年女子 3 1位 2位 5位 5位 4位 5位 5位 3位

少年男子 3 5位 7位 1位 4位 5位 7位 3位 2位

少年女子 3 4位 7位 3位 5位 1位 7位 2位 5位

成年男子 8 5位 2位 6位 8位 7位 4位 3位 1位

少年男子 8 5位 1位 3位 6位 7位 4位 8位 2位

成年男子 3 7位 4位 1位 5位 1位 7位 3位 5位

成年女子 3 5位 7位 1位 7位 5位 1位 4位 3位

少年男子 3 7位 1位 3位 5位 5位 4位 1位 7位

少年女子 4 5位 7位 3位 7位 1位 5位 1位 3位

成年女子 4 5位 7位 8位 2位 4位 6位 1位 3位

少年男子 4 6位 8位 2位 4位 1位 5位 7位 3位

少年女子 2 3位 6位 8位 7位 4位 2位 1位 5位

成年男子 3 5位 7位 4位 6位 8位 1位 3位 2位

少年男子 5 3位 6位 5位 8位 7位 1位 4位 2位

少年女子 2 2位 7位 6位 8位 4位 1位 3位 5位

13 成年男子 5 ― 6位 1位 6位 5位 1位 1位 1位

成年男子 27 2 2 6 1 7 2 3 4

成年女子 20 3 0 4 1 6 1 2 3

少年 29 4 1 7 1 7 2 2 5

成年女子 4 7位 8位 6位 2位 4位 5位 3位 1位

少年男子 3 5位 6位 8位 4位 7位 1位 2位 3位

少年女子 3 5位 7位 8位 2位 6位 4位 3位 1位

成年男子 4 7位 5位 3位 7位 5位 3位 1位 2位

女子 5 5位 1位 6位 7位 3位 7位 3位 1位

成年男子 2 2位 4位 7位 5位 5位 7位 1位 3位

成年女子 2 4位 3位 7位 1位 7位 5位 2位 5位

少年男子 2 7位 5位 7位 2位 3位 4位 1位 5位

少年女子 1 5位 1位 5位 3位 5位 3位 2位 5位

16

17 ソフトボール

柔道

15 フェンシング

軟式野球

14 馬術 ※通過種目数を入力

12 卓球

11 ソフトテニス

6 バレーボール

1～6位=追加1名獲得

10 ハンドボール

8 バスケットボール

7 体操

新体操

新体操

5 ホッケー

少年女子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

少年男子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

4 ローイング

成年男子
舵手つきフォア

シングルスカル

成年女子

舵手つきクォドルプル

テニス

2 サッカー

ダブルスカル

シングルスカル

アーティスティックスイミン

NNoo.. 競競技技 種種別別 種種目目 代代表表枠枠
順順位位　　　　※※（（　　））内内==特特別別鹿鹿児児島島国国体体天天皇皇杯杯順順位位

第第7788回回国国民民ススポポーーツツ大大会会関関東東ブブロロッックク大大会会  各各県県通通過過状状況況一一覧覧

9 ウエイトリフティング
1～2位=追加2名、3～5位=追加1名獲得

1 水泳

水球

水球
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NNoo.. 種種別別 代代表表枠枠 栃栃木木 山山梨梨 茨茨城城 群群馬馬 千千葉葉 神神奈奈川川 埼埼玉玉 東東京京

成年男子 2 5位 7位 3位 7位 3位 5位 1位 1位

少年男子 5 7位 3位 3位 6位 1位 7位 1位 5位

少年女子 2 5位 3位 3位 5位 7位 7位 1位 1位

成年男子 4 5位 5位 8位 4位 1位 2位 7位 2位

成年女子 4 4位 6位 2位 7位 2位 8位 5位 1位

少年男子 3 1位 6位 2位 4位 5位 2位 7位 8位

少年女子 3 8位 3位 5位 4位 6位 7位 2位 1位

5 1位 3位 5位 7位 4位 8位 2位 6位

4 1位 2位 4位 8位 5位 6位 7位 3位

4 8位 4位 6位 7位 5位 3位 1位 2位

5 7位 5位 6位 - 3位 4位 1位 2位

4 8位 4位 5位 7位 2位 6位 1位 3位

5 6位 8位 3位 5位 2位 4位 7位 1位

4 5位 ― 7位 6位 3位 1位 2位 4位

3 4位 5位 6位 ― 3位 2位 1位 7位

4 ― ― 1位 ― 4位 3位 2位 5位

4 6位 8位 7位 5位 4位 3位 2位 1位

2 ― 3位 2位 7位 6位 5位 1位 4位

成年女子 3 7位 5位 2位 7位 5位 4位 1位 3位

少年男子 3 4位 2位 1位 5位 5位 3位 7位 7位

少年女子 3 5位 7位 2位 3位 7位 4位 5位 1位

成年男子 2 3位 5位 1位 5位 1位 5位 5位 3位

女子 2 1位 5位 5位 5位 5位 1位 3位 3位

少年男子 2 3位 5位 3位 5位 5位 1位 5位 1位

成年男子 3 1位 8位 4位 5位 6位 7位 3位 1位

成年女子 3 5位 6位 7位 － 2位 3位 4位 1位

少年女子 3 5位 8位 4位 7位 3位 5位 2位 1位

スプリント K-1 4 － 2位 5位 7位 4位 6位 3位 1位

スプリント C-1 4 6位 4位 3位 7位 1位 5位 2位 8位

スプリント K-1 3 4位 6位 2位 7位 5位 － 1位 3位

スプリント C-1 1 2位 － 4位 1位 － － 3位 －

スプリント K-1 5 3位 － 棄権 4位 1位 2位 棄権 5位

スプリント K-2 2 4位 1位 8位 2位 5位 6位 7位 3位

スプリント K-4 2 6位 1位 転覆 3位 4位 5位 － 2位

スプリント C-1 4 4位 5位 7位 3位 2位 1位 6位 棄権

スプリント C-2 2 4位 2位 － 1位 5位 3位 転覆 －

スプリント K-1 4 8位 5位 1位 3位 2位 6位 7位 4位

スプリント K-2 2 4位 － 6位 1位 － 3位 5位 2位

スラローム Ｋ-1 4 － 4位 6位 － 3位 2位 5位 1位

スラローム C-1 1 3位 － 5位 － 1位 4位 2位 －

ワイルドウォーター Ｋ-1 1 － 2位 － 3位 － 1位 4位 －

スラローム Ｋ-1 3 3位 － － － 4位 1位 5位 2位

スラローム C-1 1 3位 － － － 2位 － 1位 4位

ワイルドウォーター Ｋ-1 1 － － － － － － 2位 1位

成年男子 4 8位 7位 4位 3位 6位 5位 1位 2位

成年女子 4 6位 8位 7位 5位 1位 3位 4位 2位

少年男子 2 8位 7位 3位 6位 2位 1位 5位 4位

少年女子 2 7位 8位 4位 5位 2位 3位 6位 1位

成年男子 3 4位 8位 6位 3位 1位 5位 2位 6位

成年女子 3 8位 1位 5位 3位 6位 7位 4位 2位

少年男子 2 8位 4位 7位 1位 6位 2位 5位 3位

少年女子 2 8位 2位 4位 1位 6位 3位 5位 7位

27 少年男子 2 3位 4位 － － 2位 1位 － 5位

28 少年女子 5 7位 4位 6位 8位 2位 5位 3位 1位

成年男子 4 8位 7位 4位 6位 2位 1位 5位 3位

成年女子 4 7位 5位 3位 2位 4位 1位 4位 6位

少年男子 4 7位 5位 4位 8位 2位 3位 6位 1位

少年女子 4 6位 8位 7位 5位 2位 1位 4位 3位

30 少年男子 5 4位 8位 3位 7位 5位 6位 1位 2位

成年男子 124 9 10 18 8 21 13 23 22

成年女子 87 7 4 10 9 16 8 13 20

少年男子 106 8 10 11 11 14 18 15 19

少年女子 87 3 5 10 7 14 11 19 18

男子 1 1 0 0 0 0 0 0 0

女子 10 2 1 0 0 2 2 1 2

少年 29 4 1 7 1 7 2 2 5

444 34 31 56 36 74 54 73 86

★アイスホッケー競技は除く。
☆ウエイトリフティングは獲得人数枠（2枠もしくは1枠）、馬術は通過種目数で計算した。 　

形

形

形

形

AP60

AR60

AP60W

AR60WJ

23 スポーツクライミング

22 ラグビーフットボール

20 ライフル射撃

成年男子

FR3P

21 剣道

19 弓道

成年男子

少年女子

FR60PR FR20k

BP60J
少年男子

AR60J

BR60WJ

少年女子

24

成年男子

成年女子

少年男子

BP60WJ

カヌー

競競技技 種種目目

18 バドミントン

通過数合計

成年女子
R3P P60PR

25 アーチェリー

なぎなた 試合

29 ボウリング

26 空手道

銃剣道

各種別通過数

ゴルフ

成年女子

栃栃木木
（（1166位位））

山山梨梨
（（3344位位））

茨茨城城
（（2222位位））

群群馬馬
（（2266位位））

千千葉葉
（（88位位））

神神奈奈川川
（（66位位））

埼埼玉玉
（（55位位））

東東京京
（（11位位））

少年男子 2 5位 7位 7位 2位 3位 3位 5位 1位

女子 2 － 5位 － 5位 1位 1位 3位 3位

少年女子 4 － － 4位 － 5位 3位 2位 1位

成年女子 2 5位 3位 5位 3位 1位 5位 1位 5位

少年男子 4 5位 1位 5位 1位 5位 5位 1位 1位

少年女子 3 7位 5位 3位 7位 1位 5位 1位 4位

3 成年男子 6 6位 8位 5位 1位 1位 7位 3位 3位

3 － 5位 6位 3位 － 4位 1位 2位

3 6位 － 5位 2位 － 4位 1位 3位

3 4位 － － 5位 6位 3位 2位 1位

2 － 4位 5位 2位 － 6位 3位 1位

2 3位 － 5位 － 2位 4位 － 1位

2 － 4位 － 6位 5位 3位 2位 1位

3 － 6位 － 4位 2位 5位 1位 3位

3 － 1位 6位 2位 5位 3位 4位 －

3 6位 4位 － 2位 － 5位 3位 1位

2 6位 3位 － 4位 － 5位 1位 2位

4 6位 2位 － － 4位 3位 1位 5位

成年男子 1 1位 2位 5位 5位 3位 5位 3位 5位

成年女子 1 1位 2位 5位 5位 5位 3位 3位 5位

少年男子 1 2位 1位 5位 5位 3位 5位 5位 3位

少年女子 1 1位 2位 3位 5位 5位 － 3位 5位

成年男子 ６人制 1 5位 5位 3位 5位 2位 3位 1位 5位

成年女子 ６人制 1 5位 1位 3位 2位 5位 5位 5位 3位

少年男子 ６人制 4 3位 5位 5位 5位 1位 3位 5位 1位

少年女子 ６人制 4 5位 5位 3位 5位 1位 3位 5位 1位

少年男子 ビーチバレー 4 5位 7位 1位 5位 7位 3位 1位 3位

少年女子 ビーチバレー 4 3位 7位 3位 7位 5位 1位 5位 1位

成年男子 競技 1 6位 8位 3位 7位 2位 4位 1位 5位

成年女子 競技 1 7位 4位 8位 5位 1位 6位 3位 2位

少年男子 競技 4 2位 8位 5位 7位 1位 6位 3位 4位

少年女子 競技 4 6位 8位 7位 4位 1位 2位 3位 5位

少年男子 1 － 5位 － － 3位 1位 2位 4位

少年女子 3 － 6位 7位 5位 1位 4位 3位 2位

男子 トランポリン 1 1位 6位 2位 5位 7位 4位 棄権 3位

女子 トランポリン 1 6位 － 棄権 2位 4位 5位 3位 1位

成年男子 3 4位 5位 3位 5位 2位 1位 5位 5位

成年女子 3 1位 2位 5位 5位 4位 5位 5位 3位

少年男子 3 5位 7位 1位 4位 5位 7位 3位 2位

少年女子 3 4位 7位 3位 5位 1位 7位 2位 5位

成年男子 8 5位 2位 6位 8位 7位 4位 3位 1位

少年男子 8 5位 1位 3位 6位 7位 4位 8位 2位

成年男子 3 7位 4位 1位 5位 1位 7位 3位 5位

成年女子 3 5位 7位 1位 7位 5位 1位 4位 3位

少年男子 3 7位 1位 3位 5位 5位 4位 1位 7位

少年女子 4 5位 7位 3位 7位 1位 5位 1位 3位

成年女子 4 5位 7位 8位 2位 4位 6位 1位 3位

少年男子 4 6位 8位 2位 4位 1位 5位 7位 3位

少年女子 2 3位 6位 8位 7位 4位 2位 1位 5位

成年男子 3 5位 7位 4位 6位 8位 1位 3位 2位

少年男子 5 3位 6位 5位 8位 7位 1位 4位 2位

少年女子 2 2位 7位 6位 8位 4位 1位 3位 5位

13 成年男子 5 ― 6位 1位 6位 5位 1位 1位 1位

成年男子 27 2 2 6 1 7 2 3 4

成年女子 20 3 0 4 1 6 1 2 3

少年 29 4 1 7 1 7 2 2 5

成年女子 4 7位 8位 6位 2位 4位 5位 3位 1位

少年男子 3 5位 6位 8位 4位 7位 1位 2位 3位

少年女子 3 5位 7位 8位 2位 6位 4位 3位 1位

成年男子 4 7位 5位 3位 7位 5位 3位 1位 2位

女子 5 5位 1位 6位 7位 3位 7位 3位 1位

成年男子 2 2位 4位 7位 5位 5位 7位 1位 3位

成年女子 2 4位 3位 7位 1位 7位 5位 2位 5位

少年男子 2 7位 5位 7位 2位 3位 4位 1位 5位

少年女子 1 5位 1位 5位 3位 5位 3位 2位 5位

16

17 ソフトボール

柔道

15 フェンシング

軟式野球

14 馬術 ※通過種目数を入力

12 卓球

11 ソフトテニス

6 バレーボール

1～6位=追加1名獲得

10 ハンドボール

8 バスケットボール

7 体操

新体操

新体操

5 ホッケー

少年女子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

少年男子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

4 ローイング

成年男子
舵手つきフォア

シングルスカル

成年女子

舵手つきクォドルプル

テニス

2 サッカー

ダブルスカル

シングルスカル

アーティスティックスイミン

NNoo.. 競競技技 種種別別 種種目目 代代表表枠枠
順順位位　　　　※※（（　　））内内==特特別別鹿鹿児児島島国国体体天天皇皇杯杯順順位位

第第7788回回国国民民ススポポーーツツ大大会会関関東東ブブロロッックク大大会会  各各県県通通過過状状況況一一覧覧

9 ウエイトリフティング
1～2位=追加2名、3～5位=追加1名獲得

1 水泳

水球

水球
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1 総合成績
（１）天皇杯 （男女総合成績） 25位 958.5点 （競技得点 558.5点 参加得点 400点）

［ R５鹿児島国体 16位 1225.5点 （競技得点 825.5点 参加得点 400点） ］

（２）皇后杯 （女子総合成績） 27位 558.5点 （競技得点 208.5点 参加得点 350点）
［ R５鹿児島国体 19位 636.5点 （競技得点 276.5点 参加得点 360点） ］

2 大会を振り返って

3 過去11大会の天皇杯・皇后杯の推移

　国体の愛称で親しまれてきた「国民体育大会」が、「国民スポーツ大会」へと名称を変え、「新しい大会」として冬季大
会は北海道及び山形県、本大会は佐賀県で開催された。
　冬季大会ではスケート競技、アイスホッケー競技、スキー競技の 3 競技が実施され、選手・監督 79 名が出場した。
　スケート競技では、スピードスケート成年男子の小川拓朗選手が 5000m で 3 位、1500m で 4 位、成年女子の上鹿渡
双葉選手が 1000m で 3 位、500m で 6 位に入賞し、両名とも 3 年連続の入賞となり、表彰台に立った。
　アイスホッケー競技では、成年男子、少年男子共に準々決勝で東京都と対戦したが、共に一点差で惜敗し、6 位入賞
となった。
　スキー競技では、ジャイアントスラローム成年女子 B で小番聖夏選手が、3 位に入賞し、3 年連続の入賞となった。少
年女子の大西美琴選手もジャイアントスラロームで 3 位に入賞し、昨年の 3 位に続き 2 年連続で表彰台に立った。
　延べ35日間にわたって熱い戦いが繰り広げられた「SAGA2024」。３位以内の入賞者には佐賀県内の伝統的工芸品を
使って製作されたメダルが送られ、栃木県選手団は金メダル８個、銀メダル６個、銅メダル８個、合わせて22個のメダルを
獲得した。
　総合開会式では、大会に参加する47都道府県の選手たちが、1,000名を超えるパフォーマーのパフォーマンスの中
を、自由で楽しいパレードのような雰囲気で入場し、都道府県ごとに特色あるアピールを行った。栃木県選手団は全体
の45番目に登場し、パリ2024オリンピックに出場したラグビーフットボール女子の内海春菜子（うつみはなこ）選手が旗手
を務め、総勢67名で栃木県の名産品であるいちごをモチーフにしたいちご玉ととちまるくんうちわで盛大にアピールをし
た。
　栃木県の優勝第１号は、会期前に行われたテニス成年女子の今西美晴（いまにしみはる）選手と森崎可南子（もりさき
かなこ）選手のスポーツ指導員で構成された栃木県チームだった。続いて、弓道少年男子は鹿児島国体で優勝を経験
した熊倉貫太（くまくらかんた）選手擁する作新学院高校弓道部を中心に構成されたメンバーで沖縄県と決勝を戦い、
12射中11射を射止め１中差で２年連続６回目の優勝を果たした。スポーツ指導員矢部和希（やべかずき）選手が指導す
るレスリング少年男子では、フリースタイルレスリング60kg級の與那城一輝（よなしろいつき）選手とグレコローマンレスリ
ング125kg級の阿部天臥（あべてんが）選手の２名がいずれもフォール勝ちで優勝を果たした。陸上競技成年男子やり
投の元スポーツ専門員小椋健司（おぐらけんじ）選手は、鹿児島国体で優勝したときの自身の記録77m87cmを超える
79m19cmで２年連続の優勝を果たした。同じく陸上競技の少年女子B100mハードルに出場した石原南菜（いしはらな
な）選手は大会新記録の13秒34で金メダルを獲得した。白鷗大学女子バスケットボール部で挑んだバスケットボール成
年女子では、決勝で愛知県と対戦。４年キャプテンの舘山萌菜（たてやまもな）選手の24得点を決める活躍もあり88-79
で勝利し、８年ぶり３回目の優勝を果たした。クライミングワールドカップで３位になったこともある川又玲瑛（かわまたれ
い）選手と齋藤正樹（さいとうまさき）選手の同級生ペアがスポーツクライミング成年男子ボルダーで２年連続３回目の優
勝で締めくくった。

第78回国民スポーツ大会　本県選手団成績概況
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NNoo.. 競技名 種別 実施競技及び種目 選手名及び団体名 順位 得点

1 成年男子 スピードスケート 1500m 小川 拓朗 4 5
2 成年男子 スピードスケート 5000m 小川 拓朗 3 6
3 成年女子 スピードスケート 1000m 上鹿渡 双葉 3 6
4 成年女子 スピードスケート 500m 上鹿渡 双葉 6 3
5 成年男子 - 栃木県選抜 6 15
6 少年男子 - 栃木県選抜 6 15
7 成年女子B ジャイアントスラローム 小番 聖夏 3 6
8 少年女子 ジャイアントスラローム 大西 美琴 3 6
9 成年男子 やり投 小椋 健司 1 8
10 少年女子B 100mハードル 石原 南菜 1 8
11 少年女子B 円盤投 江田 朋未 8 1
12 成年男子 200m個人メドレー 松下 知之 2 7
13 成年女子 100m平泳ぎ 高橋 奈々 7 2
14 少年男子B 50m自由形 溝口 舜大 3 6
15 少年男子B 100m平泳ぎ 大貫 櫂斗 6 3
16 少年女子A 200mバタフライ 後藤 結愛 5 4
17 成年男子 飛板飛込 須山 晴貴 4 5
18 成年女子 飛板飛込 榎本 遼香 4 5
19 成年女子 - 栃木県選抜 1 24
20 少年女子 - 栃木県選抜 8 3
21 成年男子 - 栃木県選抜 2 56
22 成年女子 - 栃木県選抜 5 20
23 体操（競技） 少年男子 団体総合 作新学院高校体操部 4 25
24 体操（トランポリン） 男子 - 山田 大翔 8 1
25 バスケットボール 成年女子 - 白鷗大学女子バスケットボール部 1 40
26 成年男子 フリースタイルレスリング 57kg級 島谷 真和 5 2.5
27 成年男子 グレコローマンレスリング 97kg級 中原 陸 5 2.5
28 女子 女子レスリング 62kg級 新井 一花 5 2.5
29 少年男子 フリースタイルレスリング 60kg級 與那城 一輝 1 8
30 少年男子 グレコローマンレスリング 80kg級 本橋 矢大 3 5.5
31 少年男子 グレコローマンレスリング 92kg級 福島 煌天 5 2.5
32 少年男子 グレコローマンレスリング 125kg級 阿部 天臥 1 8
33 成年男子 国スポウインドサーフィン級 井上 隆 5 4
34 成年女子 国スポウインドサーフィン級 小嶺 恵美 2 7
35 成年男子 73kg級 スナッチ 山根 大地 8 1
36 成年男子 +109kg級 スナッチ 塚田 直人 7 2
37 女子 59kg級 スナッチ 小堀 美穂 6 3
38 女子 59kg級 クリーン＆ジャーク 小堀 美穂 7 2
39 女子 59kg級 トータル 小堀 美穂 7 -
39 少年男子 67kg級 スナッチ 桃木 麻嘉 8 1
40 少年男子 67kg級 クリーン＆ジャーク 桃木 麻嘉 7 2
41 少年男子 89kg級 クリーン＆ジャーク 桑原 楓馬 5 4
43 少年男子 89kg級 トータル 桑原 楓馬 5 -
42 少年男子 102kg級 スナッチ 上條 徳睦 8 1
43 少年男子 102kg級 クリーン＆ジャーク 上條 徳睦 8 1
46 少年男子 102kg級 トータル 上條 徳睦 8 -
44 男子A １kmタイムトライアル 町田 颯 6 3
45 男子Ｂ ケイリン 海老原 陵大 2 7
46 女子 ケイリン 新沼 杏菜 3 6
47 卓球 少年女子 - 栃木県選抜 5 7.5
48 成年男子 ダービー 広田 大和 6 3
49 成年男子 スピードアンドハンディネス 広田 大和 6 3
50 成年女子 標準障害飛越 広田 思乃 5 4
51 少年男子 スピードアンドハンディネス 渡邉 心 4 5
52 少年 団体障害飛越 栃木県選抜 2 7
53 フェンシング 成年男子 エペ 栃木県選抜 5 12
54 女子 - 栃木県選抜 5 12.5
55 少年男子 - 栃木県選抜 5 12.5
56 少年男子 近的 栃木県選抜 1 24
57 少年男子 遠的 栃木県選抜 5 12
58 成年男子 50mライフル三姿勢 小林 郁弥 3 6
59 成年男子 50mライフル立射（40発） 小林 郁弥 8 1
60 剣道 成年男子 - 栃木県選抜 5 12.5
61 ラグビーフットボール 女子 ７人制 栃木県選抜 4 25
62 成年男子 ボルダー 栃木県選抜 1 24
63 少年男子 リード 栃木県選抜 2 21
64 成年女子 カヤックシングル（15ゲート） 富沢 くるみ 4 5
65 成年女子 カヤックシングル（25ゲート） 富沢 くるみ 6 3
66 なぎなた 成年女子 演技 栃木県選抜 8 3
70 少年男子 個人 高木 暢仁 4 -
71 少年男子 個人 佐藤 ミラー 6 -

ゴルフ

スポーツクライミング

カヌー（スラローム）

弓道

ライフル射撃

馬術

柔道

ウエイトリフティング

自転車競技

レスリング

セーリング

陸上競技

水泳（競泳）

水泳（飛込）

テニス

ホッケー

第78回国民スポーツ大会 本県入賞者一覧

スケート

アイスホッケー

スキー
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都道府 順 男女総合 都道府 順 女子総合 都道府 順 男女総合 都道府 順 女子総合

県　名 位 （天皇杯） 県　名 位 （皇后杯） 県　名 位 （天皇杯） 県　名 位 （皇后杯）

北海道 11位 1305   北海道 22位 607   東京  1位 2472   東京  1位 1287   
青森 23位 979.5 青森 15位 693.5 佐賀  2位 2332   佐賀  2位 1204   
岩手 43位 704   岩手 38位 474   埼玉  3位 1736   大阪  3位 973.5 
宮城 39位 780   宮城 35位 493   大阪  4位 1708   埼玉  4位 908.5 
秋田 45位 684   秋田 42位 450   愛知  5位 1677.5 兵庫  5位 883   
山形 33位 838   山形 30位 535   神奈川  6位 1562.5 愛知  6位 867.5 
福島 37位 801.5 福島 43位 432.5 京都  7位 1442   千葉  7位 806.5 
茨城 24位 965   茨城 34位 501.5 滋賀  8位 1439   神奈川  8位 794.5 
栃木 25位 958.5 栃木 27位 558.5 千葉  9位 1426.5 岐阜  9位 764.5 
群馬 27位 906   群馬 25位 569   岐阜 10位 1317.5 福岡 10位 750.5 
埼玉  3位 1736   埼玉  4位 908.5 北海道 11位 1305   滋賀 11位 747   
千葉  9位 1426.5 千葉  7位 806.5 兵庫 12位 1284.5 愛媛 12位 728.5 
東京  1位 2472   東京  1位 1287   福岡 13位 1219.5 京都 13位 724.5 
神奈川  6位 1562.5 神奈川  8位 794.5 三重 14位 1192   広島 14位 697   
山梨 26位 907   山梨 28位 537.5 岡山 15位 1148   青森 15位 693.5 
新潟 35位 828   新潟 31位 534   愛媛 16位 1115   岡山 16位 679.5 
長野 17位 1113   長野 23位 604.5 長野 17位 1113   熊本 17位 661.5 
富山 44位 685   富山 39位 471.5 福井 18位 1099.5 三重 18位 634.5 
石川 31位 863   石川 32位 532   広島 19位 1059   福井 19位 624   
福井 18位 1099.5 福井 19位 624   熊本 20位 1054.5 山口 20位 614.5 
静岡 22位 1050   静岡 21位 614   鹿児島 20位 1054.5 静岡 21位 614   
愛知  5位 1677.5 愛知  6位 867.5 静岡 22位 1050   北海道 22位 607   
三重 14位 1192   三重 18位 634.5 青森 23位 979.5 長野 23位 604.5 
岐阜 10位 1317.5 岐阜  9位 764.5 茨城 24位 965   鹿児島 24位 582   
滋賀  8位 1439   滋賀 11位 747   栃木 25位 958.5 群馬 25位 569   
京都  7位 1442   京都 13位 724.5 山梨 26位 907   宮崎 26位 562.5 
大阪  4位 1708   大阪  3位 973.5 群馬 27位 906   栃木 27位 558.5 
兵庫 12位 1284.5 兵庫  5位 883   山口 28位 901.5 山梨 28位 537.5 
奈良 36位 826   奈良 46位 413   大分 29位 893.5 香川 29位 537   
和歌山 47位 656   和歌山 44位 428.5 香川 30位 865   山形 30位 535   
鳥取 33位 838   鳥取 36位 485   石川 31位 863   新潟 31位 534   
島根 41位 740   島根 40位 470   宮崎 32位 840   石川 32位 532   
岡山 15位 1148   岡山 16位 679.5 山形 33位 838   大分 33位 524.5 
広島 19位 1059   広島 14位 697   鳥取 33位 838   茨城 34位 501.5 
山口 28位 901.5 山口 20位 614.5 新潟 35位 828   宮城 35位 493   
香川 30位 865   香川 29位 537   奈良 36位 826   鳥取 36位 485   
徳島 46位 663   徳島 41位 458   福島 37位 801.5 沖縄 37位 477.5 
愛媛 16位 1115   愛媛 12位 728.5 高知 38位 782.5 岩手 38位 474   
高知 38位 782.5 高知 45位 422.5 宮城 39位 780   富山 39位 471.5 
福岡 13位 1219.5 福岡 10位 750.5 長崎 40位 767.5 島根 40位 470   
佐賀  2位 2332   佐賀  2位 1204   島根 41位 740   徳島 41位 458   
長崎 40位 767.5 長崎 47位 397.5 沖縄 42位 724   秋田 42位 450   
熊本 20位 1054.5 熊本 17位 661.5 岩手 43位 704   福島 43位 432.5 
大分 29位 893.5 大分 33位 524.5 富山 44位 685   和歌山 44位 428.5 
宮崎 32位 840   宮崎 26位 562.5 秋田 45位 684   高知 45位 422.5 
鹿児島 20位 1054.5 鹿児島 24位 582   徳島 46位 663   奈良 46位 413   
沖縄 42位 724   沖縄 37位 477.5 和歌山 47位 656   長崎 47位 397.5 

51204   29716   51204   29716   

第第７７８８回回国国民民ススポポーーツツ大大会会　　天天皇皇杯杯／／皇皇后后杯杯　　総総合合得得点点一一覧覧表表

<<都道府県順>> <<成　績　順>>

合　計 合　計 合　計 合　計
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総合成績決定方法 

 

（１） 総合表彰（都道府県）における総合成績決定方法 

１） 各都道府県の男女総合成績（天皇杯）及び女子総合成績（皇后杯）は､冬季大会及び本大会で実

施した全正式競技の得点を合計したものとし、その合計得点が多い順に順位を決定し、第１位

から第８位まで表彰する。ただし、同点の場合は、その順位を共有し、その次の順位を欠位と

する。 

２） 各都道府県の総合成績は、大会総務委員会が決定する。 

３） その他業務上必要な事項は別に定める。 

 

（２） 競技別表彰における総合成績決定方法 

各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績は、次の競技得点及び参加得点を合計し、その多

い順に順位を決定し、第１位から第８位まで表彰する。ただし、同点の場合は、順位を共有し、

その次の順位を欠位とする。 

各競技会の総合成績は、中央競技団体が決定するが、天候その他の事情により一部競技が中止

になった場合は、当該中央競技団体と大会総務委員会が協議する。 

１） 競技得点 

競技得点は、次の２種類とし、第１位から第８位までの都道府県に与える。ただし、同順位の

場合の競技得点は、次順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り切れない場合は小数第

３位以下を切り捨てる。 

  １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 

 ４人以下 24 点 21 点 18 点 15 点 12 点 ９点 ６点 ３点 

種別 ５人以上７人以下 40 点 35 点 30 点 25 点 20 点 15 点 10 点 ５点 

 ８人以上 64 点 56 点 48 点 40 点 32 点 24 点 16 点 ８点 

種目 － ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

[注] 「種別」：種別などに与える得点 「種目」：種目などに与える得点 

２） 参加得点 

参加得点は 10 点とし､その基準を下記のとおりとする。 

① 都道府県が大会に直接エントリーする競技については､参加種別数にかかわらず､大会の

参加をもって得点を与える。 

② ブロック大会を経て参加する競技については､ブロック大会を大会参加とみなし､得点を

与える。ただし､ブロック大会で大会の出場権を獲得しながら､大会に参加しなかった場合

は与えない。 

 

（３） 参加資格違反並びにアンチ・ドーピング規則に対する違反に関わる競技順位等の取り扱い 

「国民スポーツ大会における違反に対する処分に関する規程」によるものとする。 
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11 国国民民体体育育((ススポポーーツツ))大大会会総総合合順順位位（（天天皇皇杯杯・・皇皇后后杯杯））及及びび総総合合得得点点のの推推移移

22

50～99 100以上 50～99 100以上 50～99 100以上 50～99 100以上 50～99 100以上

0 0 1 0 1 0 0 0 0 0

3 0 1 2 10 5 4 1 1 0

１ ﾎｯｹｰ 1 ﾎｯｹｰ 4 馬術 1 ﾎｯｹｰ 4 馬術 1 ﾎｯｹｰ 4 スポーツクライミング １ ﾎｯｹｰ

（84) （192) （52) （152) （123) （176) （54) （76)

2　弓道 2 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 2 剣道 5 体操 2 カヌー 5 馬術

（78) （100) （144) （118) （61) （50)

3　水泳 3 ｱｲｽﾎｯｹｰ 3 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 6 ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ 3 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

（50.5) （55) （132) （94) （60)

50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上

1 0 1 0 0 0 0 1 0 0

5 1 6 1 8 2 4 4 4 2

50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上 50～100 100以上

1 0 0 0 0 2 0 0 1 0

3 1 4 0 4 0 5 0 3 0

※競技得点50点以上の競技数

4 6 5

高 得 点 領 域

冬 季 大 会

本 大 会

高 得 点 競 技 数 45

2.24%2.27% 2.27% 2.24% 2.48%

皇 后 杯 順 位 16位19位 12位 13位 14位

天皇杯
15位県

県 名 岡山県京都府 鹿児島県 長野県 三重県

高 得 点 領 域

冬 季 大 会

本 大 会

高 得 点 競 技 数 67

天皇杯
10位県

天 皇 杯 得 点 11481156 1151 1152.5 1274.5

8 10 9

得 点 割 合

得 点 割 合 2.57%2.57% 2.74% 2.59% 2.75%

皇 后 杯 順 位 ９位9位 11位 ９位 ５位

天 皇 杯 得 点 1317.51312.5 1391 1332.5 1415

県 名 岐阜県兵庫県 福井県 京都府

競 技 名

( 参 加 得 点 除 )

兵庫県

高 得 点 領 域

冬 季 大 会

本 大 会

本県高得点競技数※ 13

入 賞 競 技 数 2414 17 34 27

4 16 5

得 点 割 合 1.87%1.72% 2.12% 4.42% 2.38%

特別（鹿児島）

天 皇 杯 得 点 958.5875.5 1075.5 2270.5 1225.5

全 都 道 府 県 総 得 点 5119451035 50725 51420 51478

栃木県

天 皇 杯 順 位 25位28位 18位

国国民民体体育育((ススポポーーツツ))大大会会ににおおけけるる本本県県総総合合成成績績のの推推移移

高高得得点点獲獲得得競競技技数数のの比比較較

令和６年平成30年 令和元年 令和４年 令和５年

２位 16位

皇 后 杯 順 位 27位26位 26位 ２位 19位

第78回（佐賀）第73回（福井） 第74回（茨城） 第77回（栃木）
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99 1100 1111 1122 1133 1144 1155 1166 1177 1188 1199 2200 2211 2222 2233 2244 2255 2266 2277 2288 2299 3300 RR11 22 33 44 55 66

1 ス ケ ー ト 26 32 3 9 3 6 9 18 28 37 12 11 21 8 3 10 12 2 9 14 42 84 2222 2200

2 アイスホッケー 20 65 50 55 37.5 40 35 30 40 20 30 15 30 15 50 45 65 45 60 45 35 55 40 20 25 3300

3 ス キ ー 2 6 2 2 5 4 7 - 6 11 1122

4 陸 上 競 技 36 18 27 32 20 19 23 20 30 45.5 39 26 14 23.5 30 38 30 29 10 21 14 6 17.5 - - 52.5 31 1177

5 水 泳 7 12 5 17 16 18 11 30 24 37 47 27 51 43 42 93 98 67.5 66.5 64.5 40 50.5 44 - - 60.5 45 3322

6 サ ッ カ ー 12.5 12.5 64 60 60 40 48 - - 60 00

7 テ ニ ス 40 - - 12 18 2277

8 ロ ー イ ン グ 3 6 6.5 - - 20 2 00

9 ホ ッ ケ ー 47.5 42.5 47.5 25 42.5 20 108 40 44 96 40 96 116 88 96 68 48 124 20 100 84 192 - - 152 176 7766

10 ボ ク シ ン グ 28.5 41 15.5 30 20.5 5 5 8 18 10.5 9.5 8 8 10.5 26 36 29.5 26 30 20.5 - - 33.5 15 --

11 バレーボール 25 17.5 7.5 7.5 7.5 - - 17.5 4.5 00

12 体 操 - - 118 35 2266

13 バスケッ トボール 12.5 12.5 12.5 12.5 40 52.5 35 27.5 - - 4400

14 レ ス リ ン グ 18 10.5 5.5 19.5 15 5 20 13 20.5 18.5 15.5 29 13 8 18 10.5 13 20.5 17.5 13 15.5 13 8 - - 41 26 3311..55

15 セ ー リ ン グ - - 14 10 1111

16 ウエイトリフティング 26 36 43 46 35 43 27 25 21 43 38 38 30 42 21 33 23 14 32 29 6 21 32 - - 61 28 1177

17 ハ ン ド ボ ー ル 12.5 30 12.5 - - 12.5 00

18 自 転 車 6 31 2 15 16 6 1 5 37 3 6 38 5 12 7 10 3 9 29 7 15 - - 76 5 1166

19 ソ フ ト テ ニ ス 25 30 - - 5 00

20 卓 球 12.5 35 27.5 - - 24 16.5 77..55

21 軟 式 野 球 8 40 8 - - 00

22 相 撲 - - 00

23 馬 術 9 14.5 12 11 29 10 9 3 6 2 12 23.5 17 31.5 38 8 0.25 14 7 14.5 32 39 52 - - 123 50 2222

24 フ ェ ン シ ン グ 5 5 3 6 3 15 12 15 - - 33 24 1122

25 柔 道 25 12.5 12.5 12.5 30 12.5 25 25 15 12.5 37.5 12.5 - - 40 12.5 2255

26 ソ フ ト ボ ー ル 44 52 36 36 56 88 100 44 64 60 100 - - 132 60 00

27 バ ド ミ ン ト ン 7.5 21 - - 7.5 00

28 弓 道 41.6 32.5 35 17.5 24 48 30 39 36 45 42 24 42 60 30 84 42 42 78 - - 78 45 3366

29 ラ イ フ ル 射 撃 2 4 11 8 12 40 24 13 12 27 18 11 33 37 27 8 21 32 20 13 18 27 - - 28 16 77

30 剣 道 12.5 25 12.5 25 12.5 12.5 25 12.5 12.5 30 25 12.5 20 - - 144 1122..55

31 ラグビーフットボール 44 28 44 - - 94 19.5 2255

32 スポーツクライミング 35 32.5 10 6 3 24 39 30 45 42 54 30 45 51 33 45 39 24 - - 78 54 4455

33 カ ヌ ー 6 3 39 15 1 1 7 - - 80 61 88

34 ア ー チ ェ リ ー 15 - - 00

35 空 手 道 18.5 8 13 7 11 15 7.5 2.5 5 2.5 6 - - 67 00

36 銃 剣 道 9 - - - - - 45 6 00

37 ク レ ー 射 撃 40 21 21 33 42 24 21 18 21 33 18 21 33 - - - - 00

38 な ぎ な た - - 33 33

39 ボ ウ リ ン グ 8 3.5 4 21 21 28 5 6 12 - - 00

40 ゴ ル フ 30 30 9 19.5 15 15 4.5 10.5 13.5 3 21 16.5 13.5 15 7.5 43.5 - - 21 00

41 ト ラ イアスロン - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5 00

323.6 483.5 238 435 332.5 357.5 338.5 528.5 381.5 472.5 632.5 510.5 508.0 529.0 520.0 605.5 637.25 566.5 629.0 503.5 564.0 475.5 675.5 61.0 42.0 1870.5 825.5 555588..55

16 20 14 19 16 17 16 22 17 20 22 22 22 20 18 20 22 16 21 16 19 14 17 3 1 34 27 2244

37 26 44 27 40 37 39 28 38 27 22 29 26 27 27 18 13 23 19 30 21 28 18 19 19 2 16 2255

32 31 45 40 47 39 47 30 45 34 25 40 38 34 22 19 14 20 31 41 39 26 26 30 18 2 19 2277

※ －は未実施競技。なお、R2、3は新型コロナウイルス感染症の影響により本大会を延期。そのため、天皇杯・皇后杯順位は冬季大会終了時点の順位である。

775566995533 6633 7722770066665577 6611 6688

皇 后 杯 順 位

獲 得 競 技 得 点

天 皇 杯 順 位

得 点 獲 得 競 技 数

55665555
　　競技名

回　　
55445522

国民体育(スポーツ)大会における本県選手団競技得点の推移

55995588 特特別別7777 7788

年度

667766556622 77666644 77336600 77447711
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天皇杯 皇后杯 天皇杯 皇后杯

1 21
京阪神地区を中心
とした近畿地区 青森 － －

2 22 石川 － － －

3 23 福岡 岩手･長野 42 22 東京 京都 冬・夏・秋

4 24 東京 長野･北海道 21 20 東京 東京 冬・夏・秋

5 25 愛知 北海道･山形 14 9 東京 東京 冬・夏・秋

北海道 北海道 冬

東京 東京 夏・秋

北海道 北海道 冬

東京 東京 夏・秋

北海道 北海道 冬

東京 東京 夏・秋

北海道 北海道 冬

奈良 奈良 水泳

東京 東京 夏・秋

10 30 神奈川 長野･北海道 30 32 東京都 東京都

11 31 兵庫 青森 33 35 東京都 東京都

12 32 静岡 栃木･兵庫 38 29 静岡県 東京都

13 33 富山 岩手･北海道 5 22 東京都 東京都

14 34 東京・埼玉 北海道･山形 13 17 東京都 東京都

15 35 熊本 長野 22 24 東京都 東京都

16 36 秋田 長野･新潟 28 19 東京都 東京都

17 37 岡山 青森･北海道 27 13 東京都 東京都

18 38 山口 北海道･宮城 26 9 東京都 東京都

19 39 新潟 神奈川･新潟 32 20 新潟県 新潟県

20 40 岐阜 長野･兵庫 29 14 岐阜県 岐阜県

21 41 大分 岩手･北海道 31 12 大分県 東京都

22 42 埼玉 栃木･青森 22 13 埼玉県 埼玉県

23 43 福井 北海道･長野 30 11 福井県 東京都

24 44 長崎 山梨･岐阜 31 11 長崎県 長崎県

25 45 岩手 長野･北海道 27 14 岩手県 大阪府

26 46 和歌山 青森･秋田 26 23 和歌山県 大阪府

27 47 鹿児島 栃木･鳥取 26 27 鹿児島県 鹿児島県

28 48 千葉 岩手･新潟 20 16 千葉県 東京都

29 49 茨城 北海道･福島 23 14 茨城県 茨城県

30 50 三重 山梨･北海道 19 15 三重県 三重県

31 51 佐賀 栃木･富山 36 23 佐賀県 東京都

32 52 青森 青森 25 39 青森県 東京都

33 53 長野 長野 13 8 長野県 長野県

34 54 宮崎 岩手･秋田･北海道 4 5 宮崎県 宮崎県

3355 5555 栃栃木木 北北海海道道 11 11 栃栃木木県県 栃栃木木県県

36 56 滋賀 山梨･新潟 27 16 滋賀県 滋賀県

37 57 島根 栃木･秋田 18 26 島根県 島根県

38 58 群馬 群馬 17 27 群馬県 群馬県

39 59 奈良 北海道･山形 25 33 奈良県 奈良県

40 60 鳥取 青森･群馬 16 29 鳥取県 鳥取県

は開催県以外が天皇杯・皇后杯を獲得

22

国国民民体体育育((ススポポーーツツ))大大会会ののああゆゆみみ

冬季大会
本県順位 優勝都道府県

福島･宮城･山形 栃木･北海道 20 67 27

回 年 本大会

26 広島

11

1117

22 7

備考

6

9 29 北海道 北海道･長野

8 28
愛媛・香川
徳島・高知

岩手･秋田

青森･新潟
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天皇杯 皇后杯 天皇杯 皇后杯

41 61 山梨 山梨･北海道 19 28 山梨県 山梨県

42 62 沖縄 長野 29 26 沖縄県 沖縄県

43 63 京都 群馬･岩手 25 28 京都府 京都府

44 平元 北海道 北海道 18 32 北海道 北海道

45 2 福岡 岩手･青森 24 35 福岡県 福岡県

46 3 石川 長野･新潟 32 25 石川県 石川県

47 4 山形 山形 21 22 山形県 山形県

48 5 香川・徳島 青森･鳥取 24 22 香川県 香川県

49 6 愛知 群馬･宮城 27 28 愛知県 愛知県

50 7 福島 福島 33 38 福島県 福島県

51 8 広島 栃木･岐阜 19 19 広島県 広島県

52 9 大阪 北海道･秋田 37 32 大阪府 大阪府

53 10 神奈川 岩手 26 31 神奈川県 神奈川県

54 11 熊本 長野･北海道 44 45 熊本県 熊本県

55 12 富山 青森･富山 27 40 富山県 富山県

56 13 宮城 山梨･長野 40 47 宮城県 宮城県

57 14 高知 北海道･新潟 37 39 東京都 東京都 

58 15 静岡 群馬･北海道 39 47 静岡県 静岡県

59 16 埼玉 青森･山形 28 30 埼玉県 埼玉県

60 17 岡山 山梨･東京･岩手 38 45 岡山県 岡山県

61 18 兵庫 北海道･群馬 27 34 兵庫県 兵庫県

62 19 秋田 群馬･秋田 22 25 秋田県 秋田県

63 20 大分 長野 29 40 大分県 大分県

64 21 新潟 青森･新潟 26 38 新潟県 新潟県

65 22 千葉 北海道 27 34 千葉県 千葉県

66 23 山口 青森･秋田 27 22 山口県 山口県

67 24 岐阜 愛知･岐阜 18 19 岐阜県 岐阜県

68 25 東京 東京･秋田･福島 13 14 東京都 東京都

69 26 長崎 栃木･山形 23 20 長崎県 東京都

70 27 和歌山 群馬 19 31 和歌山県 東京都

71 28 岩手 岩手 30 41 東京都 東京都

72 29 愛媛 長野 21 39 東京都 東京都

73 30 福井 山梨･神奈川･新潟 28 26 福井県 福井県

74 令元 茨城 北海道 18 26 茨城県 茨城県

75 2 鹿児島 富山･青森 19 30 - - 冬季大会のみ

76 3 三重 岐阜・愛知・秋田 19 18 - -
冬季大会のみ

（スキー中止）

7777 44 栃栃木木 栃栃木木・・秋秋田田 2 2 東京都 東京都

特別 5 鹿児島 青森・岩手 16 19 東京都 東京都 特別国体

78 6 佐賀 北海道・山形 25 27 東京都 東京都
国民ｽﾎﾟｰﾂ大会
(名称変更)

79 7 滋賀 岡山・群馬・秋田

80 8 青森 青森

81 9 宮崎

82 10 長野 長野

83 11 群馬

84 12 島根

85 13 奈良

優勝都道府県
回 年 本大会 冬季大会

本県順位
備考
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季 No 競技日程 会場地 会場名 所在地 主な最寄り駅等からのアクセス

女子 群馬県立前橋南高等学校 前橋市亀里町1
前橋駅より永井バス「下川団地行き」または「玉村町役
場行き」前橋南高入口下車徒歩3分

少年男子 群馬県立前橋商業高等学校 前橋市南町4－35－1 前橋駅南口より徒歩10分

アーティスティック 少年女子 7月13日(日) 茨城県ひたちなか市 山新スイミングアリーナ 茨城県ひたちなか市佐和2197－28 JR常磐線佐和駅より約3.5km

成年男子 8月16日(土)・17日(日)

少年男子 8月12日(火)

少年女子 8月13日(水)・14日(木)

3 成年男女 8月2日(土)･3日(日) 前橋市 ＡＬＳＯＫぐんまテニスコート 前橋市関根町800 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

4 全種別 7月20日(日)～21日(月) 神奈川県相模原市 神奈川県立相模湖漕艇場 神奈川県相模原市緑区与瀬340 ＪＲ中央本線「相模湖駅」から徒歩10分

5 全種別 8月22日(金)～25日(月) みなかみ町 みなかみ町月夜野緑地施設内運動広場 利根郡みなかみ町月夜野143番地先
ＪＲ後閑駅からタクシーで5分
ＪＲ上毛高原駅からタクシーで10分

成年男子

女子

少年男子

成年男女

少年男女

ビーチ 少年男女 7月19日(土)･20日(日) 茨城県大洗町 大洗サンビーチ 茨城県東茨城郡大洗町
鹿島臨海鉄道大洗鹿島線大洗駅から徒歩東水戸道
路水戸大洗ICから車で15分

競技 全種別 7月12日（土）・13日（日）

新体操 少年男女 7月11日(金)・12日(土)

トランポリン 男子・女子 7月12日（土） 前橋市 ヤマト市民体育館前橋 前橋市上佐鳥町460-7 JR前橋駅南口からタクシーで7分

OPEN HOUSE ARENA OTA 太田市飯塚町1059 東武太田駅からタクシーで10分

太田市運動公園市民体育館 太田市飯塚町1059-1 東武太田駅からタクシーで10分

成年男子

少年男子

Ｙokowoシルクアリーナ富岡 富岡市上黒岩１３７７−１ 上信電鉄　上州七日市より徒歩20分

全種別 妙義総合体育館 富岡市妙義町中里８０１ 富岡インターより車で20分

甘楽町立甘楽中学校体育館 甘楽郡甘楽町大字白倉1411番地 上信電鉄福島駅よりタクシー5分

成年男子

少年男女

13 成女・少男・少女 8月16日(土)・17日(日) 桐生市 桐生ガススポーツセンター 桐生市相生町3丁目300 わたらせ渓谷鉄道「運動公園駅」から徒歩3分

前橋市 上毛新聞敷島球場 前橋市敷島町66　 JR前橋駅からタクシーで15分

高崎市 高崎城南球場 高崎市下和田町2-12-1 JR高崎駅西口から徒歩で15分　

15 成男・成女・少年 6月21日(土)・22日(日) 前橋市 林牧場群馬県馬事公苑 前橋市富士見町小暮2425　
ＪＲ前橋駅から「関越交通バス」で、富士見温泉行き、または赤城山ビ

ジターセンター行き、「畜産試験場入口」下車、徒歩5分

16 成女・少男・少女 8月16日(土)･17日(日) 沼田市 ZACROSアリーナぬまた 沼田市東原新町1801-1 JR沼田駅からタクシーで10分

成年男子

少年男子

成年男子 渋川市 木暮組スポーツパーク赤城野球場 渋川市赤城町北上野444 車：関越自動車道赤城IC付近

成年女子 高崎市 高崎市ソフトボール場宇津木スタジアム 高崎市井出町926-2 車：関越自動車道前橋ICから15分

少年男子 前橋市 登利平桃ノ木川グラウンド 前橋市東片貝町417-4 車：上毛線上泉駅出口から徒歩約17分

少年女子 伊勢崎市 伊勢崎市ソフトボール場 伊勢崎市堤西町39（華蔵寺公園内） 北関東自動車道波志江ＰＡスマートＩＣから約5分

19 成男・成女・少男 8月23日(土)･24日(日) 桐生市 桐生ガススポーツセンター 桐生市相生町3丁目300 わたらせ渓谷鉄道「運動公園駅」から徒歩3分

20 全種別 8月16日(土)･17日(日) 前橋市 ＡＬＳＯＫぐんま武道館弓道場 前橋市関根町800　 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

21 全種別 8月16日(土)･17日(日) 埼玉県長瀞町 埼玉県長瀞射撃場 埼玉県秩父郡長瀞町大字野上下郷2395-1 「秩父鉄道長瀞駅」よりタクシー10分

22 成女・少男・少女 8月22日（金）・23日(土) 前橋市 ＡＬＳＯＫぐんま武道館 前橋市関根町800　 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

成年男子（７人制） ユーユー広場 桐生市相生町3丁目444番地 上毛電鉄桐生球場前駅から徒歩12分

女子（７人制）

少年男子（１５人制）

24 成女・少男・少女 6月28日(土)・29日(日) 前橋市 ＡＬＳＯＫぐんまサブアリーナ 前橋市関根町800　 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

ＳＬ・ＷＷ 男子・女子 5月24日(土)・25日(日) 栃木県塩谷町 鬼怒川特設カヌー 栃木県塩谷郡塩谷町大字船生3733-1 ＪＲ雀宮駅から徒歩で15分

ＳＰ 全種別 7月13日(日) 山梨県富士河口湖町 精進湖カヌー競技場 山梨県南都留郡富士河口湖町精進 ＪＲ河口湖駅からバスで40分

26 全種別 8月16日(土)･17日(日) 伊勢崎市 群馬県立ふれあいスポーツプラザ 伊勢崎市下触町238-3
ＪＲ伊勢崎駅または東武伊勢崎線「伊勢崎駅」から
タクシーで２０分

27 全種別 6月28日(土)・29日(日) 前橋市 ＡＬＳＯＫぐんまアリーナ 前橋市関根町800 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

28 少年男子 8月24日(日) 吉岡町 吉岡町中学校体育館 北群馬郡吉岡町大字南下1383-2
関越交通バス高崎・渋川線北下下車3分
日本中央バス吉岡町役場入口下車1分

29 少年女子 7月19日(土)･20日(日) 高崎市 高崎アリーナ 高崎市下和田町4-1-18 ＪＲ高崎駅から徒歩で5分

30 全種別 7月18日(金)～20日(日) 高崎市 パークレーン高崎 高崎市歌川町8　 ＪＲ高崎駅西口からタクシーで8分

31 少年男子 6月18日（水）・19日（木） 高崎市 サンコーカントリークラブ 高崎市吉井町岩崎2179 上信越自動車道「藤岡ＩＣ」から車で15分

成年男子 12月5日(金)～7日(日)

少年男子 12月12日(金)～14日(日)

バドミントン

剣道

8月21日(木)～24日(日)

ライフル射撃

水球

スポーツクライミング

前橋市

8月21日(木)～24日(日)

全種別

冬
季

32 アイスホッケー　 渋川市

25

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

1 水泳

テニス

ローイング

ホッケー

サッカー

7

23

弓道

18

14

17

富岡市

2

8月23日(土)・24日(日)

高崎市

フェンシング

8月16日(土)･17日(日)

渋川市伊香保町伊香保587-1
伊香保温泉「伊香保ロープウエイ」不
如帰（ホトトギス）駅から4分

銃剣道

空手道

なぎなた

ボウリング

ゴルフ

カヌー

ソフトテニス 8月22日(金)～24日(日) 前橋市

前橋市関根町800　 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

桐生市元宿町１７−３３ JR両毛線桐生駅から徒歩14分

成年男子

馬術

柔道 8月30日(土)･31日(日)

ＡＬＳＯＫぐんまテニスコート

森エンジニアリング桐生スタジアム
ラグビーフットボール 桐生市

ソフトボール

ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

競技

10

群馬県総合スポーツセンター伊香保リンク

アーチェリー

軟式野球

8 体操

６人制 前橋市

6 ボクシング

卓球

バスケットボール9

前橋市 ＡＬＳＯＫぐんま武道館

11 ハンドボール

12

高崎アリーナ

ＡＬＳＯＫぐんまアリーナ

8月2日(土)～5日(火) 前橋市

安中市安中1531-1 JR安中駅からタクシーで15分

ヤマト市民体育館前橋

第79回国民スポーツ大会関東ブロック大会 競技日程･会場・アクセス

8月16日(土)～18日(月)

ＪＲ高崎駅から徒歩で5分

前橋市関根町800

コーエィ前橋フットボールセンター 前橋市下増田町２７７ JR駒形駅から3.1ｋｍ　徒歩60分 タクシーで約12分

前橋市上佐鳥町460-7 JR前橋駅南口からタクシーで7分

高崎市下和田町4-1-18

安中市スポーツセンター安中市

前橋市関根町800 ＪＲ群馬総社駅からタクシーで10分

ウエイトリフティング 8月22日(金)～24日(日) 前橋市

バレー
ボール

8月22日(金)～24日(日)

8月16日(土)･17日(日) 太田市
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№

1 3 2
4

2 2 4 2
3 6 7 S S
4 ローイング 舵手つきフォア 3

舵手つきクｵドルプル 3 2 3
ダブルスカル S 2 3 2
シングルスカル 3 2 3 4

5 ホッケー 1 1 1 1
6 ボクシング 4 3 4
7 バレーボール ６人制 1 1 4 4

ビーチバレー 4 4
8 体操 競技 1 1 4 4

新体操 1 3
トランポリン 1 1

9 2 2 4 4
10 S+2 S+1 S
11 3 3 3or4 3or4
12 2 S 3 4
13 S 3 2 5
14 6
15
16 S 3 4 3
17 4 5 S
18 2 2 2 2
19 6 2 2 S
20 4 4 3 3
21 ライフル射撃 4

4
S
4
S

4
4
4

*1
4
4
2

4
S
2

*2
22 S 3 3 3
23 2 1 2
24 S 3 2 3
25 カヌー 4 3 5 4

2 2
2

4 4 1
2

26 2 2 4 4
27 3 3 2 2
28 S 2
29 S 4
30 4 4 4 4
31 S 5 S

冬季 32 5 4
Ｓはストレート（関東ブロック大会を実施しない）種別・種目
＊１AR60,AR60Wの競技本戦の合計点上位１２都道府県が出場
＊2BR60J,BR60WJの国スポ競技本戦の合計点上位１２都道府県が出場

4月下旬に決定

第79回国⺠スポーツ⼤会関東ブロック⼤会　代表数⼀覧

CFP60 CFP30
R3P R60PR

SP－K２

剣道

BP60J

SP－K１

AR60WJ AR30WJ

FR3P FR40
FR60PR 
AR60 
AP60

ハンドボール
ソフトテニス

バドミントン

SL－K１
SL－C１
WWーＫ１

BR60J

SP－K４
SP－C１
SP－C２

BR60WJ
BP60WJ
BRMix

アイスホッケー

アーチェリー
空手道（形）
銃剣道
なぎなた（試合）

ゴルフ
ボウリング

⼥⼦

水泳

成年男⼦ 成年⼥⼦ 少年男⼦ 少年⼥⼦ 男⼦

サッカー
テニス

季 　競　　技　・　種　　目
種　　　　別　　

関東ブロック順位で人馬実数決定

卓球

本
　
　
　
　
大
　
　
　
　
会

ラグビーフットボール

アーティスティックスイミング
水球

AR60W AR60PRW
AP60W
ARMix

スポーツクライミング

弓道

AR60J AR30J

バスケットボール
ウエイトリフティング

馬術
フェンシング
柔道
ソフトボール

軟式野球
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28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

平和堂ＨＡＴＯスタジアム（彦根総合スポーツ公園陸上競技場） 1 ●

平和堂ＨＡＴＯスタジアム（彦根総合スポーツ公園陸上競技場） 1 ●

28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

全種別 彦根市 平和堂ＨＡＴＯスタジアム（彦根総合スポーツ公園陸上競技場） 5 ● ● ● ● ●

東近江市総合運動公園布引陸上競技場 3 ● ● ●

京セラ株式会社滋賀東近江工場総合グラウンド 2 ● ●

東近江市能登川グラウンド 2 ● ●

少年男子 守山市 野洲川歴史公園サッカー場（ビッグレイク） 5 ● ● ● ● ●

皇子山総合運動公園陸上競技場 4 ● ● ● ●

伊香立公園芝生グラウンド 1 ●

全種別 大津市 大石緑地スポーツ村テニスコート 4 ● ● ● ●

全種別 大津市 関西みらいローイングセンター（滋賀県立琵琶湖漕艇場） 4 ● ● ● ●

成年男子 草津市 草津市立総合体育館 4 ● ● ● ●

成年女子 草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ） 4 ● ● ● ●

少年男子 近江八幡市 近江八幡市立運動公園体育館 4 ● ● ● ●

少年女子 守山市 守山市民体育館 4 ● ● ● ●

成年男子 大津市 滋賀ダイハツアリーナ（滋賀アリーナ） 4 ● ● ● ●

成年女子 野洲市 野洲市総合体育館 4 ● ● ● ●

少年男子 大津市 滋賀ダイハツアリーナ（滋賀アリーナ） 5 ● ● ● ● ●

少年女子 草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ） 5 ● ● ● ● ●

女子 2 ● ●

全種別 大津市 大津市柳が崎特設セーリング会場 4 ● ● ● ●

少年男子 あづちマリエート 5 ● ● ● ● ●

少年女子 彦根市 彦総グリーンアリーナ（彦根総合高等学校体育館） 2 ● ●

全種別 長浜市 長浜市民庭球場 4 ● ● ● ●

全種別 野洲市 野洲市総合体育館 5 ● ● ● ● ●

近江八幡市 近江八幡市立運動公園野球場 1 ●

草津市 草津グリーンスタジアム 2 ● ●

守山市 守山市民球場 2 ● ●

甲賀市 甲賀市民スタジアム 3 ● ● ●

東近江市 東近江市ひばり公園湖東スタジアム 3 ● ● ●

日野町 日野町大谷公園野球場 2 ● ●

全種別 大津市 ウカルちゃんアリーナ（滋賀県立体育館） 4 ● ● ● ●

成年男子 東近江市 東近江市総合運動公園布引多目的グラウンド 3 ● ● ●

高島市今津総合運動公園第１グラウンド 3 ● ● ●

高島市今津総合運動公園第２グラウンド 3 ● ● ●

少年男子 草津市 草津市立野村運動公園グラウンド 3 ● ● ●

守山市民運動公園ソフトボール場 3 ● ● ●

守山市民球場 3 ● ● ●

全種別 大津市 滋賀ダイハツアリーナ（滋賀アリーナ） 4 ● ● ● ●

近的 4 ● ● ● ●

遠的 3 ● ● ●

　わたSHIGA輝く国スポ（第79回国民スポーツ大会）　競技会会期

式典 会場地 式典会場
式典
日数

式典日程

９月 10月

競技会場
競技
日数

競技日程

９月 10月

陸上競技

総合開会式
彦根市

総合閉会式

【正式競技（本会期）】

競技名 種目 種別 会場地

●3

テニス

ローイング

ホッケー

成年男子
成年女子

米原市
ＯＳＰホッケースタジアム（滋賀県立伊吹運動場）

米原市伊吹第１グラウンド少年男子
少年女子

● ●

サッカー

成年男子 東近江市

少年男子
少年女子

甲賀市 甲賀市水口スポーツの森陸上競技場

少年女子 大津市

● ●

● ●

4 ● ●

●5 ● ●

バレーボール ６人制

● ● ● ● ●ボクシング
成年男子
少年男子
女子

東近江市 東近江市能登川アリーナ 5

バスケットボール

レスリング

成年男子
少年男子 栗東市 栗東市民体育館

4

セーリング

● ● ● ●

● ● ●● ●ウエイトリフティング
成年男子
少年男子
女子

高島市 滋賀県立安曇川高等学校体育館 5

● ● ●

近江八幡市少年男子
少年女子

近江八幡市立運動公園体育館 4

● ●

●●

成年男子
成年女子

彦根市
プロシードアリーナＨＩＫＯＮＥ（彦根市スポーツ・文化交流セン
ター） 5

ソフトテニス

卓球

軟式野球 成年男子

● ●

ハンドボール

馬術
成年男子
成年女子
少年

兵庫県
三木市

三木ホースランドパーク 5

● ● ●相撲
成年男子
少年男子

長浜市 長浜バイオ大学ドーム（滋賀県立長浜ドーム） 3

フェンシング

柔道
成年男子
少年男子
女子

長浜市 長浜伊香ツインアリーナ 3

● ● ● ● ●

● ● ●

ソフトボール

成年女子 高島市

少年女子 守山市

バドミントン

弓道 全種別 彦根市
プロシードアリーナＨＩＫＯＮＥ（彦根市スポーツ・文化交流セン
ター）

R6.6現在
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28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

25m 成年男子 大津市 滋賀県警察学校射撃場 3 ● ● ●

10m 全種別

全種別 湖南市 湖南市総合体育館 3 ● ● ●

成年男子 2 ● ●

女子 2 ● ●

15人制 少年男子 4 ● ● ● ●

リード 全種別 3 ● ● ●

ボルダー 全種別 3 ● ● ●

スプリント 全種別 東近江市 伊庭内湖特設カヌー競技場 4 ● ● ● ●

スラローム 2 ● ●

全種別 愛荘町 愛荘町スポーツセンター秦荘グラウンド 3 ● ● ●

全種別 大津市 ウカルちゃんアリーナ（滋賀県立体育館） 3 ● ● ●

全種別 彦根市 ラピュタボウル彦根 5 ● ● ● ● ●

成年男子 栗東市 琵琶湖カントリー倶楽部 3 ● ● ●

少年男子 甲賀市 べアズパウ ジャパン カントリークラブ 3 ● ● ●

女子 東近江市 名神八日市カントリー倶楽部 3 ● ● ●

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

競泳 全種別 3 ● ● ●

飛込 全種別 3 ● ● ●

競技 全種別 4 ● ● ● ●

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

第1日 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日 第8日 第9日 第10日 第11日

硬式 ー 大津市 マイネットスタジアム皇子山（皇子山総合運動公園野球場） 3 ● ● ●

ー 甲賀市 甲賀市民スタジアム 3 ● ● ●

ー 高島市 高島市今津総合運動公園今津スタジアム 2 ● ●

【公開競技】

近江八幡市 あづちマリエート 2 8 月 23 日 (土) ～ 8 月 24 日 (日)

長浜市 長浜バイオ大学ドーム（滋賀県立長浜ドーム） 2 9 月 6 日 (土) ～ 9 月 7 日 (日)

野洲市 野洲市総合体育館 2 8 月 30 日 (土) ～ 8 月 31 日 (日)

栗東市 栗東市民体育館 2 9 月 20 日 (土) ～ 9 月 21 日 (日)

甲賀市 甲賀市水口スポーツの森 2 9 月 13 日 (土) ～ 9 月 14 日 (日)

草津市 ＹＭＩＴアリーナ（くさつシティアリーナ） 2 9 月 20 日 (土) ～ 9 月 21 日 (日)

守山市 守山市民体育館 2 8 月 23 日 (土) ～ 8 月 24 日 (日)

競技 種目 種別 会場地 競技会場
競技
日数

競技日程

９月 10月

ライフル射撃

50m
成年男子
成年女子

大阪府
豊能郡
能勢町

能勢ライフル射撃場 4 ● ● ●

BR・BP
少年男子
少年女子

剣道

ラグビーフット
ボール

７人制
野洲市 滋賀県希望が丘文化公園

スポーツクライミ
ング

竜王町 竜王町総合運動公園

●

アーチェリー

●

カヌー 成年男子
成年女子

大津市 瀬田川特設カヌー競技場ワイルドウォー
ター 2

空手道

銃剣道
成年男子
少年男子

高島市 新旭体育館 3

●

● ● ●

なぎなた
成年女子
少年女子

彦根市
パナソニック株式会社くらしアプライアンス社彦根工場多目的ホー
ル 3

ボウリング

● ● ●

ゴルフ

トライアスロン
成年男子
成年女子

近江八幡市 近江八幡市特設トライアスロン会場 1

【正式競技（会期前１回目）】

●

競技日程

９月

水泳

草津市 インフロニア草津アクアティクスセンター（草津市立プール）
水球

少年男子
女子 4

競技 種目 種別 会場地 競技会場
競技
日数

アーティスティッ
クスイミング

少年女子 1 ●

● ● ● ●

男子
女子

長浜市 長浜市南浜町地先特設会場 1

バレーボール
ビーチバレーボー
ル

少年男子
少年女子

長浜市 豊公園自由広場特設会場 4 ● ● ●

●
オープンウォー
タースイミング

体操 大津市 滋賀ダイハツアリーナ（滋賀アリーナ）新体操
少年男子
少年女子 2 ● ●

●

トランポリン
男子
女子 1 ●

【正式競技（会期前２回目）】

競技 種目 種別 会場地 競技会場
競技
日数

競技日程

９月

【特別競技】

●

自転車

●●トラック・レース
男子Ａ
男子Ｂ
女子

京都府
向日市

京都向日町競輪場 4

ロード・レース
男子Ａ
男子Ｂ
女子

東近江市 東近江市特設ロードレースコース 1

● ●

エアロビック

綱引

ゲートボール

武術太極拳

パワーリフティング

グラウンド・ゴルフ

バウンドテニス

競技日程

９月 10月

高等学校野球
軟式

競技 会場地 競技会場
競技
日数

競技日程

競技名 種目 種別 会場地 競技会場
競技
日数

69



第第 8800 回回国国民民ススポポーーツツ大大会会冬冬季季大大会会((青青森森県県))競競技技日日程程・・会会場場一一覧覧  

  

１ 会期 

（１）スケート競技会・アイスホッケー競技会 

令和８(2026)年１月 31 日(土)～２月８日(日) ９日間 

  

（２）スキー競技会 

令和８(2026)年２月 14 日(土)～２月 17 日(火) ４日間 
 

２ 会場地 

（１）スケート競技会・アイスホッケー競技会 ： 青森県八戸市・三沢市  

 

（２）スキー競技会 ： 青森県大鰐市・鹿角市 
 

３ 日程及び会場 

（１）スケート競技会・アイスホッケー競技会 

式典・競技種目 日程 会場 

開始式 １月 31 日(土) 八戸市公会堂 

表彰式 
スケート ２月８日(日) ＹＳアリーナ八戸 

アイスホッケー ２月８日(日) 調整中 

スピードスケート ２月５日(木)～８日(日) ＹＳアリーナ八戸 

ショートトラック １月 31 日(土)～２月１日(日) 三沢アイスアリーナ 

フィギュア １月 31 日(土)～２月３日(火) FLAT HACHINOHE 

アイスホッケー ２月４日(水)～８日(日) 

テクノルアイスパーク 

FLAT HACHINOHE 

三沢アイスアリーナ 

  

（２）スキー競技会 

式典・競技種目 日程 会場 

開始式 ２月 14 日(土) 
平川市文化センター 

表彰式 ２月 17 日(火) 

ジャイアントスラローム ２月 15 日(日)～17 日(火) 
大鰐温泉スキー場 

クロスカントリー ２月 15 日(日)～17 日(火) 

スペシャルジャンプ ２月 15 日(日) 

花輪スキー場 コンバインド(ＳＪ) 
２月 16 日(月)  

※15 日(日) 予備ラウンド 

コンバインド(ＣＣ) ２月 15 日(土) 
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資料





競　　　技 種 目 学 校 名 競　　　技 種　　　目 学 校 名

ホッケー 男子 今 市 陸上 女子四種競技 加藤　未来 3 若 松 原

ウエイトリフティング 女子45㎏級 酒井　心音 3 小 山 三

ウエイトリフティング 男子67ｋｇ級 野澤　幹太 2 小 山

ホッケー 男子 東 原

弓道 男子 氏 家

弓道 女子 北 犬 飼

剣道 女子 壬 生 陸上 女子砲丸投 江田　朋未 3 桑

ホッケー 女子 今 市 剣道 男子 大山　和寿 3 小 山 三

柔道 女子70ｋｇ級 鈴木　月渚 3 足 利 一

柔道 男子 足 利 一 陸上 女子走高跳 髙松　葉月 3 佐 野 西

剣道 女子 鷹箸　千尋 3 壬 生

柔道 男子90ｋｇ級 伊藤　学 3 国 分 寺

柔道 男子73ｋｇ級 井桁　日漫 3 国 分 寺

水泳 男子50ｍ自由形 白井　太陽 3 三 島

水泳 女子100ｍ背泳ぎ 福田　光 3 宇 大 附

水泳 女子200ｍ背泳ぎ 福田　光 3 宇 大 附

弓道 男子 板橋　優汰 3 鬼 怒

ウエイトリフティング 女子49ｋｇ級 渡邊　天音 3 吹 上

ウエイトリフティング 女子59ｋｇ級 千野　月 3 小 山 三

　

令和６(2024)年度　全国中学校体育大会等の上位成績　

団　　　　　　　　　　　体 個　　　　　　　　　　　　　　　　　　人

氏　　　名

優
　
勝

２
位

３
　
位

ベ
ス
ト
８
以
内

※県中学新記録
〔上位入賞数の推移〕

団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人

優勝 0 3 2 0 1 3 2 2 3 12 0 0 0 2 0 0 0 2 1 3

２位 1 2 0 2 2 2 0 5 2 6 0 0 1 3 2 1 0 3 3 0

３位 2 3 1 3 1 4 1 4 1 4 0 0 1 2 2 5 2 6 2 3

小 計 3 8 3 5 4 9 3 11 6 22 0 0 2 7 4 6 2 11 6 6

合 計

〔４位～ベスト８の推移〕

団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人

５位～ベスト８ 4 8 5 10 8 12 3 14 2 17 0 0 6 9 12 15 5 6 1 10

合 計

総 計 23 23 33 31 47

0 15 27

24 23

11 11

0 24 37

12 15 20 17 19

13 12

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和５年度 令和６年度

11 8 13 14 28 0 9 10

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度平成28年度平成27年度
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令和６(2024)年度全国高等学校総合体育大会等の上位成績

※軟式野球・ライフル射撃は全国高等学校選手権大会、ダンスは全日本高校・大学ダンスフェスティバル。

【上位入賞数の推移】

2 11

【4位～ベスト8の推移】

59 46 35

31 17

総計 39 37 24 32 25 2 34

17

合計 31 24 18 14 16 1 17 34

15 8 26 6 25 013 4 12 0 1 2
4位
～
8位

10

個人 団体 個人団体 個人 団体 個人 団体 個人

21 9 15 2 16 1

団体団体 個人

令和６年度

1 17 25 15 18

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

団体 個人 団体 個人

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

団体 個人個人 団体

2 16

合計 8 13 6 18 9

0 1 4 13 2 23

9

小計 2 6 2 4 5 13 2 7

5 1 8 2 6 23 1 4 0 0 2

3 12

7 1 6 1 31 7 1 2 0 1

3位 0 2 2 2 1 2 1

0

2

2位 1 2 0 4 1 2

0 2 1 0 9 00 3 3 0 1 0優勝 1

0 5

2 0 5 0

団体 個人 団体 個人 団体

3 0

個人団体 個人 団体 個人 団体 個人

令和５年度 令和６年度平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人

スキー 女子回転（5位） 女 大貫　詩旺 足大府

フェンシング エペ（7位） 男 中浦　秀哲 栃木商

男 山田　歩舞 作　新

フェンシング フルーレ（6位） 男

自転車競技
ロード・レース
（8位）

川村　龍紅 星の杜

自転車競技 ケイリン（6位） 男 海老原　陵大 作　新

ボクシング
ウェルター級
（5位）

男 石川　泰規 作　新

女 野沢　南美 星の杜

ボクシング バンタム級（5位） 男

ウエイトリフティング 64kg級ﾄｰﾀﾙ（7位）

生沢　銀侍 作　新

ウエイトリフティング 64kg級ｽﾅｯﾁ（7位） 女 野沢　南美 星の杜

ウエイトリフティング
64kg級ｸﾘｰﾝ&ｼﾞｬｰｸ
（6位）

女 野沢　南美 星の杜

国学栃

弓道 個人（8位） 男

柔道 70kg級（5位）

熊倉　貫太 作　新

作　新

体操競技 鉄棒（5位） 男 片山　空秋 作　新

作　新

体操競技 ゆか（8位） 男

体操競技 ゆか（8位）

谷田　智治 作　新

白　鷗

体操競技 個人総合（8位） 男 片山　空秋 作　新

ベ
ス
ト
8
以
内

スキー 学校対抗 女 足大府 陸上競技 7種競技（5位） 女 石原　南菜

男 片山　空秋

体操競技 平行棒（6位） 男 片山　空秋

女 小林　杏遥

スキー 女子大回転 女 大貫　詩旺 足大府

なぎなた 個人 女 坪山　遥音 国学栃

ボクシング ライトフライ級 男 小林　栄絢 白　鷗

レスリング 92kg級 男 福島　煌天 足大附

73kg級 男 吉村　颯太 白　鷗

柔道 100kg超級 男 黒田　佑斗 白　鷗

ゆか 男 石原　銀河 作　新

水泳競技（競泳） 100mバタフライ 女 後藤　結愛 佐日大

やり投げ 女 谷　飛香里 白　鷗

レスリング 団体 男 足大附 ソフトテニス 個人 女 螺良・富山 白　鷗

3
位

体操競技 団体 男 作　新 陸上競技

ラグビー 団体 男 国学栃 体操競技

柔道

スキー 女子回転 女 大西　美琴 足大附

レスリング 60kg級 男 與那城　一輝 足大附

中田　涼太 白　鷗

男 柴田　陽 白　鷗

柔道 78kg級 女

柔道 90kg級

酒井　結海 国学栃

ボクシング ミドル級 男 シルバ　イエシュア 作　新

2
位

陸上競技 走高跳 男 石見　だいや 宇　南

柔道 81kg級 男

氏名 学校名

優
勝

陸上競技 200m走（大会新記録） 男

順
位

団体 個人

競技 種目 性別 学校名 競技 種目 性別

若菜　敬 佐　野
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● 栃木県競技力向上対策本部事務局　案内図

栃栃木木県県庁庁

（（本本館館））

栃栃木木県県競競技技力力向向上上対対策策本本部部事事務務局局
（栃木県生活文化スポーツ部スポーツ振興課内）

◆所在地 〒３２０－８５０１

栃木県宇都宮市塙田１－１－２０本館７階

◆電 話 ０２８－６２３－３３６８・３５７５

ＦＡＸ ０２８－６２３－３４１１
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●栃栃木木県県競競技技力力向向上上対対策策本本部部

〒 320-8501

栃木県宇都宮市塙田1-1-20　栃木県庁７階 028-623-3368･3575

028-623-3411

●国国民民ススポポーーツツ大大会会　　各各実実行行委委員員会会

〒 520-0807

滋賀県大津市松本一丁目２番１号 077-528-3321

077-528-4832

〒 030-8570

青森県青森市長島1-1-1　青森県庁東棟4階 017-734-9703

017-734-8032

【第79回国民スポーツ大会関東ブロック大会】 〒 371-8507

群馬県前橋市大手町1-1-1 027-226-2082

群馬県地域創生部 027-243-3211

スポーツ振興課競技力向上係

●公公益益財財団団法法人人栃栃木木県県ススポポーーツツ協協会会

＜事務局＞ 〒 321-0152

栃木県宇都宮市西川田4-1-1 028-680-7771

カンセキスタジアムとちぎ内 028-615-5151

〒 321-0152

栃木県宇都宮市西川田4-1-1 028-645-2080

カンセキスタジアムとちぎ内 028-645-2030

関係連絡先一覧

＜事務局＞

栃木県競技力向上対策本部事務局
(栃木県生活文化スポーツ部スポーツ振興課内)

第79回国民スポーツ大会関東ブロック大会
群馬県実行委員会

ＴＥＬ

FAX

ＦＡＸ

ＴＥＬ

青の煌きらめきあおもり国スポ

ＦＡＸ

ＴＥＬ

ＦＡＸ「翔けろ未来へ縄文の風に乗って」

【第79回大会本大会】

わたSHIGA輝く国スポ

「湖国の感動　未来へつなぐ」

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会事務局

ＦＡＸ

ＴＥＬ

ＴＥＬ

公益財団法人栃木県スポーツ協会

とちぎスポーツ医科学センター ＴＥＬ

ＦＡＸ

青の煌きらめきあおもり国スポ・障スポ実行委員会事務局

【第80回大会冬季大会】
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練習試合等の来県で活用いただいています
県外の皆様にぜひご紹介をお願いします
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はじめに  ～ 計画改定の趣旨 ～ 

  

第 77回国民体育大会栃木県競技力向上対策本部（以下「対策本部」という。）では、平成 27(2015)

年３月に策定（平成 29 年４月一部改定）した「栃木県競技力向上基本計画(Tochigi Victory 

Plan)」に基づき、第 77 回国民体育大会いちご一会とちぎ国体（以下「とちぎ国体」という。）

での天皇杯・皇后杯獲得を目指して本県の競技力向上に向けた対策を講じて参りました。その結

果、とちぎ国体では男女総合成績・女子総合成績ともに第２位という成績を残すことができまし

た。また、県では平成 28(2016)年２月に策定した「栃木県障害者スポーツ選手等育成・強化基

本計画(TOCHIGI CHALLENGE PLAN)」に基づき、本県障害者スポーツの一層の振興を図り、第 22

回全国障害者スポーツ大会いちご一会とちぎ大会「以下「とちぎ大会」という。」で過去最多の

メダルを獲得するなど、とちぎ国体・とちぎ大会（以下「両大会」という。）での本県選手団の

活躍は県民に感動や勇気を与えました。 

 

現在、本県では、「スポーツを通じて夢や感動を共有しスポーツで人生を豊かにする“とちぎ”

の実現」を基本理念とする「栃木県スポーツ推進計画 2025」に基づき、「する」「みる」「ささえ

る」といった多様な形でのスポーツ参画人口を増やし、県民総スポーツ社会の実現を目指す取組

を進めています。また、令和５(2023)年３月に策定する「とちぎスポーツの活用による地域活性

化推進戦略」に基づき、県、市町、スポーツ団体、民間企業等で構成するスポーツコミッション

を設立し、大規模大会・スポーツ合宿等の誘致や県内外の交流人口の拡大等に取り組むこととし

ています。 

 

一方、対策本部では、国内大会はもとより、オリンピック・パラリンピック競技大会を含む国

際大会等で躍動する本県ゆかりのアスリートを数多く輩出することが、県民の誇りや感動につな

がり、子どもたちに大きな夢を与えることから、両大会の開催を通じて得られた数々の成果を一

過性のものとしないよう、「スポーツ・レガシー」を継承しながら、効果的に競技力向上を図る

ため、前計画での取組を生かすとともに、社会や時代の変化に即して必要な見直しを行い、栃木

県競技力向上基本計画を改定いたしました。 

 

今回改定する栃木県競技力向上基本計画では、「栃木県スポーツ推進計画 2025」における施策

の柱の１つである「国民体育(スポーツ)大会・全国障害者スポーツ大会や国際大会等で活躍する

選手の育成」を念頭に置きながら、栃木県重点戦略「とちぎ未来創造プラン」の重点的取組とし

て位置付ける「両大会を契機とした高い競技力の確保」に取り組んで参ります。 

 １ 
1



 
 

第 1 章 改定の基本的な考え方 

１１  計計画画のの位位置置付付けけ  

  前計画は、とちぎ国体における天皇杯・皇后杯の獲得という目標を達成するため、本県の選

手の育成・強化や指導者の養成及び環境整備等に関する基本的な考え方、方向性を示した指針

として策定し、対策本部が中心となり関係団体と連携・協力しながら各種競技力向上事業に取

り組んできた。 

  本計画は、両大会終了後の安定した競技力の確保及び本県の恒久的なスポーツの振興を目指

し、競技スポーツを推進していくための具体的な指針として位置付ける。 

２２  改改定定ののポポイインントト  

  両大会での好成績を一過性のものとせず、本県において持続可能な競技力向上を図っていく

必要がある。前計画に基づく取組の多くは有意義なものであり、以下４つのポイントを中心に

必要な見直しと改定を行うことで、継続的に競技力の向上に取り組む。 

（（１１））国国民民体体育育（（ススポポーーツツ））大大会会ののみみににととららわわれれなないい競競技技力力向向上上  

   国民体育（スポーツ）大会のターゲットのみに焦点を当てた強化ではなく、幅広い世代や

競技種目の競技力向上も視野に入れ、オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会等を

はじめとする各種国際大会等で本県ゆかりのアスリートが活躍できるよう支援する。 

（（２２））持持続続可可能能ななアアススリリーートト発発掘掘・・育育成成・・強強化化シシスステテムムのの確確立立  

   県内の競技団体が継続して競技力の向上を図ることができるよう、指導者養成と次世代ア

スリート育成を両輪とする持続的なアスリート発掘・育成・強化システムの確立に対する支

援に努める。 

（（３３））ススポポーーツツ医医・・科科学学のの活活用用  

   効果的に競技力の向上を図るためには、科学的根拠に基づく発掘・育成・強化が不可欠で

あることから、多くのアスリートが質の高いスポーツ医・科学、情報等によるサポートを受

けられる環境の実現に対する支援に努める。 

（（４４））時時代代にに即即ししたた進進化化  

社会の変化や状況に応じて競技力の向上を図る必要があることから、ＤＸ、スポーツイ  

ンテグリティの向上、競技団体のガバナンス強化・コンプライアンス徹底、多様性を認め合

う環境づくり等を通じて関係団体等の連携・協力によるプレーヤーズセンタードの視点に立

った体制強化の支援に努める。  

３３  計計画画のの期期間間  

    本計画は、栃木県スポーツ推進計画 2025の計画期間（2021から 2025 年までの５年間）と

整合を図り、令和５(2023)から令和７(2025)年までの３年間を計画期間とする。  
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第２章 これまでの取組の成果と課題 

１１  組組織織体体制制のの整整備備・・拡拡充充  

【【具具体体的的なな取取組組・・成成果果】】  

〇〇平成 26(2014)年５月に設置した対策本部を中心に、公益財団法人栃木県体育協会（現公益財

団法人栃木県スポーツ協会、以下「県スポーツ協会」という。）や競技団体、学校体育関係団

体等と緊密な連携を図りながら、選手強化に係る予算の充実及び有効な事業実施を通して競技

力向上に取り組んだ。  

〇〇競技団体が行う強化計画作成に対する支援や競技団体の組織力を高めるための講習会を開催

するなど、競技力向上対策を効果的に実施するために必要な組織の整備・充実並びに関係組織

間の連携強化を図った。 

 

 

 

 

〇〇平成 27(2015)年 10月に設置した栃木県障害者スポーツ選手等育成・強化委員会を中心に特定

非営利活動法人栃木県障害者スポーツ協会や障害者団体、競技団体、特別支援学校等と緊密な

連携を図りながら、選手強化に係る効果的な事業実施を通して選手の競技力向上に取り組んだ。 

 

 

 

【【今今後後のの課課題題】】  

◇競技団体の健全な組織運営によるスポーツの価値向上  

◇スポーツ関係諸団体との継続的な連携・協力による効果的な強化体制の再構築 

◇両大会のレガシー継承・発展を目指す市町や県内競技団体との連携・協力体制の構築 

 

２２  選選手手のの発発掘掘・・育育成成・・強強化化  

【【具具体体的的なな取取組組・・成成果果】】  

〇競技団体が実施する強化事業に対して柔軟かつ戦略的に支援をしたほか、全国トップレベルの

指導者等から指導を受ける機会を設け、本県競技力の向上に貢献した。 

〇成年種別はスポーツ専門員の配置や、就職支援による優秀な選手の確保のほか、有望選手・チ

ームへの強化支援を通じて多数の入賞者を輩出した。 

〇少年種別は計画的なターゲットエイジの育成・強化や運動部活動拠点校への支援に加え、適性

競技種目を見出すために新たな才能を発掘・育成する取組を行い、多数の入賞者を輩出した。 

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ31・Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

とちぎ
大会

強化期拡大期　

Ｈ30

選手層の拡大、チーム設立等

選手の底上げ、チーム力・個人技術等の育成 技術等のレベルアップ

育成期
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〇女性アスリート特有の健康問題を予防・改善するために研修会を開催したほか、女性アスリー

トに対して血液検査から栄養指導等へ繋げ、女子種別の競技力向上に貢献した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本県障害者スポーツの一層の振興を図るために策定した「栃木県障害者スポーツ選手等育成・

強化基本計画」に基づき、団体競技チームの定着支援、強化指定選手の任命など、計画的に選

手の育成・強化を図り障害者スポーツの振興に貢献した。 

【【今今後後のの課課題題】】 

◇両大会を契機とした高い競技力の確保 

◇競技団体等による強化事業の継続的実施 

◇ジュニア選手に対する「発掘→育成→強化」まで続く競技団体の一貫指導体制の再構築 

◇優れた才能を持つ児童の発掘・育成を踏まえた中・長期的な育成計画の構築 

◇部活動の地域移行を見据えた地域クラブチーム等を考慮した強化システムづくり 

 

３３  指指導導者者のの養養成成・・資資質質のの向向上上  

【【具具体体的的なな取取組組・・成成果果】】  

〇強化指定コーチを指定し競技団体ごとの指導体制の整備を図り、競技団体の垣根を越えて「チ

ームとちぎ」の強化ネットワークを構築したほか、最新かつ実践的な指導者向けの講習会や研

修会の開催により指導者の資質向上を図った。 

〇学校部活動への指導者の適正配置及び教員採用試験におけるスポーツ特別採用枠で優秀な人

材を教員として採用した。 

 

 

 

 

〇「栃木県障害者スポーツ選手等育成・強化基本計画」に基づき、練習会等に参加する指導者に

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31・Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
完成期

優秀指導者の確保と適正配置
ジュニア指導者育成

とちぎ
国体

強化指定コーチ認定
戦略的指導者養成

育成期 充実期

チームとちぎ育成強化事業に組替国体指導者養成事業
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対し、競技団体やチームの専門性を生かした効果的な選手育成のために必要な講習会や研修会

への参加支援等を行い、指導者の資質向上を図った。 

【【今今後後のの課課題題】】  

◇両大会で監督を務めた指導者の後継者となる次世代を担う指導者の養成 

◇指導者が少ない競技団体における指導者の確保 

◇スポーツ専門員を含む両大会出場選手を指導者として活用した強化体制の再構築 

◇女性アスリート特有の健康課題等に関する指導者等へのさらなる理解促進 

 

４４  競競技技力力向向上上ののたためめのの環環境境整整備備  

【【具具体体的的なな取取組組・・成成果果】】  

〇国民体育大会で選手が最高のパフォーマンスを発揮できるようアスレティックトレーナー等

を各競技会場に派遣したほか、とちぎスポーツ医科学センター（以下「TIS」という。）の利用

促進を図ることで医・科学的知見のもと効率的・効果的な競技力向上に貢献した。 

〇競技普及や選手育成強化のために必要と認められるスポーツ用具を整備したほか、国民体育大

会の会場地となる施設を強化練習等で優先的に利用できるよう調整する取組により、選手・指

導者が活動しやすい環境の整備を図った。 

 

 

 

 

 

〇「栃木県障害者スポーツ選手等育成・強化基本計画」に基づき、育成・強化に必要なスポーツ

用具を整備したほか、練習等をサポートするため障害者スポーツボランティアとの連携を図り、

選手・指導者が活動しやすい環境の整備を図った。 

【【今今後後のの課課題題】】  

◇TIS を活用した選手・指導者に対するサポートのより一層の充実 

◇選手・指導者が活動しやすい競技環境づくり  

◇両大会に向けて整備したスポーツ用具の使用に適した水準の維持・確保 

◇障害者スポーツの裾野拡大及び積極的な社会参加機会の創出 
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第３章 栃木県の競技力向上のための具体的な取組 

１１  計計画画のの目目標標  

    ●●持続可能な競技力の向上を図っていくため、県内の競技団体におけるアスリート発掘・ 

育成・強化システムの確立 

●●国民体育（スポーツ）大会の総合成績における上位の維持 

●●オリンピック・パラリンピック競技大会に代表される各種国際大会等に本県ゆかりの 

  アスリートを多数輩出 

  

２２  競競技技力力向向上上ののたためめのの４４つつのの柱柱  

  上記の目標を達成するため、具体的に以下の方針のもと取り組むこととする。

ⅠⅠ「「競競技技力力のの維維持持・・組組織織運運営営体体制制のの強強化化」」  

両大会のレガシーを生かして、高い競技力

の確保と、県内競技団体の健全な組織運営及

び関係組織間のより一層の連携を図る。  

ⅡⅡ「「次次世世代代アアススリリーートトのの発発掘掘・・育育成成・・強強化化」」  

大きな可能性を秘めた次世代アスリート

を発掘し、世界で活躍するアスリートの輩出

を目指して育成・強化を図るとともに、将来

を見据えた競技力の底上げを図る。 

ⅢⅢ「「指指導導者者のの養養成成・・資資質質向向上上」」  

計画的な指導者の資質向上に加え、指導者

資格取得者を増やすことで、持続可能な指導

体制の構築を図る。 

ⅣⅣ「「ススポポーーツツ医医・・科科学学のの活活用用」」  

TIS 等の関係機関と連携を図り、アスリー

トや指導者に対する競技力向上に有効な

医・科学支援の質の向上及び支援対象範囲の

拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  具具体体的的なな取取組組 

ⅠⅠ  競競技技力力のの維維持持・・組組織織運運営営体体制制のの強強化化  

（（１１））競競技技団団体体のの強強化化支支援援及及びび組組織織運運営営・・指指導導体体制制へへのの支支援援  

両大会で高まった競技力の維持及び更なる向上を目指して、競技団体が実施する強化
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事業の取組を支援するとともに、各競技団体が継続して競技力向上を推進する組織体制

づくりを支援する。 

（（２２））トトッッププアアススリリーートトのの確確保保及及びび強強化化支支援援  

①   2024 年パリオリンピック・パラリンピック、2026年ミラノ冬季オリンピック・パラ

リンピックへ本県ゆかりのアスリートを多数輩出することを目指す。  

② 県内企業等に対して優秀な選手の受け入れやチーム設立等に向けた協力依頼を行い、

トップアスリート等の県内定着を促進し、競技との両立を図れるよう支援する。  

③  本県競技力向上への貢献が期待でき、ジュニア選手等の育成・強化の指導に従事す

るアスリートの就職支援等を通じて、アスリートの活動支援並びに有望な次世代アス

リートの輩出を目指す。 

（（３３））ススポポーーツツ環環境境整整備備 

①  女性アスリートの育成・強化に役立つデータや情報を選手・指導者・保護者等に提

供することで、特有の健康障害を予防し、選手が試合等において最高のパフォーマン

スを発揮できるよう支援する。 

②  障害者がスポーツを実施しやすい環境の整備に努める。  

③  デジタル技術の活用等により、継続的な強化事業の取組を行うことができる環境の

整備に努める。 

④  特殊なスポーツ用具の整備に努め、競技及び練習環境の改善を図る。 

⑤  両大会の競技会場となった各市町が競技団体と連携して行う、地域に根ざしたスポ

ーツクラブの育成やスポーツ教室等の事業を推進し、特色ある地域スポーツの普及・

振興を図る。  

（（４４））ガガババナナンンスス（（統統治治能能力力））のの強強化化ととココンンププラライイアアンンスス（（法法令令遵遵守守））のの徹徹底底 

県スポーツ協会等と連携し、必要に応じて競技団体の組織運営等に関する助言やスポ

ーツインテグリティ（高潔性や健全性）を高める取組の情報提供など、競技団体の健全

な組織運営を促進する。 

（（５５））対対策策本本部部とと関関係係団団体体等等ととのの連連携携強強化化 

対策本部を維持し、両大会のレガシーを生かした競技力向上事業を積極的に推進でき

るよう、競技団体及び関係団体と相互に連携し、協力体制の強化を図る。 

 

ⅡⅡ  次次世世代代アアススリリーートトのの発発掘掘・・育育成成・・強強化化  

（（１１））次次世世代代アアススリリーートトへへのの強強化化支支援援  

①  世代の枠を超えて共に強化練習を実施するなど、両大会で培ったジュニア世代の発

掘・育成・強化のノウハウを生かし、将来性豊かなジュニアアスリートの競技力向上
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に取り組む競技団体を支援する。 

②  両大会の成果を継承し、競技の特性や活動環境、学校運営の実情等に応じて高い競

技力や他にない特色を持つ高校の有力な運動部が行う強化事業等を支援する。 

③ 「学校部活動および新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライ

ン」に基づき、競技志向の選手が競技力向上に取り組む場を選択できるよう新たなス

ポーツ環境の整備に努める。  

（（２２））ととちちぎぎ未未来来アアススリリーートトププロロジジェェククトト 

①  将来、国民スポーツ大会や国際大会で活躍する選手を輩出するとともに、本県スポ

ーツ界の次代を担う人材を養成することを目指し、優れた才能を持つ児童を発掘・育

成し、その能力を最大限発揮できる競技を見つける機会を提供する。 

②  国や中央競技団体等が実施する全国規模のタレント発掘事業に対策本部として積極

的に参加し、関係団体との連携や最新情報を収集するとともに、競技適性を認められ

た選手が県内外のコーチから適切な指導を受けられるよう各競技団体への橋渡し及び

助言を行う。 

 

ⅢⅢ  指指導導者者のの養養成成・・資資質質向向上上  

（（１１））各各種種研研修修会会等等のの開開催催  

①  県内の競技団体における中核的指導者を対象とし、最新の指導技術等を学ぶための

各種研修会や競技の垣根を超えた交流の場を設けることで、県内指導者の資質向上を

図るとともに、公認指導者資格の取得を推進し指導体制の充実を図る。 

②  卓越した指導力を有する競技団体トップレベルのコーチ等を招へいして、最新の指

導理論や方法等を学ぶことにより、若手指導者や女性指導者をはじめ多くの県内指導

者がスキルアップできる機会を創出する。 

（（２２））優優秀秀なな指指導導者者のの確確保保及及びび配配置置  

優れた競技経験・技術を有し指導者としても優れた手腕を発揮することが期待される 

選手をスポーツ指導員として活用し、効率的かつ効果的な配置により次世代アスリート

の指導を中心に本県選手の強化を図る。 

（（３３））ススポポーーツツイインンテテググリリテティィ（（高高潔潔性性やや健健全全性性））のの向向上上  

競技力向上に加えてアスリート等の人間的成長を促すことができるよう、スポーツの

価値を脅かす暴力やドーピング、不法行為等を行わない倫理観や規範意識を兼ね備えた

指導者の養成を図る。 

 

 ８ 
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ⅣⅣ  ススポポーーツツ医医・・科科学学のの活活用用  

（（１１））TTIISS のの活活用用  

①  県内の競技団体への医・科学的側面からの支援をより一層促進し、効果的・効率的

に競技力の向上を図ることができるよう、最先端の機器による測定データに基づく各種

サポートの提供、メンタルトレーニングや栄養サポート等の利用に対する支援の充実を

図る。 

②  TIS 開所以来国体強化指定選手等を対象として蓄積してきたデータや知見を活用し、

県大会出場レベルや学校運動部活動の選手層までスポーツ医・科学支援の対象拡大を図

る。 

③  女性アスリートが抱える悩みを解決できるよう相談窓口を充実させ、TIS協力ドクタ

ーや TIS協力栄養士と連携しサポートに努める。 

（（２２））ススポポーーツツ医医・・科科学学分分野野のの専専門門人人材材のの活活用用 

①  競技力向上事業や大会等にトレーナー等を派遣することで選手のコンディショニン

グサポートの充実を図る。 

②  スポーツ医・科学支援を担う人材に対して研修会等を実施し、資質向上を図るとと

もに各分野の専門人材の育成に努める。 
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年度 Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025)

計画推進

目標

県

教育委員会

スポーツ
推進計画

▲栃木県競技力向上基本計画　推進イメージ

Ⅰ 競技力の維持・組織運営体制の強化

Ⅱ 次世代アスリートの発掘・育成・強化

Ⅲ 指導者の養成・資質向上

Ⅳ スポーツ医・科学の活用
とちぎ国体

とちぎ大会

開催

【実績】

天皇杯２位

皇后杯２位

とちぎ未来創造プラン（Ｒ３～Ｒ７）

とちぎスポーツ推進プラン（Ｒ３～Ｒ７）

●いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を通じた人づくり

とちぎ教育ビジョン（Ｒ３～Ｒ７）

●いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会を契機としたスポーツの推進

●国民体育(スポーツ)大会・全国障害者スポーツ大会や
国際大会等で活躍する選手の育成

○次世代アスリートの発掘・育成・強化
○トップアスリートの強化・確保
○競技力向上のための環境整備
○安全でクリーンでフェアなスポーツの推進

2024パリ

オリンピック

パラリンピック

2026ミラノ冬季

オリンピック

パラリンピック

●国民体育(スポーツ)大会での上位維持

●各種国際大会等への多数の選手輩出

各
種
プ
ラ
ン
・
計
画
等
の
見
直
し
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第４章 競技力向上基本計画の推進体制 

１１  推推進進体体制制  

  対策本部は、本計画に基づき、本県の競技力向上事業を計画的かつ着実に推進するため、県、

市町、県スポーツ協会、競技団体、学校体育団体、大学、民間企業、産業・経済界及びクラブ

チームなどと緊密に連携・協力を図り、オールとちぎで競技力向上に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２２  競競技技団団体体ににおおけけるる強強化化のの取取組組  

県内の競技団体は、とちぎ国体まで本県アスリ

ートや競技関係者が着実に取り組んできた努力

の成果を貴重なレガシーとして確実に継承・発展

させ、本計画に基づき、より一層の競技力向上や

組織運営体制の強化に取り組む。 

対策本部は、各競技団体における競技力向上対

策の取組状況や活動内容等を検証・評価し、結果

に基づき、県スポーツ協会と連携して、競技団体

に指導・助言を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【【競競技技団団体体のの取取組組状状況況等等ににつついいてて検検証証・・評評価価すするる主主なな内内容容】】  

〇とちぎ国体に向けた取組の成果と今後の課題 

〇競技ごとの状況を踏まえた目標（成績）と重点的に取り組むべき事項 

〇中・長期的な普及・強化スケジュールと具体的な取組内容 

〇プレーヤーズセンタードの視点   ほか 
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10 〈共同引受保険会社（令和7年4月予定）〉
令和7年1月作成　24TC-005947

スポーツ／文化活動／ボランティア活動
団体活動のための補償制度

令和7年4月1日から
令和8年3月31日まで

令和7年度（2025年度）

保険期間

保 険の詳しい内容、資 料の請求は、
ホームページをご 覧ください。 

#スポーツチーム  #大学クラブ  #スポーツ少年団
#放課後事業  #総合型地域スポーツクラブ  #教室
#部活動地域移行  #文化系サークル  #ボランティア

小さな掛金で充実補償

熱中症も対象

スポーツ安全保険Ⓡ
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